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■私たちの 敵は - r メリカとイギジスです。私たちの味方は ョーロツ パではドイツと 
イタ リーですが、さて、みなさん、ドイツとイタリーはどうして私たちの味0〇こ2 
つたのでせうか。知つ'1:ゐますか？ 

日獨伊三國同盟があるからだつていひますか。もちろんこの同盟は非常に大切な 
ものですが、それではどうしたわけで、それが出來上つたのでせう。私たちの敵で 
あるアメリカやイギリスは、古い考へをもつた國で、それに新しい時代のことをけ 
なす物の分らない老人のやうな國です。そして、若い、元氣のある日本のやること 
に、いちいち文句を言つて、つひに大東亞戰をひき起したのですが、同じやうなこ 
とがドイツやイタリーにもいはれます。だから、三つの元氣のある國が手を握つて 
立ち上つたのは全く不思議はないでせう。 

.そのひとつの國のドイツは、みなさんもょく知つてゐるやうに、ヒ トラ ア總統 *>* 



二 

ひきゐてゐます。ドイツはまへの世界大戰で負けて、さんざんな目にあつたのです 
が、 ヒ トラア總統が出てきて ドイツを 建' t : 直しました。 まあ、 すぐれた建築家と い 
つたところです。じつさい、若いとき、ヒトラア總統は家をつくる^/築家に ならう 
としてゐました。それなのに、なせ、國家をつ くる 政治家になつたのでせうか。 

TV れから、また、新しいドイツを、めちやめちやになつたところから、つくりあげ 
るのに は、 さぞかし 大變 であつたらうと 思 ひます。 

それがょく - m 來.たのは> 小さいときから、ヒトラア總統が誰ょりも國を愛する心 
と、誰ょりも負けじ魂をたくさん持つてゐたからです。この本ば、この二つの精神 
が、どのやうに育- C られて、どのくらゐ大きくなつたかを、繪のやうに書いてみた 
つもりです。 私たちの敵 アメリカとイギリス. を負かす には、 せひとも若い私たちが 
この二つの精神を大きく持たなくてはならぬと考へますの.で。 

昭和十八年四月 

著者' L るす 
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騷動 


よ—ストジのジンッといふ町の國民學校で、頭のつるりと禿げ^ 
1 いところに立つて、全校生徒に話をしてゐた。い 

つもさぅやつ 

•:' て ^II 靡 4 >., 3 备/^♦だから大きな聲でなかなかぅまい。 

「こ、 i 取， 皆さんは利巧だから、きつと覺ぇてゐるにちがひないと、わ 
かお話したコルべ大公殿下が市役所の落成式におぃでになる日も 
ぁと三日となりました*それでコル''へ大公殿下をわれわれ國民學校の一同がお出迎 
へするのに、當日、やりそこなつては大へん申しわけないことである。ついては C 
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\ 









六 

れから… . 」 

校長先生がきつと大きな聲をはりあげてゐるからだらう。いつもの血色のい ゞ 顏 
がまるでゆで蟹みたいに赤くなつたと き、 並んでおとなしく聞いてゐた生徒たちの 
あひだに* >* やがやさはぎがもち上つた。何だらう？校長先生ははつとしたやうに 
話をやめて、生徒たち の 頭を睨みまはしながら、どの子がさはぎはじめたかを見つ 
けょうとする風であつた。そのうち、* >* やがやい ふこ ^の中から、「小犬が」とか 
「小便をしてゐます，とか「演臺の下で」とかいつてゐるの* >* 聞ぇる。校長先生がそ 
れに氣 *>* ついて、後ろを振り返つたときには、もう、 演臺 のところで用をすました 
白い小犬*>すたすたと門のはうに！ ffi けてゆくところだつた。子供たちはどつとふき 
出した。 校長 先生も、ふだんの赤らみを取り戾してにこにこ笑ひながら 
「大公殿下のおいでになる當日には、萬が一にも、こんなことはないと、わしは思 
ふが、 何が 起つ てもそんなに騷いではいかん。では、 これょり、 歡迎會の練習に と 


i r yr. ， 


b か ゞ ることにする L _° l 

生徒たちは市役所まへの廣場に並んだつもりで、校庭の兩側に四列づ ゞ な らば さ 
れた。校長先生はそれが 出 來 るまで 壇上で眺めてゐたが 

「それでは、皆さん、しづかにしてその ま、 - JZ つて ゐる 。わしが これから (世にか 
くれもない 大公殿下) と叫ぶから、そした.ら、皆さんは、いつせいに(ホッホ、ホ 
ッホ、ホッホ)と元氣 ょく 言ふ"い ゞ かね0」 

ホッホ？無心に校長先生を見上げてゐた生徒のうちに、その中にはぼかんと口 
をあけてゐるものもゐたが、その言葉を聞いて、大人のやうに、これは意外だと怒 
つた顔つきをしたものがあつたをれを知つてか、知らないでか、校長先生はだま 
つて列をつくつてゐる生徒の耳に、.大きな靴音をひ；/かして步いて ゆき、 ひとつの 
列の先頭に立ち止つた。■間もなく、校長先生の破れるやうに大きな(世にかくれも 
ない大公殿下)につ ST いて、生徒たちの(ホッホ)がダー|ユーブ河に波を起しさう 
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なひ v きで鳴りわたつた。 

歡迎の 練習はなかなかう まく 出來たと校長 先生から M " めら れて、生徒たち は 三人 
あるひは 五 人の組に.なつて校門を出て行つた。 f 組は、 大空を？破る ばかりに 
高く立つ て. Q — 會奚塔 I い5 く。またある組は「歌劇クす ァム ニ 
上演 中」と書いてあるオペラ劇場の繪看板の下に立ち止つ たりして ゐる。そしてま 
た、ある組はらつぷ、らつぷとせはしげな音を立て ゞ 流れてゐる •タニユ1 ブ河のほ 
とりを 家路に とつてゐる。 

この組になつ た生徒は きつと六 年生 ぐらゐにちが ひない。それでなけ I で、 河の 
中へ 石を投げ こんだり、 追ひ龊 けつこしたりして歸る ところな ®'に、 なに かしきり 
に ？ i 論を して ゐる 様子 だからで ある。中で も 1-番、口を尖らして しやべ？ゐるヒ 
徒 *>* すぐ目についた。房々とした栗色の髮の毛をして、 それと 似た色のいかにも宛 
白 さうな目で 仲間を叱りつ けてゐるやうである0 




「僕たちはドイツ■人だらう。 さう しで n グべ大公殿下もドイツ人でいらつしやる。 
それなのに校長先生はチエツク人のホツホ(バンザイ)をなせ僕たちに言はせょう 
とするんだらう。をかしいぢやないか！ドイツの子供がドイツの大公殿下をお迎 
へするのに、ホツホと言へ なんて！ まるで乞食の咳みたいだ。」 . 

「あつ、はつ、はつ。.： 

「だから、僕がさつきから言つてゐるやうに、ドイツの子供ならドイツ語のハイ， 
(同じくバンザイといふ意)でゆかうぢやない か！ 君たちみんな賛成だら う0 」 
「賛成！賛成！賛成でござる。」. 

校長先生から(ホツホ)と叫べと言はれたとき、 この 生徒たちはみんな怒つ たも 
のどもであつたらしい。とこ.ろ*>'、ひとりダビツドといふ生徒だけは何も言はない 
でだまつてゐる。手だつてちやんとぶら b と下げた ま、 だ。 この 少年を目ざとく發 
見した栗色の髮の少年はつかつかと步みょつて 




「君も賛成なんだらう。」 

とや-？しい口謂で言つた。 

「うん、だけどねぇ、アドダフ、校長先生に叱られるよ。」 

「だつて、君もドイツ人だらう 

アドルフの聲がまた f しくなつたので、5ツドはだんだん後しざ— るてい 
だ。 

一おいタピツド、この河を見てごらん。こんなに勢よく流れてゐるぢやないか。 
いつたいこの僕たちのダニユーグはどこからやつてくるか、君も知つてゐるだ ， b 
う。地理の先生 V flT ブ河はドイツ S イ J ンにぁる黑森から發するとぉ 
しやつたのは、僕たちドイツ人の子供の一人として忘れられないことだよ。きつ 
とこの夕 , I T ブだつて、よく耳を澄して聞くとドイツ語をしやべ？ゐるにち 
がひない。ね免、ダビツド、だか—た、 いく 4長先生が叱るからといつて、僕 



たちがチェック語を使ふなんていふの U どうしてもへんなん だょ。 君も ドイッの 子 
だらう。」 
r うん0」 

「ぢや、君もハイルつていふだらう0」 

「うん。」 

アド A フに言ひ詰められて、そのとんで出る言葉に毆られやしないかといふ風に 
片肘を目のあたりまで持つてゆきな* >* らダビッドは、 たうとう 承 s した9それで大 
きい生徒 も 小さい生徒も、河べりの途を步き出しながら、アドルフの提案した とほ' 
り、明日、學校へ行つたら、ひとりが六人のハイル組を こしら へて、 その また六人 
.の新：；イダ組にそれぞれ六人の加入者をつくらせ ると いふ議決を小さいくせに 大き 
く、「承知承知」 とうな づいた。 

アドルフのハイルエ作はどういふ風に進行して行つたらう。校長先生はおろか、 




外の先生もちつとも知らなかつた。いや、一人、それでなければいくたりかのドイ 
ッ人の 先生 * >* うすうす感づいてゐるのに知らん顔してゐたかもしれない。そのう 
ち、當日になつてしまつた。シルク- ►> ットをかぶつた市長と きらきら 光る十字架を 
胸にぶら下げた司教と V 驛まで n W 大公殿下をお迎へにあがつた。殿下は四輪馬 
車に召されて、沿道に整列した市民たちや、バ，コンから旗を振つてゐる女たちの 
.ホッホ、ホッホといふ歡呼に、ほ、^みをもつてお答へになりな：^ら、いよいよ市 
役所の新廳舍にお着きにならうと遊ばされた。 

そこには 國民學 校の生徒たちが固 唾を 呑んで並んでゐるのである。校長先生はや 
をらシルクぐットをぬいで、血色のい ゞ れいの頭を見せびらかして、 

「世にかくれない大公殿下」 

と犬音で呼ばはつた。すると、突然 » 

「ハイル！ ハイル！ ハイル fl 





といふ子供らしいきいきいご^の合唱* >* まき起つた。校長先生の頭はい^.なり冬 
瓜のやうに靑くなつて、' y ルタハットがころころと轉 b 出すさはぎである。アド 〆 
プの策謀が見事成功したのである。しかし、コ，'、へ大公殿下は生徒たちの元氣のい 
、ドィッ語にますます御機嫌うるはしく式場へお臨みになつた。 

式の濟んだあと、校長先生は心配のためにぶるぶる慄ぇながら、殿下のまへ U ま 
かりで ゞ 

. r この度のことは、まことに申しわけ . 」 . 

と申し上げょう^すると 

「いやあ、この度のこともといふほどのものぢやありませんょ。子供はあのくらゐ 
の元氣がなくてはだめです。」 

殿下からは別段のお咎めもなかつた。まあ、それで校長先生もほつとしたが 
CJ れからもあることだから〇) 
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一四 

と考へて、事件の首謀者を探すことになる。きつとドィッ人の、子供がやつたこと 
だら うと 調べて みるが、 その生徒たちはみんな 口に ふたをして白狀をし ない。 そこ 
で戚長先生は、ふだん、ドィッ人で ない といふので、靑チビ など、 いふ渾名をつけ 
られて ゐる 先生を呼びにやつて、何 か 耳打ちをした。先生はへいへいと畏つて、そ 
れを聞いて ゐたが、最後に ひとつ大きくへいとやつて校長室からとび出す と、 一人 
のびくびくし- C ゐる生徒をつれ -C またとつて返してきた。 

「君がダビッドといふ子だね。」 

「ぇと 丨 

「君は、今度みんなが(ホッホ)といふところを、みんなが(ハィル)といつたね。 
君もさう いつたのだら う 0」 

「いぇ、僕は言ひません。」 

とダビッドは小さい聲でいつたが、ほんとのところは さう ではなかつた。しかし 




校長先生はそれを聞くとにこにこして 

-さうか、それはょかつた。わしも 君が さういふとは 思つ - C ゐな かつた ょ。 そ， e で 
聞くがねえ、いつたい、此度 のどとは誰が やらうと 言 ひだした の だい。 免、 だまつ 
てゐては分らんぢやないか。 こ/' にゐる人は誰も君の.言つ たこと をし やべらな いか 
も言つ. V . ごらん . 0 j 
「アドルフです。」 

「え、 アドルフ？.， 一 

「アド 火 フ.ヒトラアといふ生徒です〇 一 

「ふん、 さう か ，. 0 と靑チビ先生のは うに 腰掛をまはして、校長先生は 
「あなた知つ' C ゐますか？」 

と聲をかけた。 

: 「え ゞ 、知つ て ゐぎ すと も。 あの 子は强情で 怠惰で 比 末にいけませんです。あ、、 





ぁの子供! &>• やったのか。」 

校長先生はそれからまたくるりとダビッドの方へ向いて、どこで、どういふ風に 
して、と詳しくいきさつを問ひはじめた。ダビッドが部屋を出てゆくと， 

「これは一度ヒトラァの父兄を呼んでいはなくてはいかん。君ひとつ、呼んで下さ 

ぃ0」 

と校長先生は言った。 

亡びゆく オーストリ 

それでは、いつたいォーストリの國民學校の校長先生はどういふわけでドィッ人 
の生徒たちにすユック語を使はしたのだらう。勿論、校長先生はォーストリ政府の. 
訓令にょつてさうしたのにちがひない!6>*、とすればまたどういふわけでォーストリ 



政府は晴れの場所では チェック語を言はなくてはいかんと命令したのだらぅ。 

そ〇■わけを話すには前章の事件*>*起つた頃、つまり今からちょつと四十年_^±*-» : > 
ぅまへのオースト.リ國について語らねばな' b ない。 

4 、の頃、ォ ーストジはォーストタ•ハンガリ帝國といはれてゐてョ I ロ ッバの大< 
帝 國であつたが、いやはや、その中をのぞくと大へん厄介な國であつた。 といふの 
は領土が大きいために'いろいろな民族がはいりこんでゐる。ゲルマン 民族がゐる 
かと思へ ば ラテン民族がゐる。スラゲ民族がゐるし、マデャル民族 も 住んでゐ る。 
をれがまた大へんである〇ゲルマン民族といふ®は ドィッ A のことで f > ラテン 
民族は主にトラン ' y <" ゥア -I ア 人と ィタ リ人に限られてゐて、また マ デ アル 族とい 
ふのははるはる \ r ジアからやつて來た、ノンガリ人であつたが、.スラ•ゥ民族となると 
チェック人、スロバ ック 人、セルビア人、 クロアト 人、ス ロゲ エン人、 それから•ホ 
— ランド人といつた風に細く分けねばならないからで ある。 





をれもい、。 このやぅに多 M 多様な民族* >* 力を併せて國を盛り立て ゞ ゆかぅとす 
るなら ば、それで 1) い ゞ ： a 、 隙さへあれば四方へ離れょぅとしてゐたから大へん 
だ。そして、才^ —ストリの國はそろそろ命が危くなつてゐたか^、ハンカリ人はソ 
ダペストに都をつくつて首府のウイーンと競爭をはじめるし、スロバツク人はブラ 
1 グ -rt/ を中心にするやぅになる•し、それからポーランド人はレ I ンべ 〆 ク市にセ 
レ b - 1 ヤ人はライ.バッハ市に集うて、それぞれ首府のクイーンをだし拔かぅとしてゐ 
た。 さぅな つたら、ドイッ人の都で も あるク yl ンは氣 *>* 氣ではないだらぅ。 

こんな厄介な國を治めてゐたのはハブスブルダ王家といつて、もとはといへ ば、 
ゎづかひとつの城と數ヶ所の小さい土地しか持つ - C ゐなかつたドイッの豪族、火ド 
ヴフー世である。その後、さぼてんのやぅに、あちらこちらの土地を併せて、ひと 
頃は m — ロッバ 全土を その 治下においた ことも あつた。しかし、そんなに國威を'3> 
げ -C ゐるときで も、 を かしい ことに、 ハブス.'ブルダ王家は圃 *>* なかつた。ドイッか 


ら出て、ドイツと切つ1;も切れない關係にあつたのに、はじめは王室の言葉とし 
て、ラテン語を採用し、間違ひだらげのラテン語をしやべつ- C 得意になつてゐた。 
領土が.スペインにひろがつたときはスペイン語が用ひられる'〇イタリイの都市をな 
くさん 手に入れたときは、イタ リイ 語が通用する。それから、■フランスのさかんな 
ときには、フランス語を使つたりした。 

やぅやく、もとのドイツ語にかへつたのは二百年 まへぐらゐからで、それ も だん. 
だんと勢力が衰へてひとつひとつ領土を失ではじめた時である。しかし、さぅなつ 
たのも束の間であつた。いくつかの小さい王國や公國から出來て S た ドイツ聯邦の 
なかで、ォーストリと並んで二大强國と呼ばれ -C ゐたブロ' y ヤ王國に、あの有名な 
ビスマルクがあらはれて、小さい國 Q ' 寄り集りにしかすぎないドイツ聯邦を拳の中 
へ 振りしめて一つにするにはォース トリを 追ひ拂 ふょり 方法はない と考へ出した か 
らだ。そして、ビスマルクを宰相にしたブロシヤ王國が、そのブランどほぅ、ォー 



ストリに 戰爭を 挑んで 來 て、サド 7 といふところでブロシャ軍は大勝し、その結果、 
才—ストジを ドイッ 統一の外へ追ひ出してしまつたのだから、ハブスブルダ王家は 
ドイッが口惜しくてたまらなくなつたのである。 • 

何とかしてプロジャをやつ、けたいと 考 へたのは、ブロシャ•ォーストリ戰爭で 
負けたフランッ•ョゼフ 皇帝 ばかりではなかつた。それから三十年ばかりたつて皇 
太子になられたフランッ•フ K 〆 デナンド大公ときては猛烈なドイッぎらひであ 
る。そしてまた同じくらゐ猛烈にチユツクびいきであつた。これはまた、いつたい 
どぅしたことだらぅ。きつと大公のお迎へになつた 妃殿下が チェックのさる伯爵の 
お嬢さんであつたせいに ちが ひない。そして、大公は大 へん妃殿下を 大切になされた 
から、 王室はチェック 語の 流行となつた。それから、 ハ ブス.ブルダ王家の方々を迎 
へるときには(ホツホ) が 用ひられることになつたわけである。 ’ 

ドイッぎらひのフェルデナンド大公がォーストリで流行させたものは、 ksr チ。 


ック語ばかりではなくてチェック人でもあつた。ドイッ人の都であるウイ—ンにも.. 
チェック人が大手を振つて步くやうになる。ドイッ人ばかりのリンッの町にさへチ 
エック色が濃くなつて、チユック語の看板なんか C ぼつぼつとあらはれてくる。か 
うなつてはドイッ人たるもの氣が氣ではない。なにしろ、ォーストリのとなりでは 
自分たちの伸間がドイッ帝國をつくつて日に日に勢ひが盛んになつて行くのだか 
ら、自分たちもスラ.ク民族には負けてゐられない。 . 

オ ースト y に住んで ゐる ドイッ人はこんな わけ- 1? 、 ドイッ語とドイッ人を護る1; 
はどうしたらいぐかと思案のあげく、まづ小學生に目をつけた。(ドイッの少年ょ、 
ドイッ.人であることを忘れるな。ドイッの少女ょ、ド/イッ人の母と なること を忘れ 
るな。)とドイッ人會の心あるものは、こんな文句をいくつもいくつも作つて、ドイ 
ッの子供たちに歌はせるやうにした。何かといふと、いつでも子供たちの胸にドイ 
ッの國華である矢車草をつけさせたり、橫に長く、黑、白、赤と染めた旗(つま.^ 
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1三 

ドイツの國旗だが)にむかつてドイツ語の挨拶を言はせたものでぁる。 

國民學校ではしかし、フェルデナンド大公殿下がロシアのとなりに別なスラグ族. 
の國を作らうと考へられたとほりを學童に仕込まうといふのだから、生走が ドイツ¬ 
の徽章をつけてくれば叱る、 ドイツの國歌の (ドイツよ、 世に比なし) を歌へ ば怒 
るといつたものだつた。 

ドイツの子供たちは 
，「どうして先生は怒るのだらう」 

と考へてみても分らな かつた。 でも、どこの國よりもドイツが强く、しかも茫 I 
てゐるといふことだけは よく 知つてゐた。しかし、 さう いつた中で も、 大人©ドイ 
ツ人と同じやうに、子供たちにも三つの型が出來てゐた。先生に叱られても 何でも 
ドイツを旗印にしようとする生徒がぁる。と思ふと、ドイツ語を捨て、も 先生の言 
ふな b にならうとする生徒がゐる。そして、その二つのうちどれでもい、といふ r 










徒* > あつた。 . 

アドルフ•ヒトラアはこんな生徒の中で、わけても、(何でも ドイツ) の組01旗賜 
である。だから、ハイル事件などをしでかして、校長先生からも叱られたん だが、 
それにつ いては、 靑チビ■先生から、どうして 「強情、 それに怠惰」など/1いふレツ 
テルを貼られるやうになつたのだらう。 

元來 、靑チビ先生といふ方はその名のとほり、背が小さくて、靑い顔をして ゐる 
くせに、とつても 怒.^ ぼかつた。そこへもつてきて、ドイツ人ではないといふのだ 
から、ドイツ人の生徒たちは、この先生の時間になると、何か惡戯をして先生を怒 
らして見たかつたにち *> ひない。だつて、 ょく 怒るけれど、靑チビ先生ぐ らゐ 、怒 
b 方が下手でちつとも恐くない先生はゐなかつたのだから。 

そんなわけで、ある日のこと、アド火フはひそかにボケツトにいれて學校へ持つ 
て行つたドイツ國旗の小さいのを、机の上に立て/,ゐた。怒りつぼい先生の時間に 





である。しかし、先生のはぅから 眺めても何ともな かつた とい ふのは、 まへ© 生裤 
の背中ですつかり小旗がかくれてゐたからだ。 まづ何ともな かつたので、だんごん 
それにあきてきた腕白小僧は、先生が後ろを向いて、黑板に字を書く ときをねらつ 
ては、小旗を抜きとつて、右手に 高く 持ちあげは じめ る。後ろの生徒たち* J / J ' さい 
こ^で 、 

「ハィ少、ハィル。」 

と言ひ出すから、前にゐる生徒もなにかしら音を立て、後ろを向く。 

(何かやつてゐるんだな。) 

と 先生はさつそく感づいて、 ひょつと 敎埴の上で振り かへ る。 ところが、 目こ央- 
つたところは子供たちの、灰色や、金色や、栗色の頭* >* しづかに並んで ゐるだけで. 
なんの ことは ない。アドルフは また 右手で 高くドィッの小旗をあげ-るだけでは物 足 
らなくな つて、今度は それを 左右に振りは じめた。かぅなると騷ぎも大きくなる〇. 


先生は、ふと、廊下の方のガラス窓を見ると、アド，フ A > 頗をふくらましながら、 
小旗をふつてゐるところや、前の生徒が後ろをふり返つてゐる光景が手にとるやう 
に映つて*る。 、 

「アド■ルフ！」 

先生がかう言つたのと生徒のはうに向き直つたのと同時だつた。ドィッの旗はす 
つかりまるだしである。靑チビ先生は背が小さくて敎臺のところに立つと、やうや 
く首/!; >* 出るくらゐといつてもょかつたのだか，ら、生徒を叱るときはそこから離れて_ 
やればょかつたのに！その傍らで、しかもきいきいご^で 
「アドルフ、席を立て！」 

とどなつた'つて、腕白生徒は言ふことをきくものではない。それで、先生は短い 
腕をふりあげて、それからつひに、靴の底でどんと敎壇の上を 叩いて 
「席を 立て！」 
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二六 

と號令したが、アド 〆 フは動かうとはしなかつた。 

「よし。それならい、。お前のお父さんを呼んできて、よく言つてやらう0 J 
こんなことで、アドルフのお母さんはよく學校に呼ばれてお叱ごとを頂戴した。 
それから、お母さんは子どもに意見したが、その先生も、お母さんも、のちにこの 
アドルフ•ヒ トラアと いふ(何でもドイツ)の組の腕白小僧が、ォーストリの國を 
なくして、ドイツの國の中へいれ、その名もドイツのォストマルク(東方地區)と 
改めるとは思ひもよらなかつたことだらう。」 

司教か將軍か 

アドルフ•ヒトラアは一八八九年四月十一日、才—ストリ•ハゾ♦カリ國のさ ゞ や 
かな町、ブラクナウといふところで生れた。ちやうどこの頃、ベ 〆 リンではドイツ 







のヵイゼルといつてわれわれにも親しいクイルへ 〆 ムニ世の卽位の式がはなばなし 
く 吁はれた。それから、ォー スト リ•ハンガリの首府クイーンでは、チェック人を 
ひいきにして、ドイッ人をい. ぢめ 出したフェルデナンド大公が皇太子の位におつき 
になつたとい ふので クイー ンの 町はお祭の？はぎであつた。だけど 
「アドルフちやん が 生れておめでたぅ。」 

といつ てヒトラ ア家の門に立つたひとは五人とゐやしない。それもそ©はす、お 
父さんの アロイス•ヒ トラア氏は ブラ クナクの稅 關に勤めて ゐる 小さな 役人でしか 
なかつ た。 鼻の下には勿論のこと、!!®のと ころに も立派な八の字ひげをくつつけ 
て、いつも難かしい顔をして ゐるが 、毎日、役所でやつて ゐる こと、いへば、イン 
河を へだてた とな-^ の國 、つまりドイッのパイエルンからはいつ - c 來る小麥袋とか 
羊毛の包とか、 または こちらから川を渡つて送^'出す葡萄の箱だとかから税金を取 
•，立てる ことで ある。おまけに アロイス氏はもぅ五十二に もな つて ゐた 。これから 
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W 五年もすれば停年になるのだから、わづかな恩給でたのしくつ、 ましく 暮す こと 
しか考へてゐなかつた。 

ブラゥナゥ 稅關の官吏、ァ ■ロィス •ヒトラァ氏はもとを糾せば、田舎の 貧しい 百 
姓の子どもであつた。あぱら屋にすんでゐて、年から年中のこと、黑パンとチー 
ズだけが親しい友だちである。肉を喰べることなんて、それは年に五六度やつてく 
るめ づらしい友だちといつたわけだつた。物心がつくと、まづ村一番の偉い人物と 
いふことになつてゐる司祭(坊さんのこと)になりたいと考へたが、それも無理がな 
い。兩耳のところで、つばの捲れあがつた山低帽をかぶつた坊さんは誰にでもうや 
うやしく 挨拶される。何か御馳走といふと、きつと招待されて一番い、席■に坐つて 
ゐる。おまけに村の人から、肥つた雞だとか卵、チーズが雨のやうに降つてくるの 
だ。 

「これは司祭にな'^に限る。」 



と小さいァロイスは考へたが、さう，^るにはまづ勉强 ' L て神學校へはいらなけれ 
ばならない。ところが、その勉強といふのが、村ではなかなか思ふやうにならなか. 
つた。そして町へ行つてそれをやるには、家中いつたいがその日暮しときてゐ.るの 
だか， b 、 とうていだめの皮である。心!& >* 坊さんのことから町のはうへ移轉してゐた 
ところが、そこへクイーンの靴屋! &>* やつてきた。ァ p イスはさつそく靴屋の小僧に 
なるのだといつて皆をびつくりさせた。村の人たちはいろいろの失敗した若者の話 
を例にもち出して . ， 

「ろくな夢などみるものでねぇぞ1__ . 

と云つてみたが、少年は一度言ひだしたらあとべはひかない。そして クイ.ー ンの 
町へ小僧になりに出かけたの：£十三のときで ■* る。さてクイ—ンに行つてみると、 
驚いたことには建物のひどく大きいのが並んでゐるし、そこに出はいりする人^;ち 
がきれいな四輪馬車なんかに乘つてゐる。 
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「いつたいあの人たちは何ですか。」 

とたすねると兄弟午は 

「お役人だよ。」 

と答へた。坊さんの馬車はめつたにお目にか、らない*>'、役人のをり返つた禮服 
姿はあきる くらゐあら はれる。それで小僧の心はいつしか.となく、坊さんと クイー 
ンのことを忘れて役人になりたいと言ひだした。しかし、それにはまた試驗がある。 
小僧はそれから一人前の職人となり、またそれから髭を生やした大人となつて行つ 
たが、毎年同じ試驗を受けては落弟した。あるとき、友だちの一人が手紙をよこし 
たので、封を切つてみると、中に繪が描いてある。大きな山がひとつの線で喾いて 
あるその下のところに、蟻が一匹畏つ てゐ る圖である。そして手紙の文句によ.ると 
アロイス蟻は いつになつたら山の頂上へのぼれるだらぅ、山 さへ登る 氣にならなか 
0たら、今頃はアロイス? ft - 店が繁昌し -C ゐる ことであらぅにといつたものだつた。 






r パカにするな0」 . 

アロィス氏は怒つて友だちの手紙をびりびうと破き、それからまた机にしがみつ 
いた。こんなこと* >* あつたから、今度こそはうまく行くだらう' -i いふところなのに 
またもや落つこつた。そして、アロィス蟻がひとつの頂に、といふのは山の頂はま 
だなかなか遠いところにある峠といつた試驗に、やつと受かつたときは四十歲にも 
なつてゐた。その年では f ;: とへ官吏になつたとしても、もはや偉い官吏にはなれ« 
のである。官吏の世界といふのは石段をひとつひとつ上つ て 行つて、 やう やく見晴 
のきくい、位 S につける fe . ので-、一足飛びにそこへ行くことはとうてい出來ないか 
らだ。 

だからハ、アロィス.ヒトラア氏はアドルフが生れたのでにこにことほ、爰みを浮 
ベたとき 

「この子はどうしても偉い役人にしなければいかん0 J 
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と考へたので ある。 後になつて、 この 子と呼んだ アド 水 フ •ヒ トラアがドィツで 
一番 偉い男にな-^、それのみか、ォ ーストジを 併合して、税關なんてものは いらな 
くしてしまふなど/.は少しも思はなかつた。五十の坂を越したお父さんは、 こ.© 子 
の大きくなつて ゆく のを允の しみにして、ブラクナクから 同じ税關町の パツサク に、 
轉勤し、 それからまたジンツの 町へ移らされた。 そこでた うとう 退職となつた が、 
身體はい S し、 また百姓の子供でもあつたので、 リンツ 近くの レォンデン ダ村にさ 
さやかな土地を買つて、のんきにじやがいもの栽培^ • どをすることにな つた。 

アドダフがやうやく大きくなつて、大人になつたら何にならうかと考へはじめた 
のは、ちやうどその頃で、待ちかねたお父さんが 
「アドルフ、 1 s つたいお前は大きくなつたら何になる。」 

と たづね ると - 
「さうだな、僕は坊さんにならうかな0 」 




と答へてお父さんをびつくりさせた。お父さんは(この子 S また俺の考へたこと 
を考へてゐるのか)とびつくりしたわけだが、子供のはうのは同じ坊さんでも位の 
上の司敎のことにうつとりしたのである。なにしろ、お父さんの小さな村とち： a つ 
て、ジンッの町はかなり大きな町であつたから、敎會だつて大きくて、千本以上の 
蠟燭があがることがあるし、その上同じ蠟燭といつたつて中には十五尺ぐらゐの^ 
あるんだ。そんなところへ、*伴をたくさんつれて、紫の服の上にぴかぴか光る白 
い薄耖の衣をきてゐる司敎がしづしづと步いてくる。そして、信者の心を捉へない 
ではおかない、るるとした說敎をするのである。 

「うん0」といつてし ばらく だ. まつてゐた お父さんは 

「それもい、かなあ、お fr はしやべ ること! &>• うまい し、それに坊さんだつて惡くは 
ない。だけどねぇ、アド火フ、坊さんになるのだつたら、役人になつたはう *>• どの 
くふ*い ゞ かしれないょ。坊さんだつて偉い人はい、が、その偉くなるまでが大へ 





んで、それまでとぃふも S ぃ服を着て、年？年中靑ぃ顏をしてゐなければ なら 
なぃのさ。そこへ行くと、役人になればすぐ立派な馬車に乘れるし，とんとん拍子 
で出世できるん專ないか。ァニ7は馬鹿ではないんだから、役人になることに 
決めてしつかり勉强するのだなあ1: 

と反對した。 

それで小さいヒトラ7は坊さんになることをあきらめた。といふより てしま 
つたのだらぅ。ところがそれか f た新しい志望が心の，^に湧いて きた。それはも 
ぅ小學校の上級1になつた頃だつたので、かなり字が讀めるやぅになつてゐる。お 
父さんの本棚 f 、 おもしろ f な本をだま？失敬して、こつそ— むの が愉快 
でたまらない。 

こんなことで、或る日のこと、「普佛戰氣物語」とあつて、赤い表紙に、ドィッ軍 
の步兵がしやれた髮を奉し5ラン sf 追ひかけてゐ羞しぃ繪が貼つてぁ 


つた本を見つけた。頁をめくつてみると、戰爭の繪がいつばいはいつてゐるバこい 
つはおもしろさうだなあ)、と自分の.部屋にとぢこもつて、胸をわくわくさせながら 
讀み出した。 

「ばんざい。ドイツ軍はまた勝つたぞ。」 •. 

彼は ときどき 夢中になつて、大きな聲をはりあげた。 

いつたい普佛戰爭といふのはどんな戰爭だらうかしら。前にも言つたが、•ヒスマ 
ルタがドイツの統一を目指して、それでもつてォーストリをドイツの外へ•追ひ拂つ 
たのが一八六六年のブ p ' y ャとォーストジの戰爭、つぐめていふと普塊戰爭といふ- 
のだつたことは忘れて. ゐないだらう。 その戰爭から、わづか四年たつたぐらゐで、 
この普佛戰爭、つまり、ブロ' y ャとフランスの戰爭がはじまつた。それといふのも- 
ドイツが統一されたとはいへ、北ドイツばかりのことで、まだ南ドイツのパーデン、 
バイエルンといつたやうな國々はちょつと何かあればすぐ離れさうになつてゐる。 






これではいけない。北も南もすベてひとつになるにはどうしたらい、か？それ «; 
は昔かぐの仇敵であるフランスと一戰し、北の國も南の國もひとかたまりになつて 
ゆけはそれでもつてドィッの統一は完成するだらう、と考へたのはやつばりビス 
マルク大宰相であつた。 

\ : / 

し力し、そんなことは、小さいァドルフがひらいてゐる「普佛戰爭物語」には書 
レてはない。いつたん、 ス.ヘィンの 國會が プロ シャ 王家の血を引かれて， Q るレオボ 
ぐ卜親王を王に する こと、きめた のに、 フランスでは、と S 皇帝ナポレオン三世 
をはじめとして、それでは J 5 If ッに—されて危險であると 
f 出し、レオボ v 卜望に 辭退卷 ようと運動しはじめ^;。これ S 佛戰爭のき 

つかけである。 一 

レよしよ戰爭力といふまへ、フランスではときのオジビエ內閣がサン •クン—宮 
殿で御前會議をひらくこと、なつた。功名好きのナ . t オン三世も、初めは勝てる. 






かどうか大へん心もとなくておいでだつた M 、 陸軍大臣のルブーフ將軍らが強い見 h 
幕で主戦論を唱へ、ことに將軍が 

「兵士のゲートルのボタンまでみな用意してござい.ます、陛下。」 

と進言したのに及んで、たうとうナボレオン三世も動かされてしまつた。 
ところがいざ戰爭を宣言してみると、ボタンどころか、軍服やゲートルがない軍- 
隊があ.らはれた。召集された兵隊のうちで， 

「いつたい、俺の聯隊へはどういつたらい、のだい。」 

とまごまごする者もあつ.た。そしてフランスの將校 ときたら 、「普佛戰爭物語」の 
表紙に描かれてしまつたやうに、まじめな戰術ょりも、ひげの型はどんなの V 
流行つてゐるかしらんと考へるものばかりであつた。 

ドィッはこれ , < b 全く反對で、古今の名將といはれるモルトヶ參謀總長が何から何 
まで用意しておいた。 







四 o 

アドルフがその本の中でまづお目にか、つたモルトヶ 勝 軍といふのは蠘 m が一仁 
灯つてゐる寢室にゆうゆ.うと橫になつてゐる寢衣姿の將軍である。その枕もとに副 
官が立つ て ゐて 

「閣下、 フランスに對して いよいよ 開戦になりました0」 - 
I さう か。 まあ 落ち着か うぢやない か。勝利は われわれのもの だか ら な。動員令は 
ほら、その机の三番 目の 柚 出しにはいつてゐ るよ L . 0 

それか‘らすぐ將軍はぐうぐうと高鼾をかいて眠つてしまつた。ところが、'翌朝、 
目を覺して 伸びを した頃にはもう 數十 萬のドイツ軍が國境に向つ て 進軍してゐたの 
である。 

アドルフはすつか b ■モルトヶ將軍の用意■がい ゞ のに感服した c (これでなければ戰 
爭に勝てないんだな〇)頁をあけるたびにドイツの大砲はフランスの機關銃を空には 
ねと ばした。 ドイツの騎兵は浮き足立つた敵軍の中へ躍りこんで蹄の先きでフラン 






スの赤ズボン(兵隊のこと)を蹴ちらした。ドイツ軍はヮイセンべグダでも勝つた。 

ク*エ火卜ではフランスのマクマォン軍を打ち破つた。さうしてドイツに俊入したフ 
ランス軍を追ひ拂つたのみか、さつそくフランス領に攻めこんで、たろとうセダン 
.市でナボレォン三世を捕虜ほしてしまつた。(，ブーフ將軍の言ふことなんかをほ 
んとにされたから惡かつたのだ。それにしてもドイツ軍はなんて強いのだらう J と 
アドルフはさらに感心する。またパリに立てこもつたフランス軍の中から、ガン V . 
夕とぃふ男が輕氣球に乘つて、ふはりふはりとドイツ兵の頭の上を飛んでゆく繪を 
見て は、 (戰爭 つてすゐぶん勇しいことも出來るんだなあ。)と羨しがつ た。 

つまり、こんなわけで、アド 〆 フは軍人になりたいと考へるやうになつたが、ま 
づまづ 戰爭ご つこでドイツの將軍になるだけでしばらくは我慢しなければならなか 
つた。しかし、それにしても、變だなあと思つたのは、同じドイツ人でありながら、. 
ォーストジのドイツ‘人がフランスをやつ ゞ けに行'かないことだ。 





四二 

「ドイッ人だつてさ、皆がみんなビ■スマ 〆 クのドイッにはいるものではない ょ。- 
お父さんはかう言は -n たが、ァドルフにはちつと名合點がゆかない。やつばり變 
だなと考へてゐるうち、上級學校へ行くことになつ.てしまつた。 

• / 

父 と 子 

ハイル騷動のことからみると、小さいヒトラァはもう政治家の卵であつたといつ 
てもい、のだが、といつたところで、御本 A はそれに氣がついてはめないし、また 
さしせまつて小學校を出て上の學校へ行くとなると、お父さんのふところ工合のこ 
ともあるし、またその希望といふこともなかなか重大になつてくる。第一、十一や 
十二で、世の中のことが何も分らないのに、何がいちばん性にあつた將來かといふ 
ことが分つたも.のではない。' • r . 




國民學校を出る頃のアド, > は 
「僕は繪： a 好きだょ。」 

と云ふ外は何もなかつた。 

ある日*-お父さんは夕食のすんだ頃を見計つて 
「さあ、アドル2、お前はどこの學校へ行くかなあ。」 

と口にくわ 免たパィブを手にとつた。 

「僕、さうだなあ、中學へ行かうかな0」 

「中學か、ふん、中學へゆくとなると、高等學校まではいらなければならん。とこ 
ろが、高等學校を出たつて何も使ひものにならないから、大學へす ゞ まなくてはな 
らない。そこで、大學にはいる。はいつたのはい ゞ が、大學教育は頭でつかちの人 
間ばか^'つくつ七ゐて、實際の役に立つ人間をこしらへょうとしてゐない。まあ、 
中學は止めにする.んだなあ。'とお父さんはこ、で一休みしてパィブの煙をあげて、 

四三 




四四 

「をれに中學ではお前の好きな繪の時間がほんの少ししかないょ0 J . 

と云つた。さう言ふお父さんのアロィスは髮の毛はもちろん のこと、 自慢©銳さ 
へもすつかり白くなつた六十の爺さんになつてしまつた。息子といふょり孫といつ 
たはうがしつくりするやうなアドルフを早く I 人前にしなくてはならないから、そ 
れに少い恩給の こと も計算にいれなくてはならないから、大學敎育の惡.いところ ば 
かり目についたのである。しかし、それはともかく、最後の文句に、アドルフ少申 
はすつかりまいつた。 

r 繪の時間のない學校なんていやなこつた ■ ° 

かうい_ふわけで、アドルフはリンッの町の實科學校へ通ふこと乾なつたが、それ 
から大へんなことがもち上つた。 

お父さんは、毎日、壁にかけてある昔の寫眞をながめてゐ る。 それは ブラゥナゥ 
の町の税關を背景にして、五六 A 0- 同僚と並んで撮つたものであるが、ア W ィス无 





もまた彼らと同じやうに胸のところをボタン* > 二列にならんでゐる稅關吏の制服を 
きて、見事なひげで外のものょりすつと偉さうに見ぇる。寫眞の上には「ハブスブ 
ルグ王室萬歲」と書いてあるし、下の方には、人物の名まへ* >* それぞれ違つた字體 
で書きこんである。お父さんはそれ眺めながら 

(アド/ フも いつか こんな 寫眞を 撮ること だ 4うな•あ。しかももつとすばらしい服 
をきてだ。) 

とに こにこしてゐたのだ。だから、 ある 晚、夕食のすんだ あとで、アドルフにむ 
かひ 

「お前は官吏になるんだらう、大きくなつたら。官吏といふのは い、 もの だょ0」 

と言つた。 

「官吏になる？僕はいやだなあ、お父さん0,1 
「ど、どうして、い、いやなんだ. 0 

四五 


. 四六 
お父さんはすつかり周章て、パィブを床の上に落つことした。それを拾はうとも 
しなかつたから、お母さんが腰をかがめて食卓の下を探しまはつてゐる。 

「だ、だつて……」 . 

お父さんの見幕* >* あんまり恐しいので、ァドグフの心臟もどき一んどきんと打ちは 
じめた。 

「だつてとはなんだ。だつてとかあさつてとかは町のクリー -1 ング屋が言ふこと 
だ。役人の子なら役人の子，らしくはつきりと言つてごらん。いつたいどうして役人 
になるのがいやなのか L ° 

「か、官吏になると、毎日、同じ机に | 坐つて判こばか.^押してゐるからです. L _° 
「それから。」 ： 

「をれから、目上のひとには.ぺこぺこするくせに目下に向つては靴べラのやうにそ 
り返つてゐるからです。 




「生意氣な ことを 言 ふな。それか-ら。」 

「それから、理窟を言ふのは うまい けれど、 やること ゞ いつたらへま ばかり だから 
です。」 

いつの間に、これはォースト ジの 役人.の惡い癖だつたが、 それを 數 へられるやう 
になつたの.かしら。元税關吏のお父 さ ^は、しかし、 さう 息子から) M はれると、な 
ほの こと 肚を立てた。 

「屁 理窟をいふのがう まくて 何もしないのはお前の こと1; やない か。とお母さんか 
ら受け取つたパィブから煙突のやうな煙をあげは じめ る。「お前は まだ 子供で、 世間 
のことはちつと も 分つ てを りはせん。だから世間の 鹽も 少しは なめてき たこのお 父 
さんの言ふこと を 聞くの* >* 一番い.、ことなんだ。世間にはいろいろな職業が ある。 
この中で一番い、のが役人だ。 それを、 何も知らないくせに、いやだといふ。 阿呆 
唐變 木とはお前のことだ。お前は商人になりたいといふ0-か。商人つていふのは賓 

四七 





本がなくてはならん。その資本を小さいものから 大きく して ゆくの * >' 商人の出世と 
いふものであるが、それには夜眠つてゐるときだつて金のことを考へてゐなけ れば 
ならない。そんな 苦勞へ もつ- C きて、お客に向つてはぺこぺこ頭をさげる。しかし 
をれでどうかといふと、いつも 失敗 * >* つかまへょうとして待ち構へてゐて、うつか 
りそれに捕れば、それまでの苦 勞も目ばた きするうちに水の泡だ。それ' t ; やお 前は 
學者にならうとする。ところが、この學者といふのは年がら年中、机にかじ^'つい 
てゐなければならない。それで、 SH 病が慢性になつていつでも靑い顔をしてゐる。 
その上 世間‘ のことにうとくなるから、う，つかりすると政府に反對なんかしてゐる羽 
目に なつて、 手が 後ろへ廻ることになつてしまふ。 

ところが、 役人と くると、いつたん官につ けば、金の ために 夜 眠られないことも 
ないし、机のまへに屈んでゐるために肖病になることもない。政府から、ちやんと 
給料がもらへるところへもつ- C きて、またき まつた時期に その 給料が ふぇることに 



なつて ゐるが 、その上退職すれば恩給がついて何の心配もしなくてい ゞ 。ちょつと 
偉くな れば 、どこへ 行く にも馬車に乘つて、胸を張つてゆくのだから、 S 2 病などに 
なる 心配も いらないといつたわけだ。 それからはお前の働きひとつで、 局艮にもな 
れるし、 大臣にさへ なれる。そしたら、どぅだ。 國壬陛下にぢきぢきお目にか、つ 
て、何々は何々でございます、陛下、つて 一 W へるんだぞ。これで も、 お前は役人に 
なりたくない か , 0 

「± ゞ 、僕は役人なんかになりません0 」 . 

アド火フは十一歲の子供であつたけれど、どこか御飯のしんみたい なと ころが 出 
來てゐた。小學校の先生から、 r 强情」 と 書きつけられたの も それで、これはお父 さ 
んから親しくゆづられた天性である。どこまで行つても、だから 
「僕は役人なんかにはなりません。 」 

でまるで壁みたいであつた。ところで、お父さんの アロィス.ヒトラ ア氏 ょ、こ 





れまた息子と負ける とも 劣らぬ頑固もので、二十三年もか ゞ つて役人になつたくら 
ゐだから、ちつとや、そつと、息子が何か言つたからといつて閉口たれるやうな御 
老體ではない。 

ある日は、自分の身の上話から. 

「お父さんはこんな風に苦學しながら試驗を受け - C ゐたものだから、つい年月がか 
ゞ りすぎてし まつたんだよ。しかし、お前はお父さん よりかす つと工合よ く 勉強が 
出來るから、試驗なんかわけはないと思ふね。」 \ - 
と言ひ聞かした。またある日は、ビスマルクをはじめ、 アロィス 氏の知つて， Q る 
かぎりの 偉い政治家で、貧乏の家から出世した故人の名 まへ を借りて きて、 氣を引 
いてみた。たうとう、しまひには、さすがの ア P ィス氏 も 言葉が なくなつてしまつ 
て、單に 

「まだお前は役人になるといはないか . 0 







と言つ た。アドルフは、又か、といふ面持ちでだまつ たま ゞ 答 へょうとしない。 
そこで父と子はランプの赤い光の中に腰かけた ま、、 睨み合 ふこと になつ た。 m - の 
、もはた ゞ 心配ばかりするだけで、この場をどうかたづけた ものか 分らぬから、寢床 
にはいるが、 うとうとして は 服が さめる。寢卷のま、起き上つて行つてみ ると、夫 
は腰#の上に足を組んでタバコの煙をあげてゐるし、息子はくつ、 きさうな目を し 
てぢつと坐つ て ゐる光景である。 

-もうお休みになつたらど，，フですか。あなたは身體にさは りますょ。 それに アド 〆 
フだつて明日は學校があるんぢやありませんか。」 

「いや、かまはん、ほつとおけ U - 0 

さういつてあひもかはらす、父と子はランプの光を浴び -- C ゐた 。そして夜*>白々 
と 明けて くる ころには、 アロィス 氏もう i うとま どろんでゐ るし、アド》フも卓こ 
頭をつけて ぐうぐう 眠つてゐ るといふわけ だ。 いつしか、朝の早い近所の百姓のあ 








ヒトラァの お父さん ァ W イス•ヒトラア氏 







ひだに、このヒトラア家の夜わかしラゾブの話が傳つて、くつろぎ時間のい、笑ひ 
談しとさへなつてしまつた。 

しかし、#の父にとつても重大なことであるか、まして息子のアドルフにいたつ 
ては氣が氣ではない。小さい身 fg に大きな惱みといふところである。たつたひと^' 
ぼつちで、かつての腕白小僧はしよんぼ-^と森の中へはいつて行くが、小鳥のこ^ 
*>• うるさいと思つただけで何も決心がつかないうちに家に戾つた。かつてはとんだ 
りはねたりした牧場の草の上に永いこと寢ころんでみるが、牛のモク、モゥに考へ 
がかき亂されて、氣持はいつかうさつばりはしない。 

(をれにしても雲はきれいだなあ。よ.うし、繪に描いてやらう。) 

むつくり起き上つて、家から繪具筘をとつてきて描いてゐると、 

(まんざらでもないや。僕は繪描にならうかしら。さうだ、それにきめよう J 
こんな考へ *> 浮んで來たので、畫筆を捨て ゞ ぴよんと跳ねあがつた。 







ちやうど、小さいアド 〆 フがけなげにもそ.の決心をした頃に、れいの食卓を はさ 
んでの問答がはじまり 

「そんなに役人になりたくないといふなら、ょし、それでは何になりたいのだ L _° 
とお父さんが詰めょつたのである0 

「僕は爰かきになります L : 1 、 
お父さんは、コ I ヒー茶碗を手に持つたま、、しばらく何にもいはないでだまつ 
てゐる。そんな.恰好で油揚げのはいつた鍋を持つてゐたら、とんびにさ， bu れてし 
まふところだらう。つま b 呆然としてしまつたのだ0 
「晝家？裘かき？」- 

こんなことを眩きながら、息子の面持をみると、栗色の目がぢつとすわつ- C 目ば 
たきもしてゐない。 

「とんでもない。俺の服の黑 いうちは 袅か きなどにするもの か！」 










お父さんの ア D ィス氏が、どのくらゐ肚を立てたかは、食卓においた コーヒ 茶 婉 
がころがつて、中の液體が流れ出したのを見ても分つた。お母さんはおろおろして、 
をのかたづけにとりか、つたが、お母さんの役目も大へんで ある。アドルフは， g - 乍 
のぅちでも自信の ある 繪を ぐるぐる 丸めて握つてゐたが、その手は ぶるぶる 慄ぇて 
ゐた。•お父さんに見せょぅと思つてゐたのに、彼は 
「手に持つてゐるものを破つてしまへ 0 j 

とどなつた。 

「いやです。」 

と息子は答へた。しばらく、 繪を 破るか破らないの問答* >* あつたの ち -; . 袅か きに 
ならせぬ」と「忌 かきになる」 の押問答となつて ゆく。それでもけ りがつかないか 
ら、最後は白眼と白 IIM で睨み合つた。 

それからといふもの、 お父さんは アドルフを 見かけ. ると目をそらした。アド 〆 フ 





も父の I1M を見ないやうに伏せ眼になつて皿のものをばくついたが 
(これはひとつ、繪かきにしてくれないといふならもう學校へ行かない、と言つて 
やらう。 さう すりや、お父さんも閉口するにちがひない。男.の子は僕ひとりなんだ 
からな。) 

こんな策謀をめぐらしてにやりとした。さつそく、やさしいお a さんから說き落 
して、お父さんにわたりをつけてみると、案に相違して 

「子供のくせに親をばかにしてゐる。俺はそんな不心得な子をつくつた®ぇはな 
い。おまへが甘いからいけないんだ。」 

とお母さんまで叱られることになつた。 

ァロィス 蟻の子はやつぱり蟻であつた。そして、 ァロィス 蟻が頑固な甲蟲になれ 
ば、その子もやつばりそのとほりの甲蟲になる。きつと、ひょつとしたことで、右 
と左から角つきあふことになつたのだらうが、一度さういふことになると、さあ、 





それが事件から事件を產むやうになる。すつと、あとになつて、 大きくな つた ヒト 
ラアはお父さんの言つたことを一生けん命になつ - C 實行するやう■になつた：^、小さ 
いヒトラアはま•たま だお父さんの言ひつけをきかないで 

(斷じて繪かきにせんと言ふなら、僕も斷じて學校の勉強をしないでやらう。そし 
て、 ゼロ點ばかりならんだら、お父さんだつて困つてしまふだらう。音をあげさせ 
るのにはこれにかぎる J 
ととんでも ない考へを起して實行した。 

そのために、 繪に關 係の ある 學科が すつ とょくて、そうでない 學科が ひどく惡く 
なつた。しかし、地理と歴史は例外で、アド 〆 フが級で一番なので ある。 いつた 
い、これはどうしたわけからだらう。 






少年愛 ril 者 

その 頃、 ジンッの實科學 校に、 レォ.ホルド•ベッチと いつて歷史を受持つ- C ゐる 
先生があつた。(僕たちのお爺さん) とドイッ人の 生徒たちから大へん親しまれてゐ 
たが、猛烈な ドイッび いきであり、 その 氣持を傅へるのに、いろいろな歴史の事實 
をぅまく f 配した。 ォーストジで 虐められてゐる ドイッの 子供たちが、分けても、 
何でも ドイッと いふ アド， フが、これで歷史が好きにならなければ、ょほど、 どぅ 
かし - c ゐる。 .. 

ベッチ先生もドイッ人であつて、才—ストリでドイッ人がだんだん小さくな-つて 
行くのを最も悲しんだ人であつたから、自から、ドイ■ッ國民黨にはいつて、政治的 
にも活躍した。しかし何分にも年配であり、それに子供が好きなので、專ら、歷史 

五九 
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の ir ® をとほして 1 -ィッ 精神を 盛りあげようとする。そして 歷史 をよく 分らせる 
には、 どうしても 地理に 明るくさせねばならぬ。 

ベッチ先生は いかにもドィッ人、らしい大きくて重さうな身體を 床の上こ、 づしり 
づしりと ひ ゞ かせて敎室にはいつてくると、いつも、 ぼい と手にもつ たノ — 卜を机 
の上に おいた。 

「さあ、今日はどこからだつたつけ L _° 

「ブロ- y ャ•ォー スト リ戰爭 か， b です。先生 L : . . 
生徒たち は 異口同音に答へ る。ぺッチ 先生ときたら、 ノートなんかいつ だつ て 開 
けた ことは ない。面白い.話を たくさん 持つ て， Q る 老人が、子供たちからせが まれた 
つて、 あはて、 參考書な どひらいてみることがないやうに、 先生 もまた、歷史 をよ 
く 知つ て ゐて 、生徒たちから、 いつも 「もつ と、.もつと」とせがまれるていだ つた 
の/:*。 






「さう か。 さう か。」 

かた 

と血色のい ゞ 顔をにこにこさせて先生はくるりと後向きになつた。生徒たちが固 
i をのみなが S 見てゐるうちに、黑板の上を先生の美事な白髮がぁつちへ行つたり 
こつちへ來たりしながら、.忽ちのうちにョ I ロッパの地圖が出來上る。もつとも、 
ョーロッパの地圆といつても、一九〇〇年頃のものだ。ォーストリがちやうどしや 
M んでゐる男の恰好で、ドィッがその男の頭にふかくかぶさつてゐる冬の帽子みた 
いに見ぇる。そしてこの男はパルヵ，ン諸國にちょつと腰をかけ、ィタリの長靴をは 
いてゐるが、とてつもなく大きな荷物の«シアを背中に擔いでゐるし、また鼻先に 
は、フランスの五角形が岩のやうにつ、かぇてゐる。 

白髮の先生は黑板の上に「一九〇二年」と書いて、またくるりと、今度は生徒の 
方に向いた。 

「普燠戰爭はいつ起つたかなぁ。」 








「千八百六十六年です。」 

どうやら半分ぐらゐの生徒たちが聲を合せて答へる。 

「ぢや、 その 頃の ドイツは どうい ふ 聯邦に分れてゐたか、こ ゞ へ來て黑板に 描ける 
もの。」 

なかなかの難か.しい問題を先生は出したものだ。なせといつて、 その 頃の ドイッ 
聯邦の國々は數十もあつて、名前をあげるだけで さへ 容易なことではない のこ、そ 
の地圖も描いてごらんといふのだつたから。ところが一人勇し く 手をあげた少年* >* 
ゐる。栗色の髮の毛をふさふさと分け、栗色の瞳をぢつと注いだ …： といふともう 
分つたらう、 それこそァド. ル フ •ヒトラ ァだ 。もう 腕白、 らしいところ がなくなつて 
何 かしきりに 考へこんでゐるところが顔にあらはれてゐた。 

ァドダフは、ベッチ先生のちょつと驚いた表情には、少しも氣にかけすに、つか 
つかと黑板に走み寄つて、まづ、「ドイツ」といふ字を消した。それから、 その區子 




の中へたくさんの線を引いて網の目のやうにしてし まふ 〇一番大きい ところへ「ブ 
P イセン，.、その下にある二番目のに「バイエル ン」 、といつたやうに、はじめはさ 
つさと書いてゐたが、だんだん白墨がす、まなくなる。つひには、白墨をしつ かり 
と捏つて、黑板を睨んでゐる。 

「ははあ、降參したのかね。、いや、そんなに細いところまで書かなくてもい ゞ のだ 
よ。さあ、席にお着き。……うん、感心、感心 .：： 」とこれから、いよいよ、.ベッ 
チ老先生の授業がはじまつた T さて、普塊戰爭の話をするまへに、是非、总れては 
ならないことが三つある。その一つは、 ドイッ 聯邦の國々がこんなにた くさん あつ 
ても、皆でひとつに ならう とせす、中でも大きい ブロイセ ンがこれをやらうと思つ 
たが、才1ストジが邪魔をしてゐたといふこと。それから、そのブロイセンには、 
皆も知つてゐるとほり、大ビスマルタが宰相になつて、ドイッの統一を計畫したと 
いふこれが一つ。最後に、大ビスマルタが考へた 才—ス トリを聯邦の外へ追ひ出す 
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といふこょ、ロシアとフランス* >* 何と文句をいつ -c くるか分らない、これが一つ。」 
生徒たちが、先生の話につられて、うん、うんと頷いてゐる とき、先生は、 黑板 
の「一九〇二年」といふのを「一八六六年」と書き直しながら 
「そこでドイッの統一を邪魔をするォーストリを叩くにはどうしたらい、か？皆 
はきつと、もしそれで口- y アやフランスが何か言つてきたら、ついでにそれも a か 
してしまへばい ゞ と言ふにきまつてゐるだらう。ところ*>*、ロシアもフランスも 
冬れから今でこそ弱くなつてしまつた! b >* ォーストリも强國である。その强國に三力 
から攻めて來られたのでは、ちょつとプロイセンに勝味はない。そして、才—スト 
リと戰ひをはじめる と、 その口 ' y 尸、 フランスニ國 が、 またはどちらか S : ス 
トリの味方になる心配がたくさんある。さあ、困つた。どうしたらい、だらう。君 
たちならうろうろするだけなんだらう*>*、いやまだ小さくて何も分らない、だから、 
■ドイッの歷史を勉强し V 、そんなときにどうすればい、か、ちやんと肚を決め S 




くこと かかんじんで ある。 * 

さて、大ビ スマ ルタは時の陸軍大臣 ル—ン 、參謀緦長 モルトヶから、 ォーストジ 
には必す勝てるといふことを確め^。そこで、ロシアとフランスを中立さ -^- て眇け 
ば、あとは何の心配もないといふことになつたのだが、それがまた大へんである0 
しかし、ビスマルク宰相は、 いつたん 事を 決した以上、あくまでもやしとげょうと 
いつた男らしい 人 だからびくと もしない。考 へに 考へて 、ロシアを中立させるのに 
十二年 もか、つた。はじめは クリミア 戰爭で、ロシアと闘つたォー ストグがブ ロィ 
センに 援助を申しこんで 來たと き、 ふつうなら 當 然ォー スト：： S を 助けるところ だが 
ドィッ 統一といふ大事を控ヘ t ゐ るので、そのために中立を 守つた。 

きつと 氣の弱い 人 だつたら、 さつ そく 才—ストリ 0味方を して、 p ' y アを怒らせ 
をの結果、大事の成就を水の泡に してしまつたところだら うご 

こ、 で 生徒たちはわつはつはと笑つ たのに、ヒトラアはまじめな顔を して ゐた〇 




ベッチ先生は、笑ひ聲がしづまると、なほ續けて 
「それから、ロシア領。ホーランドの叛亂のとき、イギリス、フランス、それから才 
t ストリが.ホーランド人に同情した。ブロイセ V の中でもそれと同じ氣分を持つも 
の P ゐた*>'、やはり大事を成功させるには、どの事件でもそれに工合ょく行くやう 
に處理しなくてはならない、さういふわけで大ビスマ 〆 クは、ロシアと共同防 fIT を 
結んご。そこで、ブロイセンは、實際には何ら血を流さないで印# I ひとつの力に 
ょつてロシアの好感をもうけてしまつたのである L _° 

ベッチ老先生の授業はこんな工合にをもしろく、それで fr きと < いてゐた。そし 
V 、昔の二とを話しながら、現在の、これからどうしなければな—いかの覺悟を 
說明した。「アドルフちやん.と呼ばれてゐたときのドイッ魂は、「ヒトラア君」と呼 
f 1るやうになつて、この歷史の先生から、いは ゞ 、うまい牛乳をもらつて、どん 
どん大きくなつたといふわけだ。 




•ヘッチ先生の時間が終ると、 いま、でおとなしくしてゐた少年たち は 我 先きに運 
動場に向つ --C とび出した。 ところが、 ヒトラ ァ少年は、當番の生徒* >* 黑板拭きで も 
つて、さつ さと消してゆく 地圖を殘り惜し さう に 眺めて， Q た。それから、ふと、何 
を.思ひついたか机のふたをあけて、 I 冊の本を抱へ ると、 校庭の片隅に あつて、 あ 
ん まり生徒たちの駈け廻つ てゐな い揄の木のあたりに.向つて 行く 0 「どうしたんだら 
う、ヒトラ ァ君は。近頃 どうかしてゐるねぇ 
「うん0.」 

「僕たちとあんまり遊ばないで、 ひとり ぼつち でゐるぢやない弘〇」 
r うん。 さう だ。何をしに行くのか、ひとつ見と どけてやらない か0 」 

あとから、同級生の二三人がついてくるとも知らないで、 ヒトラァ少 年は. It の卞 
のところへ着くと、幹にょりか、つて、持つてゐた本を開いた。足音を立てないや 
うにして、悪戯小僧たちは木影にはいり、 






「ゎぁつ！」 

といつて、ヒトラア少年を取り卷いた 

「おち何だ。おい、ョ i ッパの地圖だせ。 僕—畫だと思つ てゐたんだが。」 
一人がかう云？笑ひ出す と、 恐い 顔を してヒ "ラ ァ少年に睨まれた。彼は 突然 
大きな聲を出して 

「さうだ。僕は地—見てゐるんだ。ド-^の—てゐるんだょ。ドィッの國 
11面か4贏々、？して、ドィ S 國をひろげょうとしてゐるの 
ぢやないか。」 , _ 

陽氣な生徒たちも、さう言はれては、今更、 自分たちの肩身のせまいことを思ひ 
出してひつそ b してしまつた。 

と笑つた少年は彼の手 S つた。それ洁してのやうに柔いが、ぐつと力をこ 







め -C 植^' 返してきた" 

學校が終って、家路を迎る五六人の組 
が一人へ り、 二人ゐな くな つて、 たぅと 
ぅヒ トラ ァ少年ひとりになると、 彼は恐 
い顔をしてゐるお父さんのことを思ひ出 
して、心は鉛を呑ん.だやぅに重くなつ 

NJO 

日本びいき 

ところが、そのお父さん*>それから間 
もなくばつくりと逝つてしまつた。レオ 
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ンディング村の小さい n — ヒー店に、いつもの通り、 アロィス 氏：^ゆつたりと腰を 
おろして、 n — ヒー を吞みながら、新聞をひろげて ゐたときである。どう 思つた 
か、兩手で持つて ゐる 新聞を、片手で搁みはじめて、それから、何か悲しい記事に 
であつて泣きたくなつたやうに卓.の上に顔を伏せた。 

「旦那、どうなさいました。お芝居のつもりですか ゾ . いや.これはへんだ0」 

コーヒー 店の主入乜た v 事でないと氣が つくと、 すつ かりあわて、しまつて 

「大變だ。大變だ。」 

と店先で大聲を立てる。それで、近所の人々が集つてき- C がやがや騷しくなつた 
が、そのうち醫者がやつて來て 

「これは卒中です。十分安靜にして下さい。ではまた來ます。」 

と言つたので、村人たちはひつ そりと 聲を落しながら さ、 やいた。 

「中氣にならつしやつたとょ。だが、一番中氣はなほるつていふから大して心配は 







いらねえこつさ Ur 

しかし、アロィス氏はひと晚、氣持ょ ささうに 鼾をかいて眠つたあげく、永の眠 
b にはいつてしまつた私である。 

アドルフはお母さんと一緒にわつとばかりに泣いた。 . mi が乾いてゆくと、あげて 
ゐた M の糸が切れて、 M が大空のはうへどんどんすひ込まれて g くのを手をたらし 
たま、、眺めるといつた氣持だつた。呆然自若とはこのことである。なに、强情を 
はるのにい ゞ 相手?!; >* ゐなくなつたから/;*らうつて？そんなこと^-あるかもしれな 
い力しかしあつたといつても、それは小指ぐらゐに小さいこと/:'。もつと大き 
いことは、アドルフが一人前にならないうちにお父さんが死んでしまつたので、手 
相みみたいな言ひ方をすると、アドダフ•ヒトラアの手相が、自分では氣のつかな 
いうちに大變化したといふことである。 

(アドルフには樂をさせて やらう。) 

七！ 
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かう考へてゐた頑固なお父さんが、一幅の寫眞となつて壁のはうから、 まじま じ 
と見まもつてゐる。 

「アドルフよ、役人になれ , 0 ; 

お父さんのこんなきびしい口調に代つて、優しいお®さんが戶棚の中から、 チョ 
コレ I 卜を出したり、コーヒーをいれてくれたりしながら 

「ねぇ、アドルフ、お父さん *>* もうおいでにならないのですから*あなた もよ つぼ 

どしつかりし なくて はいけません よ。 お父さんには駄々を こねること も出來ますが 

世間に出るとけつ L てそんなことは許されないの。世間にはいろいろ、規則があつ 

て、みんなそれを守つて行かなくてはなりません。それでないと、アド/^ フ みたい 

に我儘な人ばかりになつて、いつも喧嘩になつて治まらなくなるでせう。 - 

1 

n — ヒー をのみながら、 ヒ トラ ア少年は一本 まゐ つたといふ風に苦笑ひした。し 
かし、お母さんは別にやさしい口調を改めることもなく 


「偉い人も、その規則を守つて偉くなつたのですよ。お 父 ■$ んだつて、ちやん と 試 
驗を受けて役人になつたでせう。あなたは繪描きになるつ七言つて ゐる けれど、 そ 
れは目に見免ない、とつてもむづかしい試驗が あると いふ ことを 知つて ゐ各 の L _° 
「？…….」 

何だらうといつたアド 〆 フの而持に-お母さんは答へない。そして、^^になる 
のが、一番‘ら4な試驗で、それが.また一番偉くなれる方法だと言つて聞かせた。 
「柔 よく剛を瓶 す， i いふ 格言 もあるくらゐだから、お母さんの®し i : 目葉こよ、虽 
情息子 も 大分 軟化してくる。役人になるために、今の實科學校をやめて、中學校へ 
移らうかといふ話が•亡き アロィス 氏の寫眞が(息子はどうなるかな)と心配して 
ゐるところで母と子のあひだに交されるやうになつ■た。 

「僕は中學校に移るのは、しかし、繪の時間が 少いからいやだなあ0 J 
そんな R にきまつて、アドルフが 言 ひ出して ゐるうちに、 とんでもない方面か 
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ら、この話を解決してしまふ事件が起つた。 

ある日アドルフがいきなり高い熟を出して、ごろつと橫になつ たま/, 起き上れな 
くなつてしまつた。お母さん* >* びつく，0して、醫者を呼んでくると、診察をすまし 
たあとで、小首をかしげな* >• ら 
「風邪かな、肺炎かな。」 

など/'言ひ、さらに 
「とにかくまた明日伺ひませう。」 

と處方を書ぃて歸つてぃつた。高熟は二三日で引ぃてしまつた!&>'、,熟*>*つ<い 
て. Q る。十日もたつて、醫者は 
「これは立派な肋膜炎です。」 

とうれしさうに診斷した。なせつて、ドクトル先生にとつて患者の病名* >* はつき 
りするほど喜ばしいことはないのだから。そして、心配 さう にアドルフの顏を見詰 



めてゐるお母さんに 

「御心配な さることはありません。まづ、安 靜- それから榮養、それに氣樂にし 
ゐれば すぐなほりますよ。」 

'「 學 校のはうはどういたしませうか。」 • 

•「さあ、一年も休學なさつたらよろしいでせう0」 

お母さんは T すぐ」と聞いて安心をし、「一年」と聞いてびつく^,した。 

「さういたしますと、この 子は將來試驗の 勉强など出來るやうにな，^ませう か。」 
「まあ、むづかしい勉强 はおよし.になつたらい/一でせう。この有氣は一事に熱中す 
4のがいけませんからねえ。微熟の ある あ ひだは 安靜 にさせておく。 熱が とれたら 
-起きたり 寢 たりさせる。日向には なるべく 出ないやうにして*運動はもちろんやつ 
てはいけ ません。 ときどき私のところまで連れてきて下さい。また何 かあ^, ました 
4、では 失禮。 」 ， 


て 
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お母さんはこれでアド火7を役人^1-.ることはすつかりあきらめた。壁にゐる寫 
眞のお父さんだつたら'■あるひは、こんな事ぐらゐでは變節しなかつたかもしれな 
、。がお*さんにとつて、今では息子ひとりが賴りなのだから、心配でたまらない 
のである。 

ところで、 アド 火7のはうはどうだらう。病氣は思つたとほりだんだんとょくな 
つてく る。それに、お母さんから、美術學校へあがつてもい、といふお許しが出 
る。思ひがいちいち叶つてみると*さて負けん氣の少年は退屈で困つてくるもので 
ある。 

あんまり戶外へ出ることが出來ないから、家©中 SI いて f 。 それも醫者 
から申し渡されたとほり、(あんまり熱中してはいけない)のであるヒトラア少年 
‘かこんな工合に、ォーストリの片田舍で、退屈の日を嘆いてゐるところへ'、はるば 
るとアジアの東から、日露開戰のニユースがとびこんできた。 




「日露いょいょ開戰か。ぅ—む。」 . 

など、大人みたいに力んだ。 そして-それから-日 露戰爭 のこと にす つかり夢中 
になつてしまひ、お父さんのやぅに食卓の上に新聞を ひろげて 
「日本がまた勝つた、勝つた。 

とひと り 言を言ひながら n — ヒーの 冷める のさへ 忘れるといつたていで ある。 
その 頃、 ョーロッパの 大國 、つまり ドィッ やフランスはロシアをす ゐ分强 い國だ 
と考へてゐた 。ドィッは P . シアを敵と見てゐたがそれを恐れてのことか、 ロシア 
の大將などがやつて來 ると 軍隊が出迎へて大へんな歡迎をする。 フランスは ロシア 
の味方だつたものだから これは なほ さらの こと ロシアの 艦隊が フランス.の 港に 
はいつてくると、司令官の名 まへ を取つ - C 町の名を變へるな ど、いふこともあつ 

た。 . 

だから..アド火フの近所の人たちだつて、日本の陸軍が九連城を占領し、 また- 

七七 



途東半島を得利寺、大石橋、遼陽と攻め込んでも、それから、海軍が仁川沖の海戰 

黄海海戰でさんざんロシアの艦隊をやつ、けても* ロシア軍が奉天で破れ、パルチ 

ック艦隊が全减するまでは、日本が勝つとは少しも考へてはゐなかつたにちがひな 

r 〇 ^ 
t 

それに、ロシア軍ときたら、いくら敗けても洒々として「これは豫定の行動であ 
る」と早速發表した。ところ*>、その頃の日本軍はまだ、宣傳の術とぃふものを知 
らないでゐたものだから、ほんとぅは勝つ - t : ゐながら、世界の國に勝つてゐると思 
はせることが出來ない。 

アドルフのお母さんもさぅ思 ( i ない一人で 
「あなたが、日本は勝つた、勝つたと言つてよろこ•んでゐるけれど、それは糠よろ 
こびといふものよ。」 

と水をさす。 














「ちがひますよ。お母さんなんて何も知らないのだなあ。」 とそろそろ 生意氣になつ 
てきた ヒ トラア 少年はこんな風な得意の口調で 「 ロ シア 軍は いくら 强い 、それに 兵 
隊の數がいくら多いといつたつて、 よく 新 M を讀んでごらんなさい。ロシア軍の總 
司令官 アレ キセフといふひとは海某の軍人の くせに 奉天に ゐて 指揮して ゐるのです 
よ。それはまあい、として、をかしいことにはクロパトキンが軍司令官といつて ア 
レキ セフと 同じ 位に ゐる 。これぢやどちらがほんものだか 分りません よ:_ 

「さうなの、まあおどろいた。」 

「さうですとも、おまけにアレキセフ將軍と來たら 馬が 恐くて閱兵するのに步いて 
やつた といふくら ゐの弱虫です。一番偉い大將がそんな風な ところへもつて來て、 
上の將校連が喧嘩ばか5 してゐる 。そんな ことでは*いくら 兵隊が 多くたつて^て 
ない と僕は思 ふなし 
一さうねえ。でもほんとうかしら0.1 



AO 

― I まだお母さんたらあんなことを言つてらあ。それにねえ、お母さん、僕たち才 I 
スト リのドイツ人はロシアが負けた方がい、んですょ。なせだか知つてゐる？そ 
れょ ロシアが負ければ •ォースト.リ ©- スラゲも 今のやうに威張ることは出來ないで 
はないの。だから、 僕ね斷然日本び いき •た。- 1 
「さう。 成程 さうね。でも あなたはいつそんなに分るやうに偉くなつたの。」 

「これも、 みんなべ ツチ 先生のおかげですょ。」 

小さい ヒ トラ アの望んだとほり、日本はロシアをたうとう負かしてしまつた。 
そして昭和十一年、といふとそれから三十年ほどたつた年に、日本とドイツ,©あ 
a だに 日獨 防共協定といふのが結ばれた とき、 そのときの少年、今のヒトラア總統 
は、わが駐獨大使の武者小路さんの手を握つて 
「人間の一生の中で嬉しいといふ日は度々あるものではないが、今日はその稀な一 
日です。日本と ドイツの こんな握手は*自分が子供のときから抱いてゐた三十年來 










の夢を實現したといふものです。日露戰爭のとき、私は十五の少年でしたが、日本 
海でパルチック艦隊が Jli 鄕提督の艦隊に擊沈されたといふ報道を聞くと、私の目か 
ら淚が出ましたょ。これで、將來、 W : 界の中心と なる のは日本と ドイツに ちが ひな 
いと思ひましたからね。」 

と 昔の ことを 思 ひ出しながら、力強く語つたといふことである。現在、日本と b * 
イツは、さらにイタリとも握手して、三國同盟をつくり、イギジスやアメリヵを向 
ふに廻して 大戰爭を やつて ゐ る。 三十年まへの 日本とヒトラア 少年の敵が、 强"いと 
いはれたロシアであつて、 今の 日本とヒ トラ ア總統 の敵が、 强いと 言 はれてゐるイ 
ギリス、アカリヵであるのは何となくおもしろいではないか0 

ドィツ國民黨 



病氣がよくなると、アド 〆 フの家はリゾッの町へ引越して、アドダフはいよいよ 
をこの美術學校へはいることになつた。十八になつたら、ゥイ！ンの國立美術學校 
に受驗が出來るから、それまでみつちり腕を磨いておかぅといつたわけでぁる 
|僕だつて、いつまでもお母さんの世話になつてはゐませんよ。クイーンの學校へ 
行けで授業^-はいらないし、それに學資だつて足してくれますからね。」 

とお母さんに言つてゐたものだ。 

、つたい、リンッといふ町はォーストリでも三番目に大きい都會でぁつた。 ff か 
1る町なので、美しの¥•トナクといふもの、黃ばんだ濁水を流してゐるダ J 
1ブ河が昔か」流れてゐるし、また、中世以來、かはらぬマリャ寺院の鐘が鳴りひ 
vr いてゐる。ところが、をこへパ！からゥイ-ンに向つて走る汽車が通りすぎ 
る。ドイッの、ノンブ，ダからやつてきて、イタリイのトリエスト去でゆく汽車が止 
る。それから 、. i T ブ河汽船の發着地.でぁる。だから、地理の敎科書で使？ 








ゐる 文句を 借りる と、 リンツは 「交通の要衔」にあたつてゐて、また、農具とか夕 ■ 
•ハコの 「集散地」 であるわけ だ。 

そこで、 リンツの 町で巾を利かし ' t ; ゐるの*>坊さんと^人と商人であつ^といふ 
.ことが分るだらう。アドルフ*>實科學校へ通つ ' 1;ゐた頃、同級生はそのうちどれか 
にならうと思つて、點取虫のやうにごそごそし- C ゐた。それを見ると彼はいつも氣 
がくさくさしてくる。 そんなとき リンツの才べラ 劇場にとびこんで、てつぺんの席 
から、 クィリヤム •テ 〆 とか ロー エングリンとかいふヮグネダの歌劇を見物して大 
へん喑々とした。 

「あ ゞ 、勇しいなあ。僕も昔に生れたら、馬に乘つてあんな華々しい戰爭にでかけ 
るんだが。」 

いつたん、暮しが落着いて、自分の好きな繪を描いてゐると、またもやこんな考 
へが頭をあげてくる。そこで、ときどき、お母さんのまへでも E はす 



八四 

「何か勇しいことがないかなあ。」 

と言ひ出して 

「いきなり何を言ひ出すの。おかしい子 0 V - 
と輕くあしらはれる。ランプがしづかに灯つてゐる夕べの食卓で、母と子の顔が 
明るく照されてゐるころである。 

そのぅち アドダフが そんなことを口外しなくなつ たので、 お母さんは別に氣に 
とめなかつたが、そのかは &、なんとなく、こつそりと表へ出て一 TT つて、 一時間*^ 
二 時間 かたつてこそこそと戾つてくること* >* ある。 

「？……」 • 
お母さんはいつぱいその疑問符を書きつけたやぅな®をして 
「どこへ行つてゐたの0 」 

「いえ、別に. ム11ャ、ムー|ャ 。 I 





「悪いことをしてゐるの.ではないでせう ね。」 

「ぇ、、斷じて…：」 

「ぢや、はつきりと言つたらい ゞ ぢやないの。.男の子なら、男の子らしく0」 

ヒ トラ ア少 年は、かう言はれても、もしほんた うとうの ことを言つたなら、きつ 
とお母さんは心配す る！2 ち !&>* ひないと考へるとどうしても言へない。何かかにか口 
實を見つけて、 うまく 逃れょうとした。しかし■その都度、 

「嘘をついてもだめ。あたしは ち やんと知つてゐるのだから。」 

とお母さんにやられ - C しまふ。永年の經驗で、お母さんは子供のい、裁判官にな 
つてしまつたので ある 。「ちやん と 知つてゐるのだ」つたら*聞かなくてもい ゞ のに 
をれが、それ手といふものだ。つひに、アドルフは包み切れすに白狀に及んだが" 
氣づかつたとほり、お母さんは 
「あつ。」 






と顏が靑ざめるくらゐびつく.^した樣子である。 

アト 〆 フの自白したところに よると _.お母さん もよ く 知つ てゐる 實科學 校のベッ_ 
チ先生かドイッ國民黨といふのにはいつてを られる。ある 日、 コ—ヒ f 店に よいつ 
.てみ ると-をの ドイッ國民黨の機關紙がおいて あるので、 ベッチ先生な つかしさい 
ら それ 拿に取つてみた。ところが、それには&分の考 へてゐるのと 同じに、 才— 
ストリ政府がドイッと同盟を結んでゐながら、ドイッ A を M 迫す るとはけしからん 
と叫んで ゐる 。事々にもつともで ある。それで、それ か I 紙を？ ために、コ— 
ヒ-店に出は V して.,* ると* いつといふこともなく、 演說會 へ行つ て、 元氣 なと- 
ころを聞いてみたくなつた。それに客の中で 
「とにかくあぶなつかしい演說會だよ 0 J 

と言？ ゐる 人があつたので、尙更、行？見た くなる。そしてた— っ出掛け 
たところが、なるほど、あぶない。演臺 i しやべ つて ゐるかたはらによ、 瞥 





官がサ ー ベルを突いて腰かけてゐる。ちょつとでも辯士がォ ー .ストリ政府の痛いと 
ころを突かうものなら、すぐ、一中止」とやられる。 

しかし、あぶないからといつて、ドィッ人が引退つてしまつたら、いつたいこれ 
からどうな る だらう。 さう 思つて、 なるべく 都合をつけてドィッ國民黨の演說會に 
行くことにした -.- 0 こ ゞ で、ぺ こんと頭を下げて 
「お母さんにだまつてゐたのは.惡かつたけれど、僕はけつして惡いことしてゐたゎ 
けではあ^'ません0」 

お母さんは、 アド 〆 7 の手をしつかりと握つて、ぢつとその目を見詰めながら 
「アドルフ、あなたは繪の方はどうしたの。まだそれも一人前にならないうちに* 
そんな演說會に出かけて、決して惡くないなど、言へると思ひますか。ねぇ、二度 
ともうそこへ行かないとお母さんに誓つて下さい0」 

といまにも泪を浮べさうな樣子。. 



(あ ゞ 、惡かつた。お母さんに こんな 心配を かけて！) 

アドルフもまた心のうちで後悔しながら 

「ぇ ゞ 、僕はもう！ b つして行きません 。 I 

と 誓ふ。壁に ある 寫眞のお父さんは、やがて-母と子が泪をぽろぽろと流す と ， W 
ろを"しづかに 眺めることになる。 

ところが、 外の こと ゞ 違つて、 それはドィッが才 1 ス トリで 勝つ か夤づるかとい 
ふ 問題 だから、 お母さんの言 ふのは 一々もつ ともだと 思 ひながらも 、 Ja u ひとりで 
に演說會へ步 いてし まふ。家に ゐる とき、壁に向つて步 くと (行つ てはいかん、ア 
ド火フ) と 誰か ゞ 叱るが、それからくるりと 後ろを むいて 窓の方へ 步 くと (行けア 
ドルフ) とまた 誰か V 言 ふ。その 結果、お母さんが 臺所で 何 かしてゐるときを虢つ 
てこつそり外へ出かけて しまふの だが、たうとう、、 ある 日、 ひどい 目にあつた。 

その日の會場には 








「二枚舌のォーストリ」 

と書いた看板が立て、あつて、ヒトラァ少年、といつてももうぢき靑年になると 
ころの年頃だが、彼も、五六十人の聽衆のひとりになると、會場の空氣がびいんと 
張り切つてゐるではないか。 

(こいつはけんのんだぞ J 

j 

と考へてゐるうち、辯士が•ひとり立つてしやべり出した。その次に立つた男はド 
イツ人としては小造りで、黑い背廣を着て ゐて 、ちょつと坊さん臭いところがある 
が、テ—ブルをどんと叩いて* 口を切うはじめる と、 熊©やうに底力のある聲だ。 
「いつたい才 I ストリは誰のものなのであるか。ドイツ人が劍0力で得て、そこに 
もはや何百年も土を耕してゐるのである。それに何ぞや、現在のォーストリ政府必、 
雨戶をあ W て、泥棒どもの手引きをしてゐるがごとく、スラゲ人をドイツ人の土地 
に 入れてゐる。云々」 

八九 







九 0 ' 

こんな調子で、才 I ストリ政府を猛烈にやつ、けるのだから、臨席の警官* >• だま 
つて聞いてゐるはすはない。突然、立ち上つて 

「演說中止！」 . 

とどなる。すると、熊の辯士があつさりとやめ - C 渴いた喉をしめさうとして、や 
をらコッブを手にとつたのを、何を威ちがひしたか二三人の瞥官が演壇にかけのぼ 
る。さうなると*會場の中はわいわい叫ぶこ袅と、聽衆が出口に押しかけるあは - C 
た動きとで、まあ、上を下への 1$ ぎである。 ヒト ラァ少年 も その波に揉まれて、い. 
つしか外へ押し出された*>•、 

「はい、またひと^'。」 

と言つたやうな顔をした警官の手で、檢朿の網の中へいれられた。それから、一 
列となつて近くの署まで連れて行かれる。 

f さあ、どうなることだら う。今度の相手は小學校の先生とはちがふんだからな 


あ。お前の住所はどこか、名前はなんていふ、それからちよつ•ひりお叱言を頂戴し 
て 許されるかな。それとも、政治犯、 う あ、かうなると助からないぞ。いまいまし 
いなあ。全體‘ォーストリのドィッ人がだらしがないから、僕までこんな汚各を翁 
せられる ことにな. るんだ。だが、僕がもし さうな ると、 さう だお母さんが、あ、、 
お母さんがどんなに心配な，さるだらう。うまく逃げられないかしら〇) 

こんなことを考へながら、下をむいた目をきよろきよろさせてゐると、廣吿塔の 
をばに通りか/一つた。用の ある 人もない人ものん きさう に廣吿の圖を眺めてゐる。 
(よし！) 

と言ふ間もなく、アドダフは、ちや うど 傍らの警官かよそ見をして * るのを幸に 
して、のんきな見物の仲間入りをした。それから、なんだつまらないといつた恰好 
で、すたすたと人だかりから離れると、ちよつと後ろをむき、さあ、それから家ま 
で一散に走り出す。 




(玫冶演說なんて大人が聞くものなのだよ。アド，フ。お前はこれから繪に專、心し 
* . / 

なくてはいかん。それにしても田舍ぢや、い、繪が見られないし、つまらない。早 
く 僕もゥィーンに行きたいな あ) 

その 夜、寢床の 中で、 アドルフはそんな ことを 考へ た。 

若い 鷲 

かれこれするぅ ちに ヒ トラア少年は十八になるい。いよいよクィーンの 美術 學校 
へ 試驗を 受けにゆくときがやつて來た。ある 春の 朝' ぽかぽかとする B を 浴びなか 
ら .彼はリンツの驛に向つて ゐる 。手に 持つた 鞄を ふつて、口笛もふかんばかりの 
元氣 である。 それも そのはす、袍の 中には上出來の繪がぎつしりと詰めこまれてゐ 
る。「僕は學校で一番 の繪 描きです。をんならお見せと言ぷのなら、鉋を あけて、 





これ御覽下さい。この通りです。ふんと感心して、試驗官はお前はなかなか見所が 
あるとくる。試驗のパスなんてわけはない, 5 

こんなに自信まんまんとして、 ヒ トラア少年はた Sr ひとり クイ ーン行の汽車に乘 
りこんだ。それは三時間と三十分で目的地に着いてしまふのだ*>*、標|ザ板にはかう 
書いてある。 

(パリ I —ブダペスト . ブカレスト . イスタンブ—ル) 

だから、乘つてゐる人たちもそれぞれ風體がちがふやうに國もさまざまである 
しかし、ヒ トラ アにとつ ' t ; そんなことは、今のところどうで もい、 。ガラス窓をゆ 
るやかに通^'すぎて 行く ォースト リの 山々を眺めながら、これからお目にか ゞ る 
小さいハリー „ のことを思ひ出してゐるのだ。いつかお母さんに連れられて見物し 
た クイ— V はまるでお伽噺に出 -- C くる 町のやうにすばらしく壯麗だつた。 

靑い空のなかに、まるで雲のやうに浮んでゐる白い圓屋根があつた。その下に立 





つと、 あまり 高いので目が眩みさうなとがつた塔が、色と b どりに塗つた M 根の上 
にそび t てゐるお寺があつた。太い柱をいくつも並べてゐる玄關を持つた大きな建 
物があつた。繪を見に行つたつもりなのに、その帝室博物館の建築に見とれてなが 
いこと その まへ に ff . んでゐたことも思ひ出した。 

(さう だ、お伽の國を建てるのも惡くないなあ*) 

ヒトラァ少年が吾を忘れて、天上の夢をみてゐるあひだも、汽車はごとごとと忠 
實な音を立て、走0 V ゐる〇これ! &>* 夢想をしてゐるときのい ゞ 伴奏だ。おまけに先 
刻から-フランス語らしい滑らかな話聲が彼の耳にはいつてきて、それがちつとも 
意味の分らないところから、クィーンの並木道を步いてゐたときのヮ火ッのやうに 
ひどく氣持ょく聞ぇてゐる。 

話手といふのは瘦せて眼鋳をかけた靑年でなかなか手振 やら、滑 振り やら、 それ 
弘ら胃まで 使つ て 話をする。それを聞いてゐる男は中年の商人らしい男で、いちい 






ち感心したり、畏れいつたりしてゐる。では、どんな話^ i してゐたかといふと 
「へえ、 さう ですかねえ•私は商賣に追はれてゐるもんですから、世界のごとはよ 
く分らなかつたが、 m — p ッバが戰爭になるつてい ふと-さ 1だ、これはうかうか 
してゐられない0 」 

「あつはつは、まあ、それは■いつのことになるか分りませんよ。」 

「では、伺ひますが、どうして戰爭になるといふわけでせう0」 

「ロシァ* >• 日本に負けたからですよ L ° 

「へえ0 」■、 . • ■ 

「一昨年、 つまり 一九〇五年にですね。今まで百年不敗と威張つて ゐ るロシ ャが、 
それではじめ - C 弱いといふこ.とが分つたびすると、 ドィッ、 ォ ースト リ、. ィタ リの 
三國同 M と、13シァ、フランスの二國同盟と釣合つてゐたの* >• 、二國側がびんとも 
ちあがつたでせう。そのまへフランスは、モロッコを我輩が もら ふが、その^りエ 




九六 

ジブ トを 貴殿に差上げる といふこと で英佛協約といふのを結んでゐ ます。 その 協約 
の効力力しかし、どんなものであるか分らない。 そこでドイッは 口.シアが良けた 
ので このときと ばかり、 モロ ， n の門戶 開放と いふ ことを 叫んだ のです。あなたも 
ロシア 軍が奉天で負けたあとで、 すぐウイルへ火ムニ ft がモロッコの タン•チーレに 
おいでになつたことは新聞で見.たでせぅ, 0 - . 

「え、、 まあ、 讀んだ ことにしておいて下さい。そして〇- 

I そのとき力門戶開放の宣言なん C す。そんなことをされて は、フランス文/; • ま， つ 
てゐられないでせぅ。と二ろが> い くら 外務大臣のデルカッセといふ男が鼻柱が强 
く-^つて、それの後楣となる軍備が十分でないんだから文句が言へない。結局、フ 
ランスは外務， X 臣をやめさし、ドイッの言ふ通り列國會 _を ひらくといふ 意見に從 
つたこれ* >* アルセシラス t 議といふのでしてね、アメリカから6-ざわざセォドノ • 
少—ズゲ H ルト大統領なんかもやつて來たんです。ところ* >• これがドイッの 簸 蛇と 



なつて’ヨーロッパで獨身者となつたのはドイッばかりといふことになつヤ- 
その上、 日本が a シア K 勝つ て 東亞の主 者になると、どうです。イギリスは泡食 
つてロシアと仲ょくならうとしてゐるぢやありませんか。 さうやつて、日本を^ 
して おいて同時に ドイツ * >• トルコの方へ出て くる ® ■ を防がうとしてゐるのです0 
これでは ドイッは 袋,©、鼠で せう。才 I ストリは昔日の威力* >* ないし、いつたい あ 
なたたつたらどうします。イギリスが拳固をふりあげてあなたの頭を叩かうとした 
ら ？.XI 

「へぇ。」 

と聞手は驚いた風に目を丸くした。 

そんなことをしやべつてゐるとはちつとも知らないものだから、相も變らすアド 
火フ.はうつとりとしてゐる。やがて、汽車がクイーンにとまつたの 1 ;- >網棚から鲍 
を下して 元氣 ょく 町に あら はれた。 




(やあ、クィーンの人つていふのは綺麗な服を着てゐるなあ•しかし、何だつてあ 
、早足なのだらう。まるで蚯けるやうだ W 

ノ 

さう いひながら、アドルフも目指す學校に向つて、せつせと步いた。その校門に 
池り着いてしばらくすると鐘が鳴る。いょいょ試驗だ。だ*>*、自信があるのだから 
少しも胸騷ぎなどしない。 

「さす* > -ti 美術學生だ。」 

机に着くと、その上に、どの生徒が描いたのかしらない*>*、女の顔がべンでもつ 
てなかなかうまく描いてある。 

「僕もまもなくこ ゞ の生徒です。君の後輩になるわけですね。」 

答案が出來あがるごとに、ヒトラアの自信はますます强くなつてゆく。だから-、 

,試驗が終つて、まつすぐ家に戾つたときだつて、びんと鼻を甚くして 

「お母さん、僕には繪の神樣がつい- C ゐますからねぇ。絕對安心ですょ。」 



と報告したものだ。 

ところが 、さ. て、首を長く^ i て待つてゐた學校からの.:ヵキは、いくら讀みかへ 
しても、 • 

「不合格」 、 ' . 

としか讀めないのである。家の中もそれから窓の外にひろがる景色もみんな春の 
日の明るさに輝いてゐるといふのに、まるでそれ?!; >• 日独にでも出遇つたやぅに、い 
きな b 眞暗になつた感じ W した。その中にあつて、た v 見ぇるのはお母さんの蒼白 
い顔がぼぅつと浮んでゐる影である。お母さんをあんまり喜ばせた手前、それから 
自分にもあんまり威張つてゐたのだから 

「こんなことつてあるものか。何かの間違ひだと思ひますから、僕はこれからゥィ 
1.ンに行つ - C きます L _° 

と言つて外にとび出すと、後ろから 
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「アド 〆 フ、アド氷フ。」 

とお母さんの聲だ。振り返つた拍子に、お毋さんが勵ますやぅな顔つきで立つて 
ゐて、手には彼の帽子を持つてゐる。あわて ゞ 帽子をかぶつて くるのを 忘れて しま 
つたのだ。 

ゥィーンの學校の門をく C つて、受付から校長先生の部屋に廻つた。扉を ことこ 
と叩くと . 
「おはいり。」 

と聲 *>* したので、そこでアドルフは生れてはじめて美術學校の校長先生にお目に 
か ゞ ることになつた。白髮交りの髮を長くして、その瞳は何か.をぢいつと見つめて 
ゐるやぅで、また物腰はしづかであるのに氣がついた。校長先生の方では 
(この子の目は何かに燃ぇてゐるやぅだ*>*、それはしかし、落ち着いて繪を描くに 
はちと激しすぎる目だて J 





など ゞ 思ひながら 
「御用は何だね。」 

とやさしく質間した。 

「僕はどういふわけで落第したか說明していた ゞ きたい.のです。」 

「ほう、又れはお氣の毒だつ亿。名前は？ あ、、さう〕 ■ 

先生は後ろの大きな戶棚をあけて、 ァドルフの 繪を一束取 b 出した。そして、 ァ 
ドルフの驚いたことには、一枚々々、先生： a 繪の缺點を指さして說明するのが全く 
もつともなことである。 

「この山の繪だつて、さうだね。この空と、遠い山と近い山の構圖はうまく出來て 
- ゐるが、君の使つた色をょく見て一:」らん。ありふれた色で、それにどういふ光の運 
勧を摑まへたといふところがなくて、模様みたいだらう。」 

「なるほど さう です，二 . 



















I それから.この家を描いた繪だが、これぢや、た V 投視畫法を使つて、一軒の家. 
の見取圖を引張つたとしか取れないだらう。あの壁にかけて ある 繪と君のを比べ - C 

ごらん。」 ' 、 

さういはれ て、はじめて そんなところに繪があつたと氣がついたの だが、 思'ひ掛 
けないやうな色を使つ て 描いて ある 家が 一目 見て心を打つのに 引きくらべて、^ド 
氷フの描いたのは繪でな くて まさしく圖面で ある ことが分つた。. 

「ほんたうに さう ですね。あつはつは。」 

ふさ， いだり怒つた6してゐたのはこんな思ひちがひからかとアドルフは笑ひ 出 
す。すると校長先生もほつとした やうに申される。 

「君はつまり、目で感じる よりも、 頭で計る ことがうまい のだね。 だから 繪 描きよ 
りも建築をやつた方がい、と思ふよ。ひとつ建築科の先生のと ころへ 行つ てごら 



- - 

'.». V , 

1 〇四 

それまで、アドルフは維を描いてゐる とき-ときどき 不安になる ことがあつた * >* 
校長先生のこの言葉で、その不安といふのが、繪か製圖かといふ 迷ひからでぁつな 
ことが 分る。 . 

「よし、それでは建築科に行つてみ よう ': 

校長先生の部屋を出て、暗い廊下に出る- y 、 大變な忘れ物を したのに 氣が 付ぃた， 
それは.建'^和にはいるのには、中學校を出てゐな くて はならぬ といふことである 0 
そして 實科學校 も 卒業してゐないアドルフは、 そこからすぐ 校門の方へ步き y ) 
たか百貫 も •* る 石を引き t - つて ゐるやうに 足が®:くなつ.こ。 

こんなことでしよげこんでゐたところへ、次の年の冬お母さんが 死んだ ので、7 
ド水フの心のなかは寒さと閣に包まれて、た，， 泣く より 外に 手段 もないかに見ぇた -0 
愛するお母さんが、ひとつの白い十字架の下へ行つてしまつたのだ。 とこ ^が、 お 
父さんかさうなつたときはとにかく親子が碁せるだけのものは*役所い、 b - F つ‘， 




お母さんがさうなると、アド，フに下る扶助料は水も吞めないほどわづかで ある。 
それが、泪の中から、奮ひ立たせることにな.^、持ち前の負けん氣も手傳つて、す 
ベては闇の中に、一寸の光明を見出した。 

(お父さんは十三* T - クィー ンに出て一人前になつた。それを思へば僕なんか泣いて 
ばかりはゐられないぞ。さうだ、アドルフ、おまへは どうしても 建築家になれ。 ク 
ィーンへ行つて！) 

そこ1:俄かに勇氣を出した少年は、小さな田舍0財產 をいろいろと 仕末した。着 
物やシャツ、それから繪の道具を行李■に詰め、 そして 左の胸には お父さんとお母さ 
んの寫眞，右の胸には(何が あつても やり拔くぞ ) の氣 持を持つて、小さいリンツ 
の町か4、若ぃ鷲のゃぅに、闘ひを求めるために飛び立ったのでぁる。 
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一〇六 

〆 

人生修業 

ゥイーンの現實 

クイーンといべば、そのころ、人口が百六十萬もあつて、そこにハブスブ 〆 ダ王 
家の宮殿*>ある0 » 

あこ*>れのタイーンょ 
おまへば百萬0*ほ ゞ 袅みを浮べ 

しかもそれを絹©布で卷いてゐる ‘ 

誰か C こんな持を作つたくらゐに、クイー V といふ大都會は A 々のあこがれの的 
となクてゐる•一九 0 九年の「クイーン案內」にはその詩がはじめにのせてあつ 1 : 




「こ®氣分を味はうと思ふ人は、せひウイ I ンの森 K 上つてみるとよい。それもな 
るへくなら ば夕方をまつて、 その 森の 力ーレンべル ク(禾ル山)に登ると、 ウイー ンの 
町は半圓 をつ くつてゐる灯の 點 々でそれと分る。それこそは二哩 にも わたつてゐる 
輪狀大路で るり、 昔、それは石壁によつて廻らされ、いく度か卜，コ軍の侵人を防 
いだものであるが、 今ではすがすが しい 大通となつてゐて、クイ \ンに 人々を誘つ 
て ゐる美しい 建築物がほとんど そこにある. ので ある。 

まづ第 一 には、昔のウイーンの中心に、目眩いばかりの高い尖塔と、色あざやか 
な彩色瓦の模様のある屋根をもつたステフアン大寺がある。この寺院は七百年もか 
、つて竣工されたもので、いは V クイ ー k の誇といふべき建物であらう。 

ステフアン廣場はそのまへにあつて、そこから、ウイーンでも一番賑やかな通り 
が三つの方面に伸びてゐる。クイ—ンー流の紳士淑女にお目'にか、らうと思へば、 
そこへ行くとよい。また、財布のふくらんで困つてゐる外國の人たちはそこへ行く 




: ii .. . . . i. 


〇八 


と.それ* >* 輕くなる。云々」 

といつた工合にはじまつて、(誰かクィーンのォペラの名聲を知らぬものが あら 
う)といふ才-ベラをやつてゐる歌劇場のことや、(金色の lil 蓋を 輝かせて* る)王宮 
のことから、博物館、國會議事堂、それから大學の建築が いかに 立派で あるかを 說 
明してゐる。さらにその案內窨は 

「ひとたび市の公園に足をいれ、ば、木の間に佇み、あるひは腰かけて ゐる 大音樂 


家、モツアルト、/イドン、ベ—卜— ベン、 シュ 1 ベルト-. ブラ — ムスが ii ゞ ^A 


かけるであらぅ。もつとも彼らはも li や石または金蜀となつてゐ¥か、音樂を熟愛 
する人にとつて、またはいさ ゞ かウイーンの洒に醉つた人にとつて，、それはさなが 
ら生きてゐるやぅに感じられることであらぅ。云々ノ| 

と書いてある。そしてまた 

「ウイ—ン！物をなさらぅといふ方は、クイーンの丸の內である城內區に宿を定め 




るがょろしい。そこにはきれいで落着いたホテ 〆 がたくさんある OJ 
など ゞ 云つてゐる。 

さて、ヒトテァは大望を抱いてウイ~ンにやつて來たが、勿論、袅らんだ宿屋と 
いふのはそんなところで li ない。「ウイーン案內」に、クイーンの華と唄つてある輪 
狀大路から大分離れたところのごみごみした場末の木賃ホテ火である。 

「こ、もウイ—ンか f •」 

といつてびつくりしたが、その木賃ホテルといふのは、なるほど、がらんとした 
空家みたいなところに細長い木のベッドが並ん.でゐて、天井にはホタ 〆 がとまつた 
くらゐの佗しい電燈がついてゐるだけだ。 

、(いや、僕だつて、いつまでもこんなところにゐ.るわけ e はないさ。これもい■つか 
はい ゞ S ひ出になるだらう。とにかく、明日から、何でも仕事を見付けて働かう。 
どうれ。) 

, 1〇九 



ひと眠りとい-つたわけで，、へんな嗅氣のす るう すい布® 1 を ひつかぶる と、しばら 
くたつて身體の そここ、*>ちくりちくりと 痒くな つてくる。まはりにゐる連中ょ 
それ こそい、 氣になつて强風のやうな鼾をかいてゐる。それや これ やで なかなか E 
れな い。 

(いや、ひどい目にあつた。やれ-やれ、やつと夜が明けた) 

ヒトラァはひと晚の.っちに、うつかりすると5か、つても出來ないい、學問を 
したの ち、仕事を 探しに出かけると、さつそく、それにありついた。 どんな もの か 
とい ふと、建築 場の 見習 ひとい つて、 煉瓦や砂を高いところへ運ぶのである。 

「さうしてゐるあひだには、一人まへの建築職工になつて、それからはあんたの勉 
强次第で技師にでも、何にでもなれますょ 〇」 

と口入屋の番頭はうまいことをいふ。 

とこころが世の世の中といふものはなかなかそんな工合の い、 もの e はない 〇十 



九歲のヒトラア *>*、 ステフアン大寺の南塔をつくつたあの有名なブラッハチッッを 
思ひながら、せつせと働きだしてから、四日とた、ないうちにもう故障が起つてし 
まつた。 , 

ちやうど、午休みのときである。それまで蟻のやうになつて、建築場にとりつい 
てゐた連中はさつ，さと仕事をやめる。あるものは、 

「俺が一番 だ！」 • 

など、口々に叫びながら、近くの食堂まで! Iff . け出してしまふ。そして、あるもの 
は、入口のところに立つてゐて 
「お父つ あん、 辨當持つ てきましたょ。」 

と 女房が 汚れた小さいバスヶットを手に提げてくるのを待つてゐる。 

ヒトラアは 、生れてはじめて、 こんなところへとびこんだもの だから、誰も食事 
に誘つてくれるものがない。足場の下で、圆くなつてパスヶットをあけてゐる連中 



のところから、ちょつ と 離れた煉瓦の山の上で。牛乳の ビンを ぐつ と 傾けて はパン 
を嚙つてゐる。そして、そこからもスタフアン大寺の尖塔が靑い空を 指さしてゐる 
やぅに見ぇてくる。 , 
「見事なものだなあ。しかし、あの形を近代建築に とりいれる のには どんな エ風を 
した、らい ゞ だらぅ 0」 

ともぐもぐやり.ながら 考へ こんでゐると 

「おぃ、君、君。」 

と肩を叩かれてはつと した •。五六人の、いづれもひと目で、仕事場で働いて ゐる 
ことが 分る若奔たちがつ、立つてゐる。肩を叩いた男は赤い ネキタィなんかして、 
小男のくせにいやに威張つた風で • 

「君の名まへは何つていふんだい , 0 I 

と 身許 調べの口調である。それから、ぐつ とく だけて、振手の手を さし申べでり 




しながら 

「これから、僕たちは友だち、いや同志でぁる。君はさつそくわれわれの組合に加 
入しなければならない。」 . 

ヒ トラ ァは小男の手を振つたもの、、數か&棒といつた丁：合の申出に呆氣に とら 
れた。 

「われわれの組合つてどういふものですか？僕は田舍から出て來たばか.^でまだ 
何も知らないのです0 し 

「なるほど、さうか。こいつは失敬といつたと ころ だな。ぢや、同志といふ ことは 
分るか。君。. 一 V 
「ドィツ人同志つ てこと でせう L .° 

ァツハツハ？五六人いつせいに突然笑ひ出して、ヒトラァがそろをろ肚を立て 
はじめた こと も氣がつかないで、 






• / 

二四 

「ドィツ人同志とは よかつたな、ァツハツハ。」 

と 笑 ひこけてゐる。たが、このぅちに.も赤ネキタィはきつ' i なつて 
I 同志と いふのば、 1 んなものではないよ。君はまだ分らないのだ。追々、分つて 
くると思ふか、しかし、、ゎれゎれの組合、それは自由勞働組合とぃふ名前だが、君 
がこ ゞ で働いてゐるかぎりさつそくはいつてもらはなくてよ、。. 

「僕はいやです 0」 

「なに、いやだつて、 それはまたどぅいふフけだ。.. ， 

「その自由勞働組合つていふのが 僕にはどんなものか 分らないからです。 一 
「それは ねえ、君は社貪主黨と いふのを 知つ てゐるだらう。その黨の前線にある 
S 圈體なんだ。なに、 今に だんだん分つ てくるよ。組合のありがたさは、はいつ 
てゐるうちに 大分りとなるもんだ。なあ、同志。1.. 

「3うだ L _° 


— 







とみんなは鴻のやうにそろつて口を開ける。 

「ほら、みんなかう云つてゐる。このうちの誰だつて、はじめは君のやうに何もし 

らない^加入したんだよ。さあ、どうだ、君 。 I 

/ / . 

「僕は考へさしてもらひませう 0」 

「なに、考へる？考へるところなんかない •?; やないか。組合にはいるのがいやだ 
つたら、さつさと出て行つてもらはう。 そんな 奴はわれわれの面汚しだ。 ぇ-お 
ぃ。」 

ひよろひよろした大男* >• 拳をふりあげようとすると*赤ネキタィはそれを押へて 
「まあ*い ゞ 。考へるといふのだから、しばらく考ベさしておかう。ぢや、君、 ま 
た來るせ。」 

組合員たちは、煉瓦の山の上に ヒトラァを 一人殘し たま/一どこかへ 消ぇて行つた。 
それから、ヒトラァは毎日のやうに、午の休憩時間となると、仲間©話をそれと 





なく一心に聞いてみた。すると、ひよろひよろした大男が、 ヒトラァにあてつけを 
云ふやうに 

「今時、ドィッ人だの、フランス人だのつて云つ てゐる やつの氣が知れね免。萬國 
の勞働者はみんな仲間ぢやなぃか。僕たもには祖國なんてものは もうなくなつたん 
だ。今更、-宗敎にだまされてお赛錢を あげる 馬鹿は ない。それようか、唸るモォタ 
ァにでもお辭儀をしろつていふんだ0 J 

と 大きな こ ^ でし やべ つてゐる。ヒトラァはそれを聞いてゐると、ことに「祖國 
はない 0 」と いふのが我慢が出來な くて 
I なんだ。 君たちは ドィッ人 t ; やない のか！」 

と叱聲る。 そのこ ^で、伸間の顔は いつせい に彼の 方をふりむく。それから、い 
やはや、マルクス主義がどうの、社會民主黨がどうのと ぃふ 工合に 、 t トラ ァによ 
聞き馴れない文句をみんなが並べたてる。 これには、いくら、勇氣はあつても、皆 






しむらくは兵法を知らぬアド 〆 7 •ヒトラアといふところだから、ぐうの音も出な 
い。そこで、こつそりと、仲間の讀むパシフレットを片端から手にとつて、彼らの 
論法を研究した。 

ある日のこと、れいにょつて、電信柱みたいな大男が、 

「僕^ちはもうドイツ人でもない。またフラン•ス人でもない。」 

と叫んでゐるところへ、ヒトラアは自信滿々と口を切つた。 

「さ，っですか。そんなら、 君 Q 主張す るやうに 僕たちは そ®いづ S 國 民ではない 
としませう。それでです ね。 もし、 今、 フランスと ドイツが戰爭 をはじめたら、君 
はどうします L _° 

「戰爭なんかはしないょ〇〗 ' 

「しかし、フランス 軍が ドイツに 攻め こんで 來たらどうします か。」 

「そんな馬鹿なことつてあるものか。」 




「いや，ナ•ホレォン戰爭のときはどぅです。それに普佛戰爭のときだつて、フラン 
ス軍はドィッに侵入してきたではあ & ません か。 一 
「僕たちは國—との戦爭はや—いんだ。敵は資本家だけだょ。 

「す复、君たちは フランス—とべ T ンに？こんでくるの I ?見て 

「生意 f 5な。お—にはい，^くないんで— とぬ か . S だ f 。 
そん—それでい，。たつた今、 こ，を 出て行け r 着に でも！いて？ 
A ろつ き 落すぞ ！」 、 , 

ご裡窟|けた大男 W っい ふと、伸5 い？いに— をつ き出す。多勢に— 
た f . 腕づ くでは叶はないとみた ヒトラ ァは 、それでも胸を張つ て、 ゆ1 
場した。 0 



.社會民主黨のからくり 

f 

勞働組合に a いらないからといつて、拳をふりあげてまで、善良な靑年を仕事場 
から追ひ出さな ぐても い、で U ないか。あこがれの ウィー ンに、こんなことがあ-* 
とは、ちつとも考へたことがなかつたので、ヒトラァはびつくりするとともにぷん 
ぶん腹を立 - C た。 

「もぅ、僕は仕事なんかにゆくものか。」 

と木賃ホテルから起き上つては、美しい公園に出かけたり、ときには勇氣をつけ 
るためにオペラを見にゆく。.そんなことをやつてゐるぅちに、大切にしまつておい 
たゎづかな全財産* >• すつかりなくなつてしまふ。そこで、また外のところへ働きに 
出かけると、またもや 



一二 0 

「組合にはいれ L .° 、 

「いやだ。」 . . 

となつて、どどのつまり、ヒトラァは仕事場から逃げ出さねばならなかつた，， 

|あ ゞ 、ウイーンといふところは、何つて住みにくい町だらう。まじめに働かうと 
思つ' t : も働けはしない。お父さん、あなたもこんなと ころで 働いてゐたんですか。 

偉いもんですねぇ . っん、さうだ。僕だつて負けるものか。あんな勞働組合のひ 

とつや二つ に負けてたまるものか。をれにしてもクイーンにはどういふわけ 1;-•、あ- 
んな ものが 流行つ てゐるのだらう。」 

とそれから、 暇 * >* ありさへすればそのことを研究してみた。いろいろな書物から 
ヒトラァ は、 赤の 勞働 組合が才—ス トリ ばかりでなく、 ドイッにも、 それからフラン 
スにもイギリスにも流行つて ゐる ことが分つてび つくりした 。そして、その赤の組 
合は、社會民主 黨と いつて、 クイー ン の國會 にも 代議士を出して ゐる 政 m が-あ ゞ 







やれ、かうやれと指圖してゐる。 

その(あ、やれ、か，フやれ ) のやり方はヵア 〆 •マ V クスといふユダヤ人が、一 
A 四八年のフランス革命の.ときにこしらへあげた。どんなものかといふと、どこの 
國の歷史をみても、それは働くものと、働かせるものと* >* 喧嘩ばかうしてゐる話で 
ある。だから、お前たち、勞働者は喧嘩したくないといつても、喧嘩しなければな 
らない。それにはたつた一人ではお前たちの方が弱いから束になつてか ゞ れ。と、 
でたらめの歴史の話から、うまく喧嘩させょうとけしかけた。 

すると、同じくユダヤ人のラサアルといふ男* >* マルクスのでたらめを、ドィッに 
擴めょうとして仲間を集めた。それが社會民主黨の U じまりである。ちやうど、そ 
の頃、 ョーロ ッバではいろいろな品物を製造するのに機械を使ひはじめたものだか 
ら、それまでたくさんの人手をわづらはしたこと：^極くわづかですむやうになる。 
そこへもつてき- C 人口が增加したので、職につかない人たちがたくさんゐるやうに 
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なつた。機械を工場に据へつけた人たち は、 た ミ 金もうけだけに忙しがつて、働 
けないものを放つておいたもんだから、 さあ 大變で ある。 

まるで、 流行性感冑が ひろ*>るやうに、ヨト ロツパの 土地に、このでたらめ話と 
社 會民產 ：&ひろ： a つてゅく。働けない1たちは、無論？と、工場で働いてゐる 
ものもクシヤン、クシヤンとや—がら、熱のために呆つとしたのが多くなつた。 

i 八七◦年に フランスを 負かして、 ますますドイツの統一を固くしたビスマルク 
? へ それからほどなく、これらの熱に浮かされた連中が ドイツの 議會 にまではい 
办こんで來て、わいわい云ひ出したのには困つ たく、らゐである 〇し かし、流 s ' ょビ 
スマダクの こと だかへ喧 S まき 起して ドイツをめちやめちやにしてしまはうと 
する者たちを押へつけて、 とにかくあんま， CS 騷がせない やうにし之。 

(なるほど、あの大ビスマダクで さへ 困つ た ほどの 連中 か ，•それなら、 僕みた、 
%靑ニオなんか わけなく 仕事場から追ひ 出されるわけ だな あ -J 




とヒトラァ は苦笑した。 

しかし、さうやつて本を箭んでゐるときは、笑つたりすることも出來る*> 、仕事 
から追ひ y 4 すものは、 赤の組合 ばかりでなく、 仕事が 早く 片附 きすぎたり すれば、 
さうなるのだから、パンにありついたと思へばすぐパンにありつけなくて、それこ 
そ笑ひごとでは、なかつた。 

、「世の中は廣いもんだなあ。探せばどこかに仕事はある。しかし、仕事は仕事でも 
それは羽の生ぇた鳥なのだ。すぐ飛んでいつてしまふ。」 

こんな文句が口癖になる。ところがあたりを見廻してみると、閉口したヒ 1-' ラァ 

. / * 

みたいな若者* >* たんさんゐるにはびつくりした。やつばり、彼のやうに(何かにな 
らう) と思つてゥィーンにやつてくると、仕事といふのは逃げ易い鳥なのである。 
摑表ぺたかと思つ - C ゐるうちに、 もう 手には何もな くな つてゐる。かうなると、摑 
まへてどうしょうといふことのまへに、た' ゞ もう見つけることに一心になるばかり。 

一二一-一 






二一四 

たから見つけて金になれば、も‘ う 後先もなく飮ん だり 嗅べ たりしてしまふ。その 
ときは 

「なに明日の ことを 考へ ろつて！ くょくょするねぇ。明日は明日の風が大い 
あ。 

といふ大した御機嫌であるが、その明日がくると靑い顔をして、二 本の脛を抱ぇ 
てゐる。クィーンの美しい公園のベン•チの上で日にあたつてゐて も、 さうしてゐた 
のでは木の枝から うまい 物 * >落ちてくるなど、いふことは決してない。 そのうち、 
腹の方は主人の心中を思ひやつて やらう とはしないで、 ぐうぐう 隐り出す。 ぢ つと 
してゐれば、うるさくて仕方*>ないから、立ち上つて、何か仕事の ありさうなとこ 
ろへ步いて行く。すると、 ある 工場の まは りで、人だかりがして、 何 かわいわい S 
〇てゐる。 

「何ですか。 この 騷ぎ は！」 





と 聞く と、 

「これは ストラィキ •た。お前も\ンが欲しかつたら、參加しろ。」 

と恐い顔をした男が叫ぶ。これ V 赤 •© 勞働組合で少し U '- 威張ることも出來るとい 
つた仁である。それで、た ゞ 、何といふこともなくこの男にくつ ゞ いて、步いたり、 
喚いたりしてゐると、.?つそく、警官に捕つてしまふ。警察でさんざん叱られて、 
また往來に出てくると、赤の組合の連中が待ち構ぇて逃さない。 

さぅ して、 こんな 若者が. たちまち 赤の流行性感胃に か、 つて、 クシ ヤン、 クシ ヤ 
ンと嘴をするやぅ.に 

「われわれはォーストリ人でもない.。ドィツ人でもない。た V: われわれはパンのた 
めに鬪ふのでめ る。」 

など ゞ 云ひ出すのである。 

そんなの k いくた^'も.見ると、 ヒトラ アは肚 *>* 立つてたまらなかつた 。 j 




一二六 

「これでも、彼らはドイッ人なんだ。偉大な祖國のことを良れて、パンのために P 
ふなんて云つてゐる。意氣地のない人たちだなあ。昔、君たちのお祖父さんは祖國 
の急を聞いて，雨とふる砲弾の中へとびこんで行つたのぢやない か。」 

それから、しばらくたつたある日のこと、カスタ-1 ァの 葉が そろそろ 茂りは じめ 
て、ゥイーンの人たちがギターを肩にかけたり、マンドリンや笛を手に持つて蹄る 
やうに クイー ンの森を目指して出かける。 ヒトラァも、 お天氣がい ゞ もの だから、 
外に出て、輪狀道路の並木を步いてゐると、遠くのはうから、合 PI . のこ袅が聞ぇて 
くる 

「みんな陽氣に騷いでゐるんだなあ。」 . 

と思つたところ、それは"さうにち* >* ひないが、マンドリンやギターのかは，〇に、 
赤い旗や、標語を書いた板をか、げて、ぶつさうな歌を歌つて行進してくる赤の勞 
働者たちだつた。行列は四列縱隊になつてやつてきて、いくらたつても終りになら 







1 ない。やつと、終りになつた頃は、たつぶり二時間もか ゞ つてゐる。ヒトラァは、 
お天氣 のせいでちよつと浮き浮きしてゐたのが、それでもつて、何とも云へないく 
らゐ重い氣持になつた。 V 

(ドィッのことを 考へて ゐるのは 僕 ひとりでは ないかじら。 あ、 . それにして 

も、赤の病氣はどうしてあ、も流行るのだらうか？) 

道々、そんなことで氣を惱 まして. Q ると、と ある 貧しげな通りにさしか ゞ つたと 
き、一軒のタバコ M の店先に、「勞働新聞」があるのに氣が付いた。それはォースト 
リ社會民主黨が發行してゐる新聞で、ヒトラァがよく行つたコー t — 店の卓の上に 
かならすのつてゐたものだが'手に取つて見ると、肚を立てないではゐられない見 
出しがいつもついてゐるので讀んだ こと もなかつた。ところが、そのときは、何に 
せよ流行の原因をつきとめたく - C たまらなかつたので、引つたくるやうにして S つ 
てきた。 

- 111七 , 




0 



. 一二八 \ 

そしてそれから每日といふもの T 勞 
働新聞」を讀んでみると、赤でない者 
はみんな惡口を書かれてゐる。怠け者 
の下男にちょつと P 叱言を云つたとい 
ふのでも、それが赤でない主人で ある 
と、(きはめて勤勉な下男が、往來で石 
に M いたために不機嫌になつた主人に 
ょつて、何でもなく毆打された)とな 
る。それから、新聞は赤でなければ讀 
んではいかん、とか、いつたん赤の組 
合にはいつたものは、脫退するときは 
どんなにひどい目にあふか覺厝しろ、 








といつたことがく^'かへし書いてある。 

「へん、ではこれは何ですか、いつたい0」 

•とヒトラァは、それまでに讀んだことのある社會民主主義のパゾフレッ H をあけ 
て、(われらは自由を語る)とか、(われらをおいてこの世に品のある人間はない)と 
か書いてあるところを開けて、あつはつは、と大笑ひした。 

ぷきみなユダヤ人 

つまり、社會民主黨といふのは、マルクスといふ男から赤の細菌 -0 作り方をこつ 
そ b 敎はつた惡い男* >* 二三人で牛耳つてゐて、何も知らない勞働者のあひだに蘭を 
ばらまく と、そこに保菌者が出來 てく るから、それを決してな a らないやぅにす 
る。もし患者がなほれば、もぅけにならないといつた惡い醫者の考へがあるからで 






ある。 しかし、世間に 向つては、自分たちの惡業が知れ ゎたると困るものだから、 
やつてゐる こと や考へてゐる ことをさもさも 良い ことの やぅに 觸れ てまよる。ヒト 
ラァが笑つたのもそのか，-^りを發見したから •!;■ ある。 

ところで、ヒトラァが もつ とよく考へてみると、いつたい社會民主黨が赤を 流行 
らせるといふのがもぅけになるからといつたところで、それだけでは 大したことよ / 
ない。財布の あまりふくらんでゐな い勞働 者たちから、 わづ かな 金を捲き あげたと 
ころで、 その 額は そんなにまで 骨折つ てやつた結果としてはばかばかしいものだ 、 b 
ぅ。何も知らない勞働者こそい ゞ 面の皮だが、惡事をは^らくものの計算からゆく 

とた <そればかりだといふことはきつとなレ。これによ何"^、架、，フナが . 

•そんなことを考へながら、 ヒトラァ は仕事場を わた b 步いてゐる。すると あると 
き、仲間のものが 
「あいつはユダャ人だ 。 I 







といまいまし さう に云ふこ^を耳にした。 

「だつて、それがどうして腹が立つの。」 

と 聞く と V 
「おまへ何も知らねえのか。おめでたい^あ、奴らは俺たち と 人種がちがふくせに 
のさ ばつ' t ; 仕事場を荒して ゐるん だせ0」 

「へえ、だつてせつせと働いてゐるぢ1ないか。」 

「へつへつへ、荒すといふのはねえ、俺たちょりも安い給金でい、とやつてくるか 
ら、俺たち* >* お拂ひ箱になつてしまふだらう。それが荒すさ。」 

-,\な'4ほどなあ。しかし …… J 

同じ人間だから、そんなに腹を立てなくてもい、だうと、 ヒトラ ァは云ひたかつ 
たのだが、考へ' t : みると、 さう 云ひ切つてしまふには何かもやもやとしたものがあ 
る。それはパンの問題が•あるからだ。それでも、しかし、仲間のあひだにひろ* >* つ 







てゐる反感を、全然正しい と 思 ふわけにもゆかない。 

一しかし、 人種 ^> ちが ふつて云つたつて、僕たちと ffi ] じ顏付きをしてゐるし、■同じ 
服裝 をしてゐるぢやないか。ユダャ敎信者からだらぅ、君の云ふのは。」 

/事實 、ヒ トラァ は小學 校のときからそれ^でといふ もの、 ジユ ー( ユダャ人と い 
ふ意味の惡 口)と 人が云つ て も、 何の 反感 もュダャ 人には おこらなかつた。 リンッ 
.の町で、お母さんに內諸で出かけた演說會で、辯士がさかんに、 ジユ ー、 ジユー と 
叫んだ とき だつて、 ちょつ としか僧しみを 感じな かつた。 それに クィ ー ンに來 ても、 
まだゆつ くりと 上から 下まで 見る といふところまで 行かなかつたので、 それ i もつ 
ともな 考へ である。 

「ちがふ。ちがふ。ユ.タャ人はクィ—ンには二十五，人もゐるんだせ。通りを步い 
てゐるとき、おまへは何を眺めてゐるんだょぅ0 - 
と仲間は笑つて相手にしなかつた。 





それから間もなく、ダーーユーブ河岸といはれてゐるゥイ ー ンの下町に通りか、 , c > 
たときに、黑い頰ひげをぼうぼうと伸して、外套のやうな服を着だ異樣な男が、兩 
手を袖口の中で組み、こそこそと步いてゐるのにばつたり出遇つた。 

(これがユダヤ人なのか？しかし、リンッ町のユダヤ人はこんな恰好をしてゐな 
かつた。とすると、みんなドイッ人なのかな。) 

なほもよく觀察してみると、ゥイーンの町にゐるスラ.ク人ともち* >' ふし、マヂヤ 
人とも全然別である。といつて、ドイッ人であると斷言する'ことも出來ない。 
そこで、ちやうど本屋のまへにやつて來たの.をさいはひと>「1.タヤ人の正體」とい 
ふパンフレットみたいに薄い本を買つた。 

それを公園のベンチで讀むと、ヒトラァは 
「ぁつ！」 . 

と驚 〆 た。なにぶん"パンフレットのことと て、 あまりよくは書いてないが、と 







にかく、驚いたことには、社會民主黨の裏面にユダヤ人が ゐるとい ふこと である。 
そして*ユダヤ人とドイツ人とは同じで あると 考へ'たことは 間違ひで、ドイツ人と 
は全然ちがふ人種だと書いてある。 

「さうか。それは、ほんとうにさうだつた0か。」 

とすく つとベンチから立ち上つて步き出す。.パンフいツト によると、 ユ •タヤ 人の 
金持は ョーロ ツバの町で今を ときめく 商人になつて ゐるが 、またユダヤ人の 貧乏\ 
は町外れのむさくる しいと ころで ひと 塊になつて ゐるとあつたので-クイーンの中 
心地とドナゥカナルの北部を探險して、 ユ，タヤ 人を見付けて やらうと考へたの だ。 
そこで、ま'つ、ゥイーンの銀座通& とい ふところのヶル^-' トナー 通りに M りついて 
ゆつくりと歩きながら、紳士らしい人の顔をつくづく見て廻ると、ダ-ーユーブ河岸 
• であつたユダヤ人の顔付によく似た人がすゐぶ んとゐ る。 それから、 いよいよ ドナ 
クカ ナルのユダヤ人町に乘りこむと、どれもこれもユダヤ人だ。 そ.. れぞ h 、 ぷんと 



鼻をつくいやな香ひを發散しながら、汚じみた着物にまるまつて步いてゐると ころ 
は、何となくぶ氣味である。 / 
「うん、 さう 思へば、あの.ュ， タヤ 紳士もぶ氣味だつた。 ょし、これは ひとつ研究し 
てみなければ……」 

何ごとにも、事にあたつて硏究心の 强いヒトラアはそれから*いろいろとユダヤ 
人に關する書物を讀んだ。さ.て、その結果、彼の考へにどのゃうな大變化が生れた 
ことだら う。 

反ユダヤ主義者になる 

V • 

われわれ日本人で さへさへ ユダヤ人の鷲鼻と知つ てゐ る、 その ユダヤ人は さて ど 
んな民族だらう。今から、ざつと四千年ぐらゐまへから、中央アジアにあつて、靑 
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草を追ひな*?らうろうろし- C ゐたアラビヤ人と同じ セム 族である。 その 頃は へブラ 
ィ語といふのをしやべり、ユ♦タヤ故を信仰して 
「われわれこそは神にぇらばれた民である、。」 

と威張つてゐた。なるほど一時はダビデ王 V 都をエルサレムに奠め、その嗣子の 
ソロモン王のときにはなかなか榮ぇたものである。ところが'今から 二 千五百年 まへ 
そ•のユダヤ王國が亡び、それからといふもの、いろいろな强國に從-へられてゐ る。 
それで、ユダヤ人はどうかして、救世主でも出て來て獨立す る ことが出來るやうに 
と考へてゐると、そこべキリストが生れた。しかし、キリストは 
「われわれは、どこの國の人でもみんな仲ょしにならなくてはいけない 。I 
と云つて說敎したので、神から自分たちだけが選ばれたと信じた同じユダヤ人た 
.. ちにょつて十字架にかけられてしまふ。その後もいくたりか救世主が現れたが、た 
うとうキリスト紀元七十年といふときに、，/パルコチバといふ救世主 *>*0丨マのテト 







ス將軍のためにさんさんざんに破‘ b れて、ユ.タヤ 人は K 火 T ムレムを追 ひ 出される 
ことになつた。 

これから、あと千九百年、つま.^今日に至るまで、世界の諸々方々に散らばつて、 
國といふものを失つてしまつたが、それであきらめたかといふと、いやどうして、 
ちつともそんなことはない。武力ではもう再興の望みがないから、他の方法で目的 
を達しょう士いろいろとユダヤ人は計りごとをしてゐるのである。 

流浪分散の生活* >• はじまつてから、凡そ五百年ぐらゐ IT -、 まづ、タルムード敎典 
といふもの* >* 作うあげられた。それは、勿論、ユダヤ王國再建を目指したものであ 
つて、なにしろ五百人もの高僧が五百年もか ゞ つてこしらへたのだから何十册ある 
のだか分らない。しかし、その中で . 
r 汝等ュダヤ人 U 人間であるが、世界の他§民は人間に非ずして獸類である。」 

とか 
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「他民族の有する所有物はすべてュダヤ民族に屬すべきものである。故に何等の遠 
慮もいらぬからこれをュダヤ民族の手に收めること差支ない,°| 

などと敎へてゐるのである。 • 

夢 

このやうな敎典をしつり信じてゐるュダヤ人は、國 *>* 亡んだ、 さてどこへ行くか 
となると、何か品物を持つて、ぼつぼつと m — ロッ パの町へ あら はれた。町の人々 
へ品物を W つてゐるうちに、商賣はひとり占めにするし、おまけに金睫までは じめ 
る。なにしろ、自分た 'b だけが神から選ばれたと思つてゐるので、その町の一劃に 
固つてゐて、，町の人々と仲善しにな、らうとはしない。そして、外の國の人たちの物 
は自分の物と考へてゐるので、高い利子のため借金が拂へなくなつた町民から、 先 
祖傅來の土地を取り上げてしまふ。 

そんなことで、一部のユダヤ人は金袋をふくら 圭して ゆく うちに、ョ I ロッ パで 
はフランス革命といふのが 起り、 人權平等が叫ばれると、それが 各地に波及して 行 



つて、 ユダヤ -A 町など、いつて、 ユダヤ人ばかり 特別に扱 ふことはょさうぢ やない' 
かといふことになつ た。 さうなると 一部の ものは、 金が ふところにいつばいあるか 
ら、表面， だけで もキリスト敎に改宗して、フランスにゐるものはフランス語をしや 
ベ.^、 ドイツにゐるものはドイツ語をしやべ， 〇、 めいめいフランス 人な， CV ドイツ人 
なりのふりをしな*>*ら、金の力でもつて、ョーロツパの國々をユダヤの龆國にして 
しまはうと 考へた。 

しかし、いくら さう 考へても、表向きにそんな大それたことが通用するは' t ' はな 
いから、世界各地のユダヤ人は、祖先.傳來の聖地で ある パレスタインに戾つ- C * そこ 
にユダヤ王國を昔のや-っに建設しょうではないかと云ひ出した。是れがシォン運動 
といふので、ゥイーンのノイエ •フライ エ•ブラツセといふユダヤ人の大新聞に、 
文學部長としておさまつてゐたへ ルツダ 博士が唱へ出したのである。シォンといふ 
のは、故鄕パレ-スタインの別名だから、へルツ火博士!6>-1八九七年(といふとヒト 
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ラァがも r - A 歲になつて， Q る)に、その頃はまだォ ースト リの治下にあつたブラ— 
ダ市に-£/ ォン 會議といふのを開き 

f ユダヤ人は一國民である。一國民である以上一圃を持たねばならぬ。- - 
と叫んで、それがちつともユダヤ人の大陰謀であるとは氣 !&>* つかせない。もつ，と 
いろいろなことを書きものにしたシォンの議定書は、利巧なユダヤ人のこと だから、 
世界の眼のと V かないところにちやんとしまつておいたからだ。 

さて' それからユダヤ人は陰に まは つて、 どんなことを したかとい ふと、 金の力 
'でもつ て 政府の大官や、政黨の領袖、それから經濟界の巨頭といつた連中を押へつ 
け、金は世の中で一番い、ものであるから、金の ためにはどんなことをしてもい、 
といふ自由主義を吹き こんだ。 それから、 フランス 革命につ^ .いて、いま ゞ でいろ 
いろな物を手で作つ て ゐたのが機械で製造され ると いつた 狀態になる。 金が萬 事だ 
とふきこまれた人たちは、人間なん かどぅなつても、 金 さへ 儲かれば い ゞ と、ど rl / 





どんその機械を据 £ つけた。そのために、いま、で手工業で暮してゐた職人たちの 
仕事!6>*なくなつて、喰べられなくなつてくる。そこで止むなく、安い給料でもい ゞ 
からと何とか工場に傭はれょうとした。 すると、 ユダヤ人の思想にかぶれた 'A たち 
は、働きにやつてくる者の足もとを見て、無法なことを云ひ出す。ユダヤ人に押へ 
つけられた政府は、この狀態を 見， ても知らん顔をして ゐる 。これでは勞働者といふ 
ものはますます困つてし まふだ、 b う。 

.そこへ目を付けたのが、.ユダヤ人である。一方で、勞働者を困らせるや■うな金第 
一の自由主義を流行らせておいて、今度は、誰が救つてくれる人はないかなあと思 
つてゐる勞働者に近づいてゆく。そして、さもさも同情するやうな顔をして 
「それは怪しからん。そんなことつてあるものか。資本家は橫暴である0」 

といふ。このやうな廿言一 T 何とかかとか理窟をひねくりまはしたのがマルクス 
といふユダヤ人で、ユダヤ人はこのマル，クスの理窟、つまりマ火キシズムといふの 




をさかんに宣傳す乂。何しろ、世界一の大金持* >* 集つてゐるユダャ人のことだから 
大きな新聞社をたてることな，と何でもない。それも、ひとつは上流社會に自由主義 
を宣傳する新聞社と、もうひ•とつは下層階級に.マ 〆 キシズムを流行らせる新聞社と 
に分けて、新聞をどしどし發行する。 

ユダャ人はこんなに惡賢いことをやつて、世界の國々に亂を起し世界の國民をユ 
ダャの奴隸にしてしまはうと企んで' Q るが、世界の人たちはともすると、(律義者の 
ユダ..ャ人)/: • とか(罪のないおどけたユダャ人)など、信じる傾きがある。それも 
みんなユダャ人の新聞が植ぇつけた； N 傅なのである。 

こんなか^く b *> 分ると、ヒトラアは 
(これはうかうかしてゐられないぞ〇 ) 

と考へた。 ， 

(どうも、ノイエ•フライ エ•ブレ ッセと か ♦ゥイ ー ナ•夕 —ゲ •フラットと かユ*々ヤ 



人の大新聞*>* 、ドィッのヵィゼルの惡口を云ふので、腹を立て ゞ ゐたが、これで分 
つた。 僕たちの祖國 なんかどうなつたつ てユ.タャ 人にはい ゞ .の だ。 ょし、ユダャ、 
なんかにのさばられ てた まるものか！) 

ヒトラァの反ユダャ主義といふのはこ、*- C - すつか b 決つ たのである。 

, 前逢の光明 . . 

ヒトラァはこんな わけで 一年 もたつ かた ゞ ないうちに、クィ？ンの華かな表面を 
すつ力.^暗くしてしまふやうなクィーンの惠を まざまざと 見せつけられた 。いや、 
をれを見るどころか、もし映寮などに寫したら、そこへ表はれてくる人物だつたわ 
けである。しかし、そんなに貪しい暮しをしてゐて も、 ブラ ッハチッッ にならうと 
いふ希望は捨てた のではない•だから-暇さへあればこつこつと建築の研究をやつ 
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•てゐ 2。それにときどき、あんま b 暗い じめじめした 木賃ホテ，の氣分を拥ひのけ 
る，, よ、オペラへ 行つ て、 心臓に勇氣を ふきこんでやる 必要がある。 ところが■ま 
. た オペラ 見物といふのがなかなか、金持の やうにらくらくと 行かれるのではない。 
をこへ 一べん行けば、幾日もひもじい思ひを がまんしなくて はなら/ J : いといつたわ 
けだから 

オペラ-僕は君になによりも美しい夢を見せてあげませう。 

パン ——僕は君に氣持よく毎日を過させて.右げませう。 

オ-べラ-パン君の云ふのももつともだ。しかし、人はパンのみに' t ; 生きるもの 

にあら すと いひます からね。何よりも、生 S . る勇氣ですよ。 

パン-オペラ 君の云ふの も^. つともだ。しかし、花より圃子といふことがあり 

まじてねぇ。股が空いてゐては戰爭は出來ませんや。 

とひとり © ヒトラァの、 ひ中に、 パン 君とオペラ君と * > p 論をはじめて、 果ては 摑 







み合ひに も 及ばうとするのである。 そこでヒトラ ァは立つ たり、 坐つ たりして、ご 
は ゞ 仲裁をやらうとする*?、 

|生きる勇氣！」 . 

とい ふォペラ君の肩を I つて、帽子をかぶ b 、 財布をしらべてォペラに たうとう 
出掛けた。 

そんなことをやクてゐるうちに、クィーンにまた冬が^つて來 ようとして ゐ る。 

. : 

輪狀 大路のヵスタニャ 並木 も、だんだん裸になつてくると、紳士はあつい毛織の外 
套をきて步いてゐるし、婦人はぬくぬくと毛皮に腮をうづめながら^-りすぎる。そ 
して、ヒトラァの住んでゐ弋町のあたりには、山から枯木を捨ひ集めて肩に擔いで 
くる裸足の少年たちが行つたう來たりしてゐるのである。つまう、貧しい 

ものも、 

金持も、寒い中にあつて暖まらうとしてゐるのに、手間取，^のその日暮しをやつて 
ゐる連中は寒い中にも寒くならなくてはたらない。冬になるに從ひ仕事がだんだん 
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となくなつて、泊るどころかパンにさへありつくのが困難となるからである。かう 

- 

いつた連中は、枯莱のたまつてゐる通りの日向で、 IJ - g はともかくぢつと暖つてゐ 
石が、それもやがては寒い夜に追ひ拂はれて、どこか•しごく簡單に一夜の宿が出 
來るところを探しにゆかなくてはならない。 ' . 

ヒトラァもそんな仲間のひとりであつた。あんまり、あちこち步くのでズボンが 
大分 破けてきたし、上衣は虱なんかのょい巢にならうとして， Q る。それに髮は伸び 
放題で、どこか&見てもこれではこの靑年があと二十年たつて世界がびつくりする 
やうな偉い男にならうとは思へなかつた。がしかし*こんなうちにも彼は希望を捨 
てなかつたのである。ともすれば風當りの强いところにあるろうそくのやうに、そ. 
の火*？消ぇやうとすると、ふところから、クィ—ンに出るとき持つて來た寫眞を出 
して . 

「お父さん、それにお母さん」 , 





と呼びかけるのかきまり/:。 

「僕は落膽しさぅなところでしたょ。しかし、あなた方の顔にお目にか ゞ つて元氣 
を出します。いつまでこんな冬 W 續くものではありませんからね。」 

.といつて、またあてのない仕事を探しに出かけたが、^'る日のこと、思ひがけな 
いところから運がひらける、といつても大したものではなかつたが、とにかく救ひ 
の手がさし伸べられたのである。 

ヒトラァはそのとき例にょつて、木賃ホテルの床に腰かけて、ズボンをつけた外 
は裸だつた。それで何をしてゐたかといふと、上衣の虱を取つ' C ゐたのである。何 
匹目を潰したころであるか分らないが、しばらく さぅ やつてゐると、後ろからいき 
なり 

「おい、君何をしてゐるん： U い。」 

と雎かの驊がする。振り返つ - C みると一人の若い男がつ、立つてにこにことほ、 

■一四七 
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袅ん.でゐる。髮を長く伸して、膝までくるやうな長い黑色の上衣をきて、一目でボ 
へミアン•スタィダの畫 H であると分る。 

/ 

「何をしてゐる？ つて云つたつて御覽のとほりさ。」 

ぇ！ おい虱かい。こいつはたまらない。う—つ U . 0 
大げさにそんな叫びご袅をあげたが、若い男は繪描きらしい吞氣さで、 ヒトラ T 
の手もとを見てゐるうちに、(おや)と吱いた。その二つの手は虱を取つて潰すにし 
ては あんまり 白くて、且きやしやであつたからだ。 そこで 若い男は、何かわけを 聞 
きたくなつたとみぇて 

「僕はね±。今夜、君のとな$に居眠りが出來る光榮に浴したょ。そこで友だちに 
なるま'へに、名まへを云ひ合はうぢや' J : いか。僕は ラィンホルト •ハニ ッシユ つて 
いふん•た。君は？」 

「僕はアドルフ •ヒトラ ア。」 


今 


ヒトラ ァは うるささう にそれだけ W ' つて、やはり例の手仕事をつ ゞ けてゐる。 
「君は、失禮だけど、何をして喰べてゐるんだい。僕は廣吿圖案をやらうと思つて. 
ゐるんだ。」 

「さう かあ、君は僕が思つたとほり。僕はた V 町をうろうろしてゐるだけさ〇」 
「うろうろしてゐる。といふと。」 

ハ_1ッシユは改めて、きれいな手で虱を潰してゐる若者の顏をつくづく見直し 
た。そして、(この男の友だちとなつたからには、.まづ第一になすべきことはこれ 
だ)と考へながら、自分の.ホヶットの中から、一塊のパンを取り出したのである。 
「どうだい、君もょかつ允ら、これを半分やらないか。」 

「なんだ。パソか、うん、ありがとう。」 

彼は、さう言つて、上衣をゎきにおき友だちの惠みにあづかつた。1日中、まじ 
何も li いらなかつおのである。 « 
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「しかしねぇ、君はどういふわけで、こんな所に落ちこんだのだい。君の^を見る 
と勞働者向きには出來てない^やないか。」 

っーッシュの親切にほだされて、ヒトラァはいろいろと身の上ばなしを括してき 
かせる。中でも、ゥィ—ンの美術學梭■にはい-^そこねて、ブラッハチッッにならう 
と考へてゐるといふのを耳にすると、ハ-ーッシユは 

「フラボォ f •」 

と手を柏つた。 . 

I どうだい。 アドルフ、これから二人で.一緖に繪描の仕事をやらうぢやないか！ 

肅かるぞ L _° 

そこで二人の靑年はいろいろと話し合つた結果、ヒトラア*>*外出用としても恥し 
からぬ 一着 * >* 出來 るまで、 i としてポスターを描く、それを 持つ てハ-ー ッシユ が商 
店を廻り、同時に次の注文 も 取つて步 くと いふことになつた。 



「儲けは山分と行かう。」 

「うん、さう願へれば。」 , 

といふわけでいよいよ明日から開店である。さて、店を開いてみると、ハ II ッシ 
ユの叫んだやうには儲からなかつた：£:、とにかく、どうにか、かうにか毎日は暮せ 
るし、今までのやうに仕事場から歸つ てく ると、ぐつたりとし -C しまつて本も讀め 
なかつたときが多かつたが、そんなこともなく時間は餘つてゐるし、その上、建築 
家志望にも、今度の仕事はまんざら緣がないといふわけではなかつたので、なほさ 
ら身がいつた。 

「お父さん、それにお母さん、どうやら、僕も一人前になりさうですよ。喜んで下 
さい。」 

と大分古ぼけてきた寫眞に向つて言ふと、そのお父さんもお母さんもほ、^み、 
なほも息子を勵ますやうに見ぇるではないか。 





/ . 

15て 

ヒトラ ァは一心にポスターや繪ハガキの 原 圖を描，き、 それ がす むと 建築の硏究 を. 
する。一步、一歩*ブラッハチッッの域に近づいて—行くの だと 思 ふと嬉しくてたま. 
らない。 

「おい、パンにしないか。」 - • 

.とハニッシユに言はれて、はじめて腹の空いたことに氣がつくほどの熱中ぶ りで 
ある。をれだもんだ から、 顔*？頰ひげでとりまかれ、 髮が 首の下まで長くなつても 
一向おかまひなしであつた。もつとも、それが當時の瓷家の恰好だつたことも ある 
が、一日中、顔のことも構へなかつたといふには、パンの仕事や建築の硏究の—こ 
依然とし■て生々しい社會問題のこと* >• あ b 、 それからォーストリは どうなる だら 
う、ドィッ人は果してもとのやうな勢力を持てるやうになれるかし. k とい ふ、 い配 P 
あって、從つて、ォーストリの政治問題も硏究してゐたいらである。 


そして、ある日のこと、ヒトラァは生れてはじめて才—ストリ議會に出かけた。 
といつても、勿論そこで演說をするわけではない。た V おとなしく、無名の傍聽者 
として、オーストリの政治の一面はどういふ風に行はれてゐるかを研究したかつた 
からである。クィーンに來てから、いくど國會議事堂の建物をすばらしいと思つて 
眺めたかしらないが、いざそこへはいるとなると、議事堂の全景はありがたいと感 
じ.るほど大きくて美し-かつた。それもさうだらう。なにしろ、テオピリ•フ.オン* 
、ノンゼンといふ立派な建築家が、十年もか、つて創りあげたのだから。そして、そ 
れは二千年も前のギリシャ建築、 , i いふのは、鳥居の柱のす - C きに大きなのを石で 
作つて玄關に並べ立てるといつたやり方だが、ゥィーゾの議事堂も三つある入口が 
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その式を取り入れ - C あり、殊に中央のは前面に、ギリシャ神話で智慧の神榇とあが 
められてゐたパラスの像が槍を持つて立つ - C ゐる。さらに、屋上の四隅にはギリシ 
ヤの人馬像が、東西南北に向つてそれぞれ走.^出さ*〇として- Q るし、また同じやぅ 
な像が階段の上り口で、人々の目をひいてゐる。 

ヒトテアもいよいよ 中へはいつて、こんなギ5シヤ式の人馬像に お 目にか ゞ ると 

なんだか神々しくなつて、着物のどこかに塵でもついてはゐないかときよろきよろ 

% 

した。ところが、一度、ドアをあけて、 ォー ストリ議會といふものを目のあたりに 
見たとき、そんな氣持!6>*いつべんで吹きとんでしまひ*その代りに、大きなこ袅で 
「なんだこのざまは、それでも諸君はこのギリンヤ建築の中で政治をする資格があ 
ると 思.つ.てゐるの か！」 

と叫んでやりたいほど肚が立つた。 

礒場にはきら星のやぅに_員が並ん1:ゐる、といふ風に形容したいとごろ•か、そ 



れはまるで子供たちが、立派な議席についてみて、嬉しくなつてさかんに騷いでゐ 

, . > - 

る， M いつた光景である。大切な經濟問題が討議されてゐるといふのに、ある代議士 
が立ち上つてチ H ック語で演說をはじめると、•ホーランド語やドィッ語で彌次がと 
ぶ。それで、今度はもぅひとりの議員が立つて、.ドィッ語で演說すると、チェック 
語や、.ホ—ランド語で怒鳴るこ袅が起る°果ては'、いたづらな中學生みたいに床を 
踏みならしたりする。 \ ■ 

白髮あたまの議長が、いくら鈴を振つて / 
r 靜肅に、靜肅に！」. 

と叫んだところで何の効果もない。つひには議長がたまり兼ねて、すくつと立ち 
上り、力いつばいに鈴を m , らし出したが、それでも騷ぎはなかなかしづまらなかつ 
た。これはまるで、湫の夜に森にはいつて、いろいろな昔を立て/1鳴いてゐる虫に 
向つて r 靜まれ、■靜まれ」と命令するやぅなものだ。と考へるとヒトラァはをかし 
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くてたまらない。たうとう吹き出してしまつた。がなほょく見まはすと、こんな騷 
ぎの中で、こくりこくりとたのしさうに舟を漕いでゐる老代議士があるかと思ふと 
そのとなりでは拳固で卓を叩きながら二人が大議會の中の小さい議會をやつてゐる 
といつた有樣である。- 

ォ ー ストツの國會とも あらう ものが、どうしたわけでこんなにだらしないものと 
なつたか？この理由はまへにも書いたが、ォースト9といふ國がいろいろな民族 
の寄せ集めで出來てゐて、それを統一すベ^はすのハブスブルダ王家にもはや力が 
なくなつてゐたからである。フランス革命の「人權平等」はヨー〇ツパの國々に議 
•會政治を行はせるやうになり、そこでォースト2も、世界に名だたる議事堂を建て 
ゞ 威張つたもの ゞ 、さて議會をひら X となると、各種の.民族の代表者がそれぞれ勝 
手なことを言ふやうになつて、それが引いてはォー.ストリの命取りとなつたのだ。 

民族の爭ひはまづお國言葉を使はせろといふ形であらはれた。それまでドィツ語 




M 公用語になつてゐたのに、.ホ—ランド人は•ホーラン.ド語を使はせろ，イタリ A は 
イタリ語を、チユック人はチユック語をといつた工合に、それぞれ勝手なことを言 
ひ出す。 

その中で、最も烈しいのはチェック人のたく§んゐる•ホへミャ地方だつた。ヒト 
ラァの生れる凡そ十年も前から、そこではナェック人がのさばり出して、‘.ォースト 
リの公用語にはドイッ S 5 とチェック語を使用せょと叫びはじめる。 U かし' ボへミ 
ヤにゐるドイツ A ti 、そんなことつてあるものか、こ ゞ はもともとドイッ人が Jfe を 

V 

流して得た土地なのだから、ドイッ語一本槍で行かなくてはいけないと反對した 
ところ V 、そこは M 分にもチェック人* >* たくさんゐるのだし、クイーンの國會にあ 
つてもチ H ック黨は、ボ—ランド黨、ドイッ黨とならんで三大黨といはれたのだか. 
ら、，ホ I ランド人と握手をして、兩公用語案を通してしまふ。そして、ボへミャで 
一番大きな都の。フラーグ、そこにあるブラーグ大學でも、チェック語のクラスとド 
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イッ語のクラスに分けられるやうになる。ドイッ人は肚が立つ'1:たま， b ないが、多 
勢に無勢- C -. あるし、政府の力が弱くなつたのだから、しかた* >• ない。、 

それから十年たつて、ヒトラァが生れたころ、ちやうど皇太子殿下となられたフ 
ェルヂナンド大公は、チユック人の肩を持つて、ドイッ人を小さくならせょうと考 
へられたの/ r から、ますますたまらない。ドイッ人はォーストリの國にゐて、異民 
族のチェック人が風を切つ- C 步いてゐるのを、おもしろくないと思つてゐると、一 
九〇七年の普通選擧である。投票箱をあけてみたところが、それまで、どうにか、 
過半數を占めてゐたドイッ人の代議士が、數では勝てないことになつてしまつた。 
しかし、ドイッ人だつて、みすみす自分たちの國が取られるのを見送つてゐるゎけ 
にはゆかないから、議會でも、自分たちの意見を主張する。それでチェックの議員 
たちとのあひだに、烈しい口論がもちあがり、，果ては互ひに、議事進行の妨害をや 
るやうにまでなつた。 






ヒトラァが、生れて » i 匕め て兑 物して、笑ひ出したのもそのひとつである。もつ 
とも、もしヒトラァが千里眼だとしたら、どぅだつたらぅ。あと、五六年もすれば 
第一次世界大戦がはじまり、负けた組のォーストリ•ハンガリはそれぞれその領土 
Q 半分も削られて*あるひは •ホ I ランドに、あるひはィタリに、それから、ルーマ 
，ーァ、ユ ー ゴスラビヤに分けられてしまふ.はおろか、 ボへ ミヤにはその近くの領地 
とともにチェック人とスロパック人がチェッコ•スロバキヤ國をこさへてしまふの 
である。 ~ A 
こんなことが分つたら、勿論、笑へるものではない。しかし、たとへ、それはは 
つきりと分つてはゐなかつた： a 、 ひとりのドィッの代議士が立ち上つて、何か演說 
をはじめたとき、あんま-^'彌次が多くてょく，聞きとれなかつたので、ちょつと心配 
だつた。 

「いつたい、 今演說 してゐる人は 何黨 ですか？」 



「 ォー， •ドイツ黨ですょ。」 

「えっ。」 

「え ゞ 、御覽のとほりのていたらくでさあ。■少しまへま.では才— 〆 •ドイツといへ 
ば飛ぶ鷲を落すほどの勢ひで、したがねえ。」 . 
「へえ、そんなときも.あつたのですか, 0 

「なるほど、お見受けすればあなたはまだお若いから、昔のことは知らないのもむ 
■りはない。昔は、ドイツ人といへば誰でもォール.ドイツ黨だつたんですょ。議員 
*>* ひとり、(ホーへンツォレルン萬歲！)とかへば、滿場そのこ ii だけの合唱といつ 
たものです。思へば變り果てたものでさあ U : 

「ぢや、どうしてこんなになつたんでせう 。 J 

「さあ、どうしてですかね。 もう、 ォース トリも 終りぢやありませんか？」 
r しかし、さうなつたとして、 ォース トリのドイツ人はどうなるでせう。一 



ちやう ど、 そのとき、ヒ トラァの隣 りの 老人に代つ て 答へ るやうに、ォー少•ド 
イツ黨代議士のこ^が一段と高く 

「何れにせょ、われわれはドイツと才 I ストリとは一つにならねばならぬ。從つて 
最後に私は叫ぶ。ホーへンツ'ォレルン萬歲！」 

と言つて腰を下ろした。誰も、その萬歲のこ袅に和さうとするどころか、'耳だつ 
- C 借さうとしない。議場はやつぱり千匹の蜂がぶんぶん.飛び廻つてゐるやうな騒々 
しさである。ヒ トラ アと老人は、こんな中で 
r ドイツのために L _ 

と握手した。 

「リユーゲグ市長の クイ ー ン美化運動 も 今となつては所詮水泡に ならう。」 
老人は別れぎわにこんなことを言つた。ヒトラァが議場を出て、ふた/<び、國會 
議事堂の建物を眺めまはしたとき 
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C やあ、やつぱり立派な 建物 だなあ。しかし、それはチェック，人、ボーランド人、 

/ンガリ人、セルビ、ャ人、それからユダャ人たちをいれてゐる立•派なごみ溜なん♦た) 
と吐息をついた。それは、とりも直さす、リユーゲル市長*>世界で一番の美しい 
町こンようとしたクイーンのことにもあてはまつた。ヒトラアはこの事に考へつく 
と、そ^ではクイーンをもとどほり、ドイツのものにしようと運動した、ォール • 
ドイツ黨のシ H 1ネレル黨首と、リユーゲル市長のことを硏究してみようと決心し 
た。 

ナチスの先驅者 

昔から、いろいろ*世の中の改革といふものがあるが、よく見ると、それはかな 
らす突然に出來たものではなく、，いつも前にそれと似た小さい改革があるものであ 






る. 0 ヒ トラアはナチス黨にょつ て、 ドイツの改革をやつたが、それにもやはり手本 
といふの* >* ある。つまり、これか， b 話さぅとするシ H 1 ネレ、ルのオール•ドイツ 黨 
と、リユ I ゲルのキリスト 敎社會黨が それ だ。 

オーダ•ドイツ黨の主張する#へといふのは、ビスマ 〆 クがドイツを統一するの 
に夜も日中もなく忙しかつた時から、. K イツ人のあるものが考へてゐた。それは、 
ビスマ 〆 クが、ドイツを統一するにはォーストリを除かねばならないと言ふのに對 
し、ォーストリもドイツの中へ丸めてしまへと言ひ張つたのである。まへの方は小 
ドイツ黨とい I ひ、あとの方は大ドイツ黛といはれた。 

前にも言つた通-^、小ドイツ m の意見でもいつて、ビスマ水クはォーストリをド 
イツ聯邦の 外へ追 ひだしたが、それから、ォーストリの中にゐるスラゲ民族が、才 
•スラゲといふ考 K に目醒めて騷ぎはじめたので、ドイツ人は、殊にォースト. 
ッにゐるドイツ人はォー少•ドイツといふ考へを立て、本國のドイツを中心にして 






その他諸地にあるドイッ人が 集らう と運動しはじめる。 

'yH — ネレグはクイーンで生れて、フォンといふ貴族の稱號を持つてゐ■が、そ 
の運動に熟心となつたため、ヒトラァがまだお母さんのお腹の中にゐるころ、才— 
ストリの役人に捕つて、禁錮五ヶ月の刑を言ひ渡され、おまけに、名前から「フォ 
ン」 をとられて しまつた。しかし、 アド 火フが ょちょち 步 くやう になつた時には、 
押しも押されぬォー 〆 •ドイッ黨主となつて、それから六年ばかりといふもの黨は 
大きくなる 一方である。 

「ではどういふわけで、あつといふ間に勢力が衰へたのだらう。とにかく、-シヱー 
ネレ 〆 は貴族であつたし、それに經濟博士ぢやないか。」 . 

とヒトラアは考へる。そこでなほも本を讀んでゆくと 
(なるほど) 

と 手を柏つた。 その 手には繪具のしみがついてゐるが、その部屋はなにしろ、 
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イーンでもひよつとするとこれぐらゐ質素なところ. il ないといつたものである。 

(なるほど*フォン•シエ—ネレル先生は、學者でもあるから下情にはうといのだ 
な 0) 

と眩いた。 . . 

シ H — ネレルはドイツのホ—へンツ オレル ン王家をいた vr いて、ドイツ 民族を 一 
つにしようとし、從つて反 ユダヤを 唱へた。それから、 ドイツは ォース トリを併へ 口 
すべしと叫んだ。それはい ゞ が、その相手が金持ばかりで、貧乏人に向つ て 言つて 
聞かせようとはしなかつた。だから-町に出て大演說會を ひらかう としないで、 た 
ゞ 、議會でばかり、理想を說い てゐ る。議會がドイツ人 ばかりなら ばあるひはそれ 
でよかつたかもしれないが、實際はだんだんドイツ人が 少く なつたのだから、それ 
ではだめだつたのだ。シ H — ネレ火 が落目になつたのを挽囘しようと 考へて、カル 
V スバードの温泉場に行幸されたヵイゼルに御助けを願つたが、たとへ御聞眉に な 




つたとしても、もはや/ r めだつたのだ。ず一 〆 •ドイッの運動ははじめか、 b 、 元氣 
のい、貧乏人に呼びかけて、そこを中心としなくてはならなかつたからである。 

リユー ゲダ市長は そこへ 行くと門番の息子である。なにしろ、ひどい苦勞をした 
末、辯護士になつたのが、立身のはじまりといふのだから、貧乏人のことはょく知 
つてゐる。辯護士の店を.ひらいても、お客になつてやつてくるのは職人や貧乏人で 
彼らの味方になつてやる。 それ 故、 リユ— ゲ，が代議士の候補に立てば、そんな人 
たちが皆、(ヵール.ジユゲルさん)と書いて投票する。このやぅにして、リユ|ゲ 
ルのキリスト敎社會黨はさかんになつて行つた。彼は五十四歲でゥイーンの市長に 
なり、それから十年といふもの、電氣、ガス、鐵道といつた近代設備をクイ-*ンに 
導きいれて、世界第一の都にしょぅと努力した名市長だけあつて 
「ゥイ ーンはォーストリの心臓である。」 

と考へた。そこで、キリスト敎社會黨の理想も、クイーンに活氣を與へて、その 




ff しい 血を ォース トリの隅々 まで行き渡らせることにあつた。そして、 クイ— ンが 
元氣ょく鼓動するには、市民はみんなキジ スト 敎を 中心に して 集り、ドイッ人も、 
チェック人もそれぞれあまぅ我儘を言つてはならぬ。なせならば各民族の協力 こそ 
ゥイーンを 救へるからで あると 主張した。 

I 各民族の協力だつて！そんなことが實現出來るか しら0」 

- 

ヒト ラァは堂々と立つてゐる クイ— ンの議事堂の內部 のこと を思ひ出して、 べつ 
と 唾を吐きた くな つた。 でも、心からいふと、 1 义ユ—ゲ ，市長の 暖かさ、 殊に 哉 人 
や貧乏人に味方したところが好きである 。それから-頭からいふと-シユーネレレ 
のォール•ドイッの理想* >• 何ょり氣持にあつてゐる。 

クイーンにやつて來て、まづ、赤の勞働組合に肚を立てた。それから社會民主黨 
のから . <，〇が分つて、そいつ* >* 憎らしくな つた。 さらに.黑幕にあつ て、それをあ 
やつるのみか、クイーンの町を腐敗させ? L ユダャ人を一生の 敵と考へた。また、そ 




のユタャ人にょつてまとま力のなくなつた議#人にも肚が立つた。ドイッ人を押へ 
つけて、のさばつてゐるチェック人も氣に食はなかつた。クイーンに住んでゐるヒ 
トラ ァは、それこそまさに八方塞りといつてい、ところで、たつたひと所、見晴ら 
しのきくところは、シ H — ネレルとリユ—ゲダのゐるところだつた。 

しかし、それも才 —〆 •ドイッ 黨は問もなく姿を消してしま ふ。 リユー ゲル 市長 
も、 クイ— ンの市長を止めてから三年ばかりで死んでしまつた。ちやうど、それは 
一九一〇年の三月のことで、 も うぢきクイーンの森がいつせいに若返つ て、 市民た 
ちを呼びょせょうといふときで ある。 市民は喪章をつけて、悲しみの顔を並べ、 ま 
た戶毎に弔旗がうなだれてゐる中を、故ゥイーン市長の柩を先頭にした長い行列が 
しづしづと、市廳から あら はれて、輪狀大路の方へ向つて行つた。 ヒトラァも それ 
を見送る市民の あ ひだに立つて、十字を切つたが、行列が見ぇなくなると 
「これは、ちやうどクイー 〆 の町そのもの ゞ 葬式にちがひない。どんな偉い人物が 
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4らはれたつて、クイーンは救へなかつたんだ。もし、 リユー ゲダ市畏が ドイツに 
生れたら、働き甲斐があつたらうに、惜しい ことを した もの だ.'」 

こんなことを眩いた。 

これまでの うち ■最も偉大なドイツ人市長といつて ヒト ラァが尊敬してゐたジロ 
1ゲダがゐなくなつたから、それ •&•■ や、さつそく、いやな クイー ンをとび出して、 
ドイツへ歸つたか、といふと、 さう ではない。きつと神樣が 、ヒトラ ァにもつと試 
練を與へて、のちのち、ドイツのために立ち上せるため、なほ二年といふ 月日を、 
ゥイ—ンの花の下で、せつせと働いてゐる虫にしておかれたのだらう。しかし、そ 
の頃、バダヵン半島にそろそろ風雲が急になつて、やが- C はョーロツパ全土の嵐と 
なる氣色がきざし - C ゐた。をして、 ヒトラ ァは、ドイツのために、 ゥイー ンのとき 
から握つてゐた繪筆を投げて、この凰の中へとびこんだのだから、どうしても\ル 
ヵンの風雲とはどんなものか述べなくてはならない。 



ョ丨ロッバの火藥庫 

古來から、バルカン半島は ョー ロッパの噴火山とか、火 藥庫 といはれて*るが、 
- V れはどういふわけだらう。 

ちょつと、3丨0ッパの地阓をひらいてみてもそのわけはすぐ頷ける。だいたい 
3— ロ ッバ 大陸には、スカンデナビヤ半島、 ィべ リヤ半島、それからィタ リ 半島、 
それにバルカン半島と四つの大きな半島が海に向つて伸び- C ゐる。その中で、アジ 
ア大陸にちょつと股をひろげれば片足を下ろせさうな 位 S にあるのがバルカン半島 
だ。 

そしてさきの 三つの半島が、ひとつか二つの國しか持つてゐないのに、バグカン 
ときたら、ヒト ラアが鞄ひとつ持つてゥィ—ンに上つた頃には、八つの國に分けら 
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れてゐ る。 つまり 半島の突端にあつて、昔から地中海の潮風を浴びて がんばつてゐ 
るギジシャ。 一時ほど大きくはないが、自國か らボス .ホ ラス、ダ I ダネ 〆 スの二つ 
の海峽で つなげて、ギジシャの 北にすうつ と割りこんでゐるトルコ。さらに卜 〆 コ 
.の 北にはブル ガジャ、 セダ ビャ、モンテネグロがあり、 一番 奧のル —マ, ーャはロシ 
アとブルガタヤの あひだには さまつてゐる。ィタジ— とは アド9ヤ海で向ひへ n つて 
ゐる國 に、 モンテネグロ、それから、才—ストジ•ハンガリがそのアドジヤ海 こ m 
たがつ てゐるのを 邪魔し - C ゐる やうな、 ボスーーャ、ヘルッェゴビナのトッコ 領があ 
る0 

これらの小さい 國が仲ょ くしてゐるのならい ゞ が、何かといふと、忽ち 角を立て 
る。 しかも •いづれの小國も一人 立ちは 出來な いで、どこかの 强國 にすがらなけれ 
ばならぬといふの Yr から、バルカンの 國 々にちょつとでも戰爭の火の手が あがれば 
どつとばかり に、ョー ロッパの强國が 馳せ參 することが分るだらう。この强國 と、， 



ふのが、一方ではロシアであり、もう一方ではォーストリ.ハンガリとその後ろ立 
になつてゐるドイツである。 

一八二七 年に、ロシアはイギリス、フランスと共同して、パ 〆 カンの王といつて 
威張つ - C ゐたトルコを敗り、ギリシャを獨立させた。それから、凡そ五十年たつて 
X〆 カン王の冠がやうやく傾き、トルコ領のボス-ーャとへ火ッ H ゴビナにスラ，ゥ人 
の 叛亂が 起きると、このときとばかり p シアは立ちあ* >• つて、有名な露土戰爭とな 
つた。その 結果 ロシアは大勝して、それまでトル n の治下にあつたスラ•ク系の民族 
に、セルビャ、モンテネグロの二國をつくらせる。また、同じくトルコ領であつた 
メグ ガジャ 人の 土地に、スラグ系の ブ ダガジャ公國を立て ゞ やる。かうして、ロシ 
アはバルカン半島を大ロシア主義の旗の下になびかせょうとした。ところが、ロシ 
アがバ火カンから地中海へ出るやうになつたら、せつかくスエズ運河が出來て、地 
中海からインドへと近道がひらけたのも、いつ追はぎが出るやうになるかもしれな 

一七三 
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い、これはうつかりしてはゐられないと考へたのがィ♦キリス。それに加つて、その 
戰爭には自分の國も兵隊を出してゐるし、この機會を失つたら、いつ海へ出られる 
か分らないと考へたのがォーストリ。この二つの國が主となつて、大 TI シア主義の 
あばれまは らうと するのを押へ、ォーストリは、ボス-ーャとへルッユゴピナの行政 
は 任せてもらうぞと P シアに 約朿 させた。 

これが 一八 七八年のベルリン條約のひとつで、ロシアはせつかくトルコに大勝し 
ながら、 もう 少しといふところで凍らない海に出ることが出來なかつた。そこで、 
苦んで考へ出したのが、東アジアの遼東半島へ、向つていつたらどうかといふので 
ある。こんなわけで、のこのこと出て來た' P シアの熊は日本軍にょつてひどい目に 
あつて、また雪の山へ引返さなくてはならなかつた。 

これを隣りで眺めてゐたォース.トリは、これはい ゞ 機會だと手を叩く。はじめか 
ら 、ボス-1 ャと ヘルッェゴビナは自分の領地にしたくてたまらなかつたのだが、う 




つかり、そんなことを言ひだした，ら、トル '=, が反對して、どう騷ぎ出すかも分らな 
い。ひい- C は、そんなことで、ロシアが.さらに手を伸して くる かもしれたものでは 
ない。それに國內のドィッ人がそれでなくても、スラゲ民族のわがもの顔に肚を立 
て、ゐるのに、もしその人數が併合にょつて，、いつぺんにふぇたら何といつて騷ぐ 
だらう。それやこれやで、委任管治といふことにして、一時を過ごしてゐたのだが 
ョーロッパの强國ロシアは日本に大敗して、當分もう戰爭は出ない。おまけに、も 
との持主であるトルコに靑年トダコ m といふのが起つて、國の中がごたごたしてゐ 
るから、これまた外に事を構へる氣力がない。それにォーストリ國內では、セ 〆 ビ 
ャ人やクロアート人が團結して「セルビャ國に行かう」といふ運動をやりだしたの 
.だから、ぐづぐづしてゐると大へんなことになる。 

一九〇八年十月、こんなわけで突然、ォーストジ•ハンガリ國はボスニャ、ヘル 
ッ H ゴビナを併合すると發表した。トルコは大不満である。〇シアは勿論かんかん 

一七.五 
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になつて怒る C 同盟國のフランス、ィギリスもおもしろくないと考 へたが、 どうこ 
もしかたがない。 結局、 ォーストタと戰さをしょうといきまいてゐるセルピヤの 11 
をな だめて、兩州併合を 承認させることにした。それで、とにかく事は治つた•>、 
その當時、セ 〆 ビヤ國のパシッチ首相*？ 

「セルビヤは 國際會議に訴へて みても、何も得るところがないから、そんなことょ 
しない。 また、戰爭を やるにしても、どこの國も助けてくれないから、それもしな 
い。しかし、ボス-ーヤ、ヘルッェゴビナはいつまでたつても、なほらないォデキで 
# ある r 」 

と言つたとほ&、このォデキをひきうけた才 1 ストリ は、徽菌がこ i からはいつ 
て、 つひに亡んでしまふのである。 

ヒトラァがォーストソ國內のスラ*ク族は、どうしてかうも勢ひをまして行くのだ 
らうかと思つて、調べたところはこんなものだつた。 
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「こいつは、いつかきつとセルビャがォ ー スト®'に仇をとるにちがひないぞ。」 
とそんな ことが ぼんやりと 考へられた* >* 

「いや、しかしフエ.ルデナンド大公は大のスラゲびいきでゐられるから、そんなこ 
とも あるまい0」 

と考へ直した。 

愛するリユ ー ゲダ市長* >* なくなつてからも、 ヒト ラァは クィー ンにとまつて、こ 
つこつと•ホスタ1などを描い'1;ゐる。もぅハニッシユと一緖にやつてゆかないで、 
自分で、いろいろな商店やら、方々の新聞社に持つてゆ X 。すると、そここ、で、 
世間話などがもち出されるが 
「いょいょ、バグヵン戰爭がはじまりますかね。」 

「日露戰爭が終つてからまだ六年にもならないのに、また戰爭ですか？」 

など、いふ話がだんだん多くなる。 

一七七 








一七八 

といふのは、この頃、トルコの靑年トルコ黨がマホメット五世をいた C いて、大 
いに昔のトルコの國威を囘復しようと企て ゞ ゐた。それはよかつたのだが、パ，力 
ン半島のトルコ領にゐる各民族をすべてトルコ化しようとしたのだから、昔からそ 
こにゐて獨立したがつ - C ゐるアルバ-ーャ人がまづ反亂を起す。それから、マヶド-一 
アのギリ,.シャ人、ズルガリャ人、セルビャ人を押へようとして、トルコ入をたくさ 
ん割^'こませたのだから、彼らは怒つてトルコ人と喧嘩をする。それでブルガソャ 
人の凡そ百八十人ばかりが虐殺されたのみか、セグビャ人の數百名といふものが、 
トルコ兵に怪我をさせられたり、.誘拐されたりした。 

いくら 小嵐といつてもこれではだまつてゐられない。そこ e 、 ブルガリャは さつ 
そくトルコに戰ひを開かうとする。 ギジ ' y ャ ももともと トルコに恨み* >* あるから、 
♦フルガリャに味方する。また、セルビャがそれ， b と結んで立ち上るのももつともだ 
が、'こ、に、モンテネグロも、卜 〆 コ討つべしといつて同盟に加つたのは、ォース 




，トリが•ホス-ーヤとへ，ッ H ゴビナを併合したとき、同民族の悲しみ そこに ありと、 
攻守同盟みたいなものをセ 〆 ビヤと結んだからである。 

こんなとき、ちやうど一九一一年九月のこと、ア.フリカの北でイタジがトルコと 
戰爭をはじめた。なにしろ、トルコはまへにロシアに敗れたが•それ - t » もなほ强い 
といはれてゐたから 

「これで、イタリがトリ。 ホリ にて(北アフリカにあつて、今のイタ タ領リ ビヤにあ 
る町)大勝ときたら、おさまりがつきませんょ L _° 

と クイ f ンの人々は噂してゐた。 • 

ヒ トラア.はこん な話を聞くと居ても立つて もゐら れないやうな氣がしてた まらな 
い。なせといつて、もし、 トリ.ホリで卜 〆 n が負けたら、いつせいに反卜，コ同盟 
軍が立ち上るにちがひない。そして同盟軍がトルコを敗つたら、どうなるだらう。 
セダビヤ人はじめスラ*ゥ民族の意氣は大いにあがつて、ォーストリ內のスラグ人も 





ドイツ人なんかに負けてたまるものかとますます結束を固くする。 

(ォースト9はォモチャの積木•た。いつ、風が吹いて、すつかりくづれるか分らな 
いと思つたが、それも目のまへにせまつて來たやうだ。僕はぢつとし'^はゐられな 
い。僕たちドイツ人はどうなつてゆくだらう。あ ゞ 、祖國ドイツょ、なせ僕たちを 

救つてくれないのか。ォーストリをドイツが併合したら . うん、そんなものは待 

つてはゐられない。ょし、それでは、僕が出かけてドイ•ツに合併するぞ。 ) 

つひに、ヒトラァはドイツに行くことに決心した。それもドイツの有名な畫家ァ 
ルブレヒト•デュラァなどの維が見られる、そし‘て美しいドイツ建築の眺められる 
古い町ミュンヘンへ行くのである。 






一九一二年の春•やうやくヒトラアはドイツで四番目に大きいミュンヘンの町 »; 
やつて來た。それはクイー 〆 など、ちがつて、どこの土地から來たか分らぬやうな 
人間なんかひとうもゐない。み./1,な肚からたのしさうなドイツ語の發音を澄んだ高 
原の町の空氣にひ Sr かせてゐる。そこへもつ- C きて、そのドイツ語たるや、ヒトラ 
ア *>* 生れたところのブラクナゥ Eb とほとんどかはりがないのだからますます偸^ 
である。 

それにまた、ミュンヘンの町を飾つてゐる大寺院や、博物館、パイュ火ン王國の 
宮殿といつた美しい建物は、寫眞や繪などによつてよく知つ- C ゐたから、久しぶり 
で歸つて來たところのやうだ。そして、それらの建物にうつとりとした目をちよつ 
i でもそらすと、ドイツのアグブスの山々が、萬年雪をいた Sr いて、あるひは塔の 
やうに、あるひは锅のやうに、目にはいつてくる。それこそ、祖國ドイツのいつま 
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で たつても變らぬ 姿を物語つ てゐる ものではないか！ 

ヒト ラアは 、しもかるく 

「ミュンヘンを見ない者はドィッを語ることは出來ない。ミュンヘンを見ない者は 
ドィッの藝術を語ることは出來ない。」 . 

など、いふ古い言葉をつぶやきながら街を歩いて a る。ときどき、ビャ ホー ガの 
まへに出ると、そこから-世界一のい、 ビー 〆 と評判をとつた ミュンヘン •ビ 1 ル 
で元氣をつけた市民たちの暢氣な叫び *>* 聞ぇてくる。 

「たのしい町だなぁ」 

とヒトラ ァは思はす叫んだ。しかし、 こ、 でも、 彼が ポスタ I や誕生日の ヵード 
を描いたぅ、建築製圖を引いたりして暮す生活はちつとも樂ではなかつた。 それで 
も、いつか、このたのしいミュンヘンで成功す る ことを考へると、パンの苦しみな 
んかなんでもない。 


だから、もし、世界がすうつと平和だつたら、きつと、アドルフ•ヒトラアとい 
ふ立派な建築家がひとり出來あがつたわけだらうが、ヒトラアが、ミュンヘンにや 
つてきたその年のうちに第一次パ，カン戦爭*>はじまつて、ョーロッパ各國の市民 
たちを r ょつとさせる。ィタリに负けたトルコの弱いことが分つたので、まへに言 
つたバグカンの四國が立ち上つたの.だ。そして一九二一一年の五月、卜 〆 n はまたさ 
んざんに^-けてしまふ。それで戰爭はすんだかと思ふと、こんどは勝つた同志のあ 
ひだに土地の分配でもめごとが起り、その年のうちに、ギリシャ、セルビャ、モン 
>アネグロ、それから,丨マ_|ャが四方からブグガリャを攻擊して、たちまちブル.ガ 
リャが降參した。これ!& >* 第二次バグカン戰爭といふのだが、まへに負けた卜 〆 3、 
それからあとに敗れたブルガリャは兩方ともドィッに親しい.國である。いは V ドィ 
ッ側が小さくなつて、そのかはりに同じスラゲ族の P シア 側が榮ぇやうといふのだ 
から、ヒトラアは建築の本ばかり勉强してゐるわけにはゆかなかつた。 
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「ドィッはこんな弱い國ばかりと握手してゐて、それでい ゞ のだらうか？ いつた 
い同盟とはどんな意味を持つたことだらう。」 

といつたわけで、外交のことを書いた書物などを仕事机の上にひろげるやうにな 
る。そんな本を五六册も讀まないうちに 

ィ、自分の國が他の國と同盟を結ぶのは、さうすれば自分の國の前途が安全にな 
ると考へるからである。 

口、また他の國にとつても同樣である。 

ハ、つまり、同盟といふのは(與へて、貰ふ)もので あり、 (貫つて、與 へる)も. 
のなのだ。 

こんなことがたちまち分ると、さあ、 ォーストリの； とが心配で たまらない。そ 
の頃、5エンヘンのビャホールでは、市民たちが、晚かれ、はやかれ戰爭はやつて. 
くるものと して わいわい さはいでゐ る。 






I なにしろ、セルビヤは二度戰爭に勝〇て、得意になつてゐるか らな. あ c 」 

「さうだとも、ボスーーヤの仇を取らうと •才 f ス トリを ねらつ て， Q る わけだ Of 
「さうなるとロシアとォース トリの 戰爭だね OJ 
「うん、ドイツとロシアの戰爭だ。」 

「いや、正確に言ふと、ドイツ、ォーストタ、それから、 イタジ の三國同盟對ロシ 
ア、フランス、イギジスの三國同盟の戰ひだょ。」 

「ぢや、 mlb ツパ戰爭ぢやないか。」 

「勿論！そして、敵國のやつらはョーロツバの三方から、わがドイツを包圍して 
首でもしめょうといふんだらう*>*、どつこい、さうはさせないさ。ドイツには地中 
海に捏 b 拳をつき出し- CS るイタリがついてゐるし、それに大國ォ ー スト リがロ シ 
アを睨んでゐる からな」 

ヒトラアはこんなことをしやべつてゐる連中のなかへ、思はす大ご袅を立て、割 

一八五 








「いや"ちょつと待つ て 下さい。その才 1 ストリは P シアを 腕んでゐるので なくて 
0シアに晩まれてゐるんだと言ひ直さなくてはなりませ„;>0」 

「ぇつ、睨まれて ゐる つて、それは何故だ。」 

「それは、つま^'、僕はつい最近までォーストジで暮して、とぅとぅ、愛 it をつか 
し - C こ ゞ へやつて來たのですが' ォー ストリぢ や、誰だつて、それが瓦解するつて 
考へてゐるのですょ1_ 

「でたらめを言つてはいかん。ォーストリはドイツ民族の立派な國ぢやないか。そ 
れが亡ぶなんてもつての外だ。」 

「いや、それがあなたは實情を知らないからです。ドイツ人の國だな んて 、と， A / で 
もない。才—ストリの半分は、まさにロシアの屬國になつて ゐる のぢや ありま亡ん 
か。ためしにゥイーンの議會のことを考へてごらんなさい。ドイツ人の議員は全豊 




の半分も a ないのですよ。その議會 *>- ドィッのためにロシアと戰ふべしと議決する 
と思ひますか？」 . 

「ぅ I む。」 

頭から 湯氣を 立てさぅに怒つた人たちも、ヒトラアに痛いところをつ ゞ こまれる 
と、 考へないわけに行かなかつた。 ところがこんなと ころへ、世界を上を下への大 
さはぎにした 最初の 一報がとびこんで來た。 

ォーストリ皇 It フエ，デナンド大公暗殺ざる 
一九一四年六月二十八日、大公殿下並に同妃殿下はボス-ーアに於けるォー 
ストリ國軍の大演習を御統監あそばされるべくサラ H ゲォ市に御成りの折 
一兇漢の狙墼に•あひ、御落命あそばされた。犯人はすぐ逮捕され、目下訊 
問中である。 

一八七 






この號外を手にした3— ロッ パの國民たちは ハッと した。 
「これはひよつ i すると戰爭だわい。」 




ヒトラ アの出征 
世界大戰 はじまる 

「これはいょいょ戰爭だ！」 

ミュンヘンの町がこんな叫びにあふれたとき、勿論ヒトラァも、戦#になると考 
へた。しかしふと 

「もし、フエ.ルデナンド大公の下手人が ドィッ 學生だとしたら……それも あり 得る 
こと*た . どぅなるだらぅ。1_ 

といふ想像がわいてくる。ところが、ボスーーヤからやつてきた第二報でもつて、 

ヒトラァの獨言はふきとばされ- C しまふ。犯人はセ，ビヤ學生で、その外にも五六 
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人あり、セダビヤの官吏までぶくまれ - C ゐるといふのだから、ミュンヘン市民の 
「今日は」といふ挨拶が、そこで . 

「これから戰爭ですね3」 

といふのにかはる。 

「セ 〆 ビヤ側ではフエ 〆 デナンド大公がセルビヤの戰勝記念日に、うらみのボス ,I 
ヤで大演習^みそ^はさうと^されたのかいけ^いといふもの^ >* ありますよ」 
「よくそんなことが言へますね。怪しからんぢやありませんか。かうなつた以上、 
もう斷然セ X ビヤ膺懲すべしです。一 

「しかし」とヒトラアはこの會話の仲間にはいつて「私もそれに餐成ですが、才— 
ストリが戰爭をはじめるので、私はほつとしてゐるのです。これ ;&>* ドィッからはじ 
めれば、ォースネリ國內のスラゲ族は何といひ出すか分りませんからね-'」 

「そして、ドィッはつひに0シアを叩くつてわけですね ,. 0 I 



市民たちはかう言つ て、 勇氣 りんりんとしながら 開戦の報せ を 待つ てゐた。 

一方、 ォー スト リ國民の あひだには、 セ，ビヤ打つべしの叫びが あがる。セル ビ 
ヤ 人の 議員* >* なぐられる。セルビヤ公使館が彼らによつ て石を 投げこまれる。セグ 
ビヤ 政府は ォースト 9人の脅迫狀を 何十 通 か受けとる。ォース トリの 國內はこんな 
風に上を下への 大騷ぎな ので、 政府も時日を 延ばしても ゐられないから、 ドイッと 
も打ち合せて、いよいよセルビヤをこらしめることになり、七月二十 三日と いふ日 
に最後通牒をセルビヤの首府べダグラードに送つた。 

かうなるだらうと待つてゐたセルビヤ政府は、さつ そく ロシアの助けを哀訴す 
るそれ力ら イキ リスに向つ - C オーストリを弓きこまして^^れと嘆願 t る。そ 
こで、ロシアとイギリスは、フランスやイタリを誘ひ、それから ドイツにも 話を し 
■て、ヨ ー ロッパの强國のまとまつた意見を つくり1) げ、それでもつて、ォース トリ 
を引き下らせようとかけづ - CV まはる。 
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1九-一 

しかし、ドイッとしたら、前々から、イギリス、フランス、ロシアの 三國が握手 
して、だんだんと、いはゆる r 鐵の 輪」 をもつてドイッを締めつけょ-うとして a る 
のを知つてゐるから、.今こ ゞ で、うつかり、イギリス や ロシアの相談にのつたら、 
あとでどういふことになるか知れた ?>• のでない。いつそ、今こを、セダビヤ對ォー 
ストリの喧嘩を機會にして、その「鐵の輪」にがんと一擊加へてやるはうがい、。 
と考へたので、イギリスがあるひはロシア、ドイツ、フランス、イタリの、あるひ 
.はロシアを除いて、イギリス、ドイツ、フランス、イタリの四國會議に誘つたのを 
みんな斷つた。、 

この間に、ベルグラ—ドに駐在してゐる+ — スト®'•ハンガリ國公使は、二十五 
日、セービヤ首相兼外相のパシッチから、囘答を受けとると、それとかねて本國か 
ら來てゐた訓令とを引き合はした上、パシッチ首相が歸つてから五六分とた ゞ ない 
うちに、國交斷絕の公文をセルビヤの外務省に送つたのである。それから、三十二 



分たつたのち、公使館を た ゞ んだ 才—ス トリ. ハン ガリ公使が ベ火ダラードの停車 
場に あら はれた。 

國交斷絕のしらせがべ 〆 ダラードからベテルスヅ火ダにとぶと、ロシアの外務大 
.臣の サゾノフは びつ くりして 
「今度 こそ 戰爭で す。あ ゞ 、恐しいことになつた。」 

とフランス 大使のパ V ォローグに 叫ぶ。 自分たちのはぅから、いは V :戰爭をしか 
けておいて、 今更、 恐しいも聞いて呆れる が、 それから二日後、といふと、一九一 
四年七月二十八日、いょいょ、ォーストリはセルピャに宣戦を布吿して、.べググラ 
•■ド 攻擊の火ぶ たを 切つた。 

これを 見た ロシアは 三十日、十六個 軍 W を動員し、翌三十一 日には、 ロシア 軍に 
總動員令が下る。 その 動員を 中止しろと、 最後通牒を 口.シアに送つたのち、八月一 
B 、 つひにドィツは立ち、 ロ シアに宣戰をする。 

一九 1 U 



1 九四 

i 

同日、フランスと ベルギ ー は 動員した。 

越えて同月晉、前からロシアと 行動を共にすると聲明してゐたフランスに多し 
，トイツ— 戰 する。 それとともに、二 T が ドイツ 軍の iT 領通過を拒絕し 
.たので、 ドイツ 軍はベダギーに雪崩をぅつて進擊した。 

四日、ドイツ V 、へ VTS 戰布吿すると、イギリスは今さら手遲£なつた、 

.•へル ギ ー の中立を尊重せょと いふ最後通牒を出したり あは- C ゞ 「イギリス t - イ 

ツと 戰爭狀態に入れり」など、宣言した。 

つ、で六日、才—ストリが ロシアに宣戰 すると、 それを眞似したやぅにセ C 

ヤがドイツに 宣戰布告をする。 

それからのち、しばらくして、十月 二十 九日、 トニ艦隊は、 5 アの黑 海沿岸 
を砲擊し、ロシアの 軍艦一隻を沈めた。それが とりも 直さす ドイツの味方に立つこ 
と、 なつ.こ。卜〉コ が どちら 側に つく かは各國の注視の的と なつてゐたが、さきに 




卜， nf 注文した軍艦二隻を狡いイギソスが何とかかんとか言つてつひに引渡さな 
かつたことが、イギリス側に及向ふ動機となつたわけだ。 

トルコが、ドイツ•側になつてから凡そ一年ののちブルガリ ャも 味方—0なつた。 

これでドイツとォーストリの味方はトルコとブグガリャとなつたが、これに對し 
敵にまはつた國はちょつと數へ切れないくらゐ次々にドイツ側に宣戦する。. 

もともとドイツ、ォースト ジ と三國同盟を結んで ゐたイダ ジが ォース トリに 於け 
る失地囘復問題. で、イギ ジス側に立つ て 參戰 したのを はじめと して、 火 1 マ,ーャ、 
それから 大西徉をへだてたアメリカ、-パナマ、キユパ、ブラジル、グアテマラ、.-一 
カラガ、コスタリカ、ハイチといつた中南米の國々、さらに日本、支那、シャムと： 
いふ 東アジアの 國 々が 加り、. ナライエボの 三發のビス トルの 彈が、かぅ して 地求上. 
の國 々を あげた 世界戰爭となつた。 

1九五 




一九六 

いょい X 開戰だ！ 

« . 

ドィッの 町々では、若い者が軍服にきりつと身を固めて元氣ょく戦場に向つた。 
それを送る人々は手に手にドィッの三色旗を振りながら 
「勝つて歸つて來い。お前の未來の花嫁がそれを祈つて待つてゐる。」 

と口々に叫んだ。東へ行く汽車も兵隊でいつぱい•たつた。西へ行く汽車も兵隊の 
顏が 鈴 ^〕 こつた。 小さい村の人々は*夜中、ふと、，勇しく走つてゆく軍馬の蹄の音 
に目を覺して、床の上に起きあ *>* り、 十字.を，切つた。 

ヒトラァが宣戰布吿の號外を見付けたのは、ミュンヘンのとある電信柱の下に集 
つ^、いは' C さ ゞ やかな集#に加はつたときである。床屋のおぢさん も、 パン屋の 
小晳も、そ^から會社員も 



「いよい.よやりましたね！」 

と互ひに顔を見合せる。 

「さうです。これ 以上、 ドイツは默つてゐることは出來ませんからね 。I 
とヒトラァが思はす力むと、みんなは 
「さうだ、さう だ！」 

と賛成した。 

「そしてまた、今こそ大ビスマ火クが始めた大ド イツ 建設完成のい、機會です よ。」 
ヒトラァはかう叫ぶと、ぢつとし - C はゐられなくなつたので、みんなが「，賛成、 
賛成」といつてゐる聲をあとにし、廣場の群集に向つてかけ出した。前にも話した 
*>*、子供の時から、戰爭が好きで、いつかは祖國のために身も心もなけうつてみた 
いと考へてゐたのだから、 人一倍、 勇み立つたのも無理がない。 

そこで八月三日、ドイツがフランスに官 I 戦したとき、いよいよた まらなくな つて 




一九八 

當時の ，； i \ 望 ドゥ イツ ヒ 三世陛下あてに出征願書 S 呈し た。 

「謹ん 己里下に申上げます。不肖こと御領下ミユンヘンに住むつまら®繪报きでご 
ざい— が、 血の正しいドイツ人である こと、 ドイツの國のためには f れを 
いとは Q ことは神— ？申し上げられ—。過日、不肯こと才1ス5國籍 f 
るにょり、才 i 5領、ザ\ツブベタに i 兵検査を受け、不幸にも不合格とな 
つたもので.ございますが、只今は當時とは比較にならぬほど强 S ?、 また、此 
の度の—危急—へにして何者にも不 SS © 愛に f る、 S ? ものでござ 
います。 何卒、御慈悲 t つて、陛下の一兵に加へられまするやう、こ、に伏して 
お願ひ申します。云々」 

これを讀んで、係官もきつと S したのだらう、ヒトラアのところへはその煞日 
許可書が下うた。 f る手でその封筒を切ると、希望どほり「バイエルン聯隊に卽 
刻出頭せょ」とある。 




「あ ゞ 、神よ！」 

と叫んだが、そのあと*>續かなかつた。あんま b 嬉しかつたので、立つ1;ゐる ，V 
とも出來なかつた。しばらくしたのち、氣がつくと許可書を握つたま、、床の上で 
土下座をしてゐるではないか。 

「よし、いつまでかぅもしてゐられぬ。」 

叫ぶと心も輕く立ち上ると、繪筆を銃劍に持ちかへるために家をとび出した。 
そして五六日もたてば、豫備步兵第十六聯隊の立派な新兵である。仲間といふと 
ヒトラァみたいな志願兵と、それから豫備兵で、髭を生やした大人もゐれば、十六 
七の少年もゐる。それが並んで、 點呼 をぅける と、 みんな 元氣 よく返事をした。そ 
の 後 

「ハンス•ヶーラァ、おまへの元の商賣は何か？」 

と下士官が質問する。 

1九九 
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「はつ、肉屋であります。」 

.「さうか。すると、今度は銃だけ道具がふぇたわけ/ :* な。」 

「さうであります L _ 

みんなは口を開いて笑つた。こんな工合にして、 ひとりひとり 聞いてまはつた末 
つひに ヒトラ アの番になる。 

「アド火フ•ヒトラア、おまへのは何か？」 

「はつ、廣告圖案であります。」 
r 廣吿圖案といふと、つまり繪描の部類か？」 

「はつ、 さう であ^'ます。」 

「さう か。今度の繪筆は少々重いな。なにしろ、彈がとびだす筆である。おまへ大 
丈夫か？」 

「はつ、自分は大丈夫であります。早く、新しい筆で描かして下さい〇」 






兵隊たちはへ我意を得たり)とばか^'にハツハと笑ひこけた。そしてこの銃で 
敵を擊つ練習をし？、いくら步いてもへたばらないやうに行'^の演習をやらされ 
た。 

ちやうど、この頃、イギリスのロゾドンでも、このやうな若い愛國者たち*かホー 
ス.ゴ I 練兵場に出來5ラツクに押しかけ V 、をのまはり S のや•うにたかり 
ながら、キツチナ—軍に參加するため我先きにと名前を登錄してゐる。イギリスは 
もともと、戰爭&ると志願兵を募集した©•たから、そ S 當りまへ容、フラン 

スのパリでも、をれからロシアのベテルスブ 〆 ダで も、 ドイツのベ 〆 タンやミユン 
ヘンのやうに、それぞれ若者が祖國のために兵隊を志願したのである。 

A 月一日、ドイツとこれらの國と戰ひがはじまると、なにしろ、ドイツ軍は 
「フランス兵を山鶉のやうに潰し - C しまふだらう。」 

と世界の國々に評判されてゐたし、またシユリ*-フェンといふ偉い作戰家が出 - C 
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ヨー B ツバ戦にはあらかじめ戰略を立て ゞ おいたのだから-向 ふところ敵なしとい 
ふ狀である。ドイッの大本營は、つぎつぎに、ドイッ軍の大戦果を發表して、 それ 
で落着きはらつたものである。 

八月十一日、わが ドイッ 軍はベルギー領 リエージュを 占領せり。 (西部戰線) 

八月十七 日、イギリス陵軍 フランス 領に上隍す。 されど、 わが軍の大進擊にょ& 
ペルギー 政府は 首府 ブリュッセ，を捨て、 アン トワーブに逃亡せり。(西部戰線)' 
八月 二十日、 わがドイッ精銳部隊はつひにブリュッセルに入城せ bo (西部戰線) 
八月二十九日、ヒンデンブルダ將軍の指揮せるわが第 八 軍! 1 は、東ブロ1/ヤの夕 
ンネンペルクに 於て、 サムソノフ將軍麾下の P シア第二 軍を全滅せ，〇〇 ( 東部戰線) ' 
八月 三十一日* わが軍はイギリス、 フランス 聯合軍を攻擊 し、フランス 領アミア 
ンとゲュルダンを 結ぶ 一線に進攻し、目下急追中なり。(西部戰線) 

九月三日、わが精銳は， キーブ 、シ ヤトオ.チェリを抜き、さらにマルヌ渡>可，へ成. 






.功し、 パリまで 餘す ところ 四十 キロの 地點を猛攻中なり。 フランス 政府はパリを逃 
亡し、•ホ 〆 ドォに移れり。(西部戰線) 

こんな華々しい勝利の公表があるたびに、リスト聯隊の若者たちはやきもきし 
.た。 つまり、リスト 聯隊長の下に あるヒトラァ たちは 口々 に 
「早く、戰爭に行かないと、パリが陷落し'1;しまふ。さうなれば戰爭は終りだから 
なあ。僕たちはいつやつてもらへるのだらう。この腕が鳴つ- t : るよう こ 

と言つて平手打ちのい ゞ 音を立て、ゐる。 

..十月半ば、いよいよリスト聯隊に出動命令* >* 下つた。兵隊たちは三ヶ月ぐらゐし 
.か敎練をしてゐないが、胸は勇氣でふくらんでゐる。彼らは足音高く行進して、軍 
用列車へ乘りこんだ。もう行先は分つてゐる。誰が書いたのか知らないが、ヒトラ 
ァは、ひとつの貨物車、といつてもそれに兵隊たちが詰めこまれるのであるが、そ 





11 〇四 

r リエージユを越ぇて、パソへ乘りこむ。 ドイツ 萬 歲！」 

と 白墨で大きく書いて あるのを 發見したとき、感激の拳に ぐつと、レを摑まれた。 

タンネンベルクの大勝利 

さあ、それから、ヒトラ7二等兵は 西部 戦線に行つて、どんな戰さにぶつかるだ 
らぅ0 

その話を する まへに、 せひ、 東部戰線 におけるドイツ 軍の タンネ'ンべルタ 大勝利 
について聞いて もらはなくてはならない。な.せかといふと、その 會戰には、 ドイツ 
軍に ひと^' の 英雄が あら はれて、 あとあとドイツになくてはならぬ 人物に なつたか 
ら である。 

1九一四年の世界大戰にあたって、ドイツ軍が取りあげた作戰、っまぅシユリー 


プ H ン計畫といふのは、もとはといへば普佛戰爭のときの參謀總長であつた大モル 
トケのフランスとロシアを同時に打ち敗らう^する作戰から來たものである。それ 
はまづロシアを敗つ- C から、フランスに當らうといふのであつたが、モルトケのあ 
とに參謀總長となつたゲアルデ，ゼーは、モスコクまで攻めいつて失敗したナポレ 
ォンの戰さを參考にして、夏の陣であつたなら〇シアを先にし、冬の陣であつたら 
プランスを先にするといふ作戦を立 - C た。 

ところが、三代目のシユリーフェンは、大モルトケの作戰とは全然反對な作戰を 
計畫する。そのわけは、普佛戰爭で敗けたフランスが、どうしても仇をとらうと戰 
備おさおさ怠りなかつたからである。それ故、いつ戰爭がはじまつても、主力を西 
部戰線に送つて、北部フランスとベ 〆 ギ—を拔いて忽ちパリに突入し、フランスに 
手をあげさせてから、東部戦線に向かはうと考へた。それには、まづフランス軍の 
前面ではア火サス•ロレェンで守り、ロシア軍が攻めてくる東ブロシアでは、マゾ 

一一〇五 
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* uo 六 

彳ル湖で食ひ止めておかなくてはならない。 

シュリーフェン作戰は、今度の世界大戦でも用ひられた。當時.兵卒にしか過ぎ 
なかつたヒトラアが全ドィッ軍の上に立ち、しかもマゾー，湖でソビュット軍の攻 
擊を食ひとめるかは b に、一時、ソビエットと手を握つて(この方がどんなに德で 
あつたかしれない)東部は全然心配なくしておき、あつといふ間に、パリに攻め込 
み•フランス軍を降參さしてしまつたのだ。しかし、三十年まへの世界大戦のとき 
は、開戰當時の參謀總長、大モルトヶの甥にあたる小モ 〆 トヶがシュ9—フェン作 
戰を使つた。それはい ゞ が「小」といはれてゐるだけあつて、彼は氣 *> 小さかつた 
から、東部戦線のはぅはそのま、用ひたが、西部戦線のはぅは、同じパリ攻擊を目 
指しながら、アグサス . P レュンにわざと攻め込ませる手を使ふことが出來ない。 

それはとにかく、西部戦線でドィッ軍がベ 〆 ギーの首府ブリュッセルを目掛けて 
攻めいつてゐるとき、東部戰線では、'〇シア軍總司令官ジリンスキー將軍のもとに 




あつて、レネンヵンブ軍がマブ|\湖の北から、 サムソノフ 軍が南から-ドイツの 
東の守りを破らうとして進んでゐる。しか4、その兵力といふと、步兵は三倍、騎 

兵は八倍にもなるてんでお話しにならない大軍である。いくらドイツ軍が强いから 

. r , 

といつて、これではひとたまりもなく、. それこそ 山鶉のやうにひねられてしまふ」 
にちがひない。だから、ちよつとした一部の敗戰に出<2)ふと、 ドイツ 軍の總司令官 
リト•ウイツ將軍とゲァルデ 〆 ゼ參謀長以下はもう悲觀し- G しまつて 
「.ウイスチユラ河に緦退却だ 0 J 

と弱音をふきはじめる。これには高級參謀とし'1:司令部にあつたホフマン中佐な 
どが極力反對したが、 リトグイツ 將軍はなにしろすつかり周章て、ゐるので、考へ 
ることも出來ない。卓上の受話機をつかんで . 

「すぐ援兵を送つて下さい。それでないと、* ウイ スチユラ河も危ないかもしれませ 
ん。」 

二0七 
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と大ご袅で叫んだ。そして兩手で、頭を抱へながら部屋の中を行つたり來たりし 
V (もうだめだ。もうだめだ)と眩いてゐる。 

コブレンッの大本營では、電話の聲を聞いたモルトヶ將軍がびつく.!)してしまつ 
た。しかし、まづ丹田に力をこめて、深呼吸じ - C みると 

(これはどうしても •> 總 司令官と參謀長を更迭す る 必要が ある。をれ にはと . っ 

ん、さうだ、リエージユ要塞を占領して皇帝から表彰されたばか b のルーデンドル 
プがゐる。ひとつ、あの男を參謀長にしてやらうと。してと、まだ緦司令官の問題 
が殘つてゐるぞ、う-む J 

こ/一まで 來て、考へあぐんだモ 〆 トヶ總參謀長は、八字髭をひねつてゐた手を離 
して、幕僚を呼び集めた.' いくたりか退役將軍の名が候補にあげられたが、ひとり 
め幕僚が 身 
. 「フ-ゲァ に主んでゐられ るヒン デンブ\グ閣下はどうでせうか。」 





と言ひ出すと、モ 〆 トヶ總參謀長は、また 
「う一む」 - -■ > 

と唸る。こんどの「う一む」は困つたときのではなくて感心したとき© - である。 
「閣下はいまだ健在でありまして、それに永い軍人としての經歷がおありです。そ 
の上、何ょりも、こんな大事の場合、何事に fe - 動じない閣下の神經の太さが必嬰だ 
と考へます。 

「う I む。」 

三度目のは承知したとき0それである。' 

ヰそれで、ヵィゼルの御裁可があると、翌朝すぐ電報が打たれた。一刻を爭ふ命令 
がなせ電話で行はれなかつ允かといふと、ヒンデンブルダ將軍の家にそれがなかつ 
たからである。しかし、ハノ ーゲァの町の人々さへあまり知らなか■つたほど、つ ゞ 
ましい生活をし - c ゐたが、將軍はひたすら國家のお役に立つ日を待つてゐた。だか 

二〇九 




4、命令を受けとつたとき、ちやんと覺悟が出來てゐる。ところが出發するまでに 
は十時間しかない。何くれとなく支度をするのさへ、大變なのに、退役中肥つてし 
.まつたので、上衣やズボン©.こ、かしこを擴げるといふのだから、老夫人は目の廻 
f るやうに [ t しかつた。しかし、これぐらゐのことが出來なく - C はブロシャ軍人-©妻 
とは言へない。そして老夫入はまさしくその立派な模範であつたから、ヒンデンフ 
ルグ將軍をた v 勝つことのみ考へて出征させることが出來たのである。 I , 

A 月 二十 三日の 夜、 ヒンデンブルグ司令官とルーデン ドルフ 參謀 長が ドィッの 來 
の 守りに 着いた とき、 ホフマン 中佐はさつ そく 自分の立てた作戦計畫を進言する。 
を n-ii どんなものであるかといふと、レネンヵンブ北軍にむかつて、騎兵と少數の 
歩兵を大部隊のやうに 見， せかけて配置し、主力をもつてサムソノフ南軍に あたり、 
.一擧に包圍して これを 全滅させやうと いふ 大膽なものだ。 

地 a のあちこちを 指さしながら、自信たつぷりに說明したホフマン中佐に 



「しかし」と，—デンド，フ參謀長は銳い口調で「もし、サムソノフがレネンヵ 〆 
ブに助けてくれといつたら、レネンヵンブはすぐさまわ* >* 軍の手薄を打ち破つ- C 背 
後に廻ることが出來るだらう。そしたらどうする。」 

と 言つた。 すると、ホフマン 中佐は キラリと 眼鏡の玉七光らせながら顔をあげて 
「私にはそんな ことは ドィッ軍にのみ行 はれることで あつて、3 シア 軍では出來な 

いこと であると確信してをります。それにつき . J 

ときつぱり申述べたが、それはこんな'わけがある。 

ホフマン中佐は日露戰爭がはじまつたとき、ヵア，•アントゾ親王はじめ、ドィ 
ッ將校たちが、日本側の觀戰武官になつたうちの一人である。アントン親王は、あ 
る陣地で、鬚ぼうぼうのパンヵラ旅團長に握手を給ひ、ぶつきらぼうの挨拶にびつ 
くりなされたが、それとともに 

「かくしてこそ、日本軍は强ぃのぢやこ. - 




. 一ニニ 

と 寅べ られた。ホフマン 中佐は日本が勝つた あと、 ドィッに歸つ て、 ロシア側に 
從軍した仲間に 

「どぅしてロシア軍は敗けたのか。」 

-と聞.い.た。その答へにはいろいろ あるが、 ロシアの將校のあひだに la 嘩の流行は 
つきもので あると いふの/!; >* ある。 中でも、 レネ ンヵンブ 中將とサムソ-ノフ少將は敗 
けた腹いせに、士官學校以來の仲たがひも手傳 つて、 奉，天驛まへで上になり下にな 
り のつかみ会ひをやつた。ホフマン中佐は、この話をそのま ゞ 間き流してしまはす 
に凡そそれから 十 年といふもの絕ぇす犬と猿の動靜をぅか < つて 來たのである。 
「參謀一を、二人はまだ仲良しには なつて をりません。それについてはこの情報をご 
らん下さい U ! , 

こんなわけで、.ホフマン 中佐の作戰がとりあげられ‘しかも戦局は着々として思 
ムどまり に 進んでゆく0 ロシアの 南軍はだんだんドィッ軍の包岡の中に陷り 、サム 


/ 






ソノ フ軍はさかんにレネゾヵゾブ將軍に助けを求めて、無電を打ちはじめる。かつ. 
ての犬は、.このやうなロシァの危機.にあつても、かつての褒と力を併せょうとし7^. 

い。ところが、二十六日の夕べになつて、ロシァのコサツク部隊が馬に乘つて北炉 
ら南へとまはり、それから、レネンヵンブ軍の一部がドィツ包圍陣のーヶ所を攻擊 
しょうと企んでゐる。この情報を偵察機から受けとつたドィツ軍司令部はル—* テン 
ド火フをはじめとして泡を食つた。しかし、このとき、日露戰爭0ときのわが大山 
總司令官のやうに、といつて、苦戰の報せを受け取つても、何事もない風で、迷犬、， 
になつたチンにサンドゥヰツチをやつた-^したかどうか分らぬが、とにかく、ヒン 
，テンブルダ總司令官はいさ ゞ かも騷がなかつた。 . 

「まあ.やらうと思つたことをやらうぢやないか。」 

そして、レネンヵンブ軍©一部が云々といふのは、あとで昂奮した航空兵の見あ 
やまり と分つたのだから、この一言が、タンネンべルタの大勝利を左右したといつ. 

一二三. 
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ても、言ひ過ぎではないだらぅ。三日のあひだ、猛烈な戰闘*>つくいたあとで、二 
十萬のサムソノフ軍は死んだり、あるひは捕虜になつたりした。全滅軍の司令官そ 
の人は自ら白髪の頭を射つて、軍人らしい最後をとげてゐるのが間もなく森の中に 
發見される。そしてべ 〆 リンは救はれた。 

これで、ヒンデンブルダ將軍はドイグ中にその名がと S ;' ろいた U 間もなくド.イツ. 
軍の總司令官にな^'、後にはドイツの大統領とさへなつた.©はこの功から.である。 
そし-て、このヒンデンブルダ大統領から、ドイツの運命をその手に渡されたのが、 

外ならぬ、このときのドイツの一兵卒、■アドルフ•ヒトラアなのである。 

-» . 

/ 

强くなるのはわけはない 

% . 

さあ.それでは、ヒトラア ニ等兵は西部戰線に行つて、どんな戰さにぶつかる /;• 


I 
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らラ〇 

その話をするまへに、まだもう少し說明しておかなくてはならぬことがある。小 
モ，トヶが シユリー フェン 作戦の大膽さが學べなくて、西部戦線では大事をとつた 
作戰を立てたことは、ちょつと前節で述べてある。「右翼をいつも强化しろと一代 
目が 叫んだ-©に、その右翼にあたるベルギー方面の 兵力を割いて、 アル サス ■•ロレ 
エンの方〈持つて來てしまつたので、右翼が フランス 海岸に出て、そこからィギリ 
ス兵を追ひ拂ひ、 た ゞ ちにパリ 包圍に 向ふといふ作戰をするには 兵力が 足^'なかつ 
た。そのため、 ドィッ 軍がせつかく パリまで 四十 キ a のと ころまで 攻めこん•たのに' 
聯合軍にょつて、ぢりぢうと盛う返へされてゐる。そして、この結果、それか'ら先 
四年といぶもの、はつきりとした勝負がつかないで、いはゆる陣地戰といふものが 
續いたのである。 - ■ 

小 モルトヶ 參謀緦長はひどく頭を使つた上、作戦が失敗した ので、 







しま ひ、 ファルヶンハイン陸軍大臣がその掎子に腰かける。それはーヶ月も前力ら 
さうなつてゐたが、十月十日になつて、ヵイゼグから、大本營晚餐會の卓の上で 
r ファルヶンハイン新參謀緦長のために乾杯！」 

、と正式に任命された。. ' 

ちやうど、この頃である。リスト聯隊がミュンヘンの町から汽車に乘つて、ペル 
ギーの西北部イ I ブ 〆 附近の戰場に向つたのは。ヒトラァたちはドイツ* >* 西部戦線 
で、どんなつまづきをやつたか知らないし、いや知つてゐたら尙更だが、た ゞ どう 
かして華々しい戰ひがしたいといふことばかり考へてゐた。 

や*>て夜行軍がはじまる。長い列のあひだにあつて、海つぽい霧を透かして見ぇ 
るものは前を步いてゐる仲間の影ばかりだ。それも敵が近く- C 足音を立て^いやう 
こ；一て行 C から、ぼんや^'した影繪を眺めて&るやうである。ところが、だんだん 
夜が明？、白い霧の中から十月の太陽がのぼ■るやいなや、小銃の音がパチパチと 

.二一七 _ 
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聞ぇた。 
r 戰爭 だ！」 

仲間の顔はいつせいにきりつとして、動作も突然眼が覺めたやぅに活潑になる。 
敵の彈丸が近くに落ちては砂煙をあげる。ヒトラァが伏せの姿勢になると仲間もそ. 
れ■にならつて地面の上に腹ばふやぅに見ぇる。ヒトラァが立ち上ると、またみんな 
も立ち上る。 大砲は空に唸る。機關銃は耳の中で鳴る。土煙の中を轉んだり立つ た. 
りしながら前進してゆくと、あつちの畠でも、こつちの林でも白兵戦だ。どちら *> 
勝つたか"どちらが負けたか分らない。このとき、どこからともなく、ドィッ^!- 
が傳はつてきて、それがだんだん大きな聲になる。眼近かくなると、まさしく味方 
だ。しかも 口々 に 
「勝つ た！ 勝つ た！」 

と叫んでゐる。 ヒトラ ァも、ある限り©こ^をあげて眞似をした。これ.か初陣/;* 



うた- 

それから兵隊たちは 
「俺は B ンドンで一番乘りをやるど0」 

「そんなら俺はパリの凱旋門を鐵砲かついで(ほれ、お通り)とくらあ。」 

など、言ひあつた。が、前にも言つたとほヶ、兵力が少いせいか，またはィ V ソ 
ス兵が案外强いせいか、戰線はちつとも動かない。深い■の中で彈をぅつたり、 
食事をしたりする。ィ—ブルのあたりは、ドィッ 軍と ィギリス 軍との製壕 のぅばひ 
あひといつたぐあひで、兵隊と それは いつの間にか大 へん仲良しに なつた。そ.''©ぅ. 
ちに、戰友 〆 ひとり倒れ、二人倒れて だんだん 少くなる。 それと ともに、 ヒトラ7- 
め心の中に、死といふ大問題*>次第にもちあがつ てく る。ある 聲は •さ、 やくやぅに 
(死 a のょ(やごノと言つた。ところがもぅひとつの聲は明るく勇しく (祖國 のた 
めに死ね)と言つ た。 

一二九 
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ある'0、いつもの通り顿»の中で、戰友たちとハシゴクにスブ1/をつ ゞ こんで 
■第ーロをやらうとしたときだ。ある聲が 
(アド火フ、逃げろ！) 

と 突然 六 ご 爰で叫.んだ 。はつと思つた 拍子に、ヒトラアは糧食のはいつだ.ハンゴ 
クを抱ぇて走り出す。それから少し何でもない ことに おか -L くな つて、止つ たと こ 
ろに胡坐をかきながら食事をしようと すると* 空にあたつ. てば あつと光が指し、も 
のすごい音が した。 泡 食つ - C 耳を塞ぎ、しばらくた-つて、 きよろきよろと 見廻した 
とき、いつたいどんな 光景が 眼に 映つ たことだらう。さつきまで、たのしさうに笑 
ひながらスプーンを持つてゐた仲間がのこらすどこかへ飛んで行つ' t ; しま ひ、 その 
かはりに實に大きな土の穴があんぐりど口を.開けてゐるのだ。 

(なんだ、死とはこんなものか。あつはつは は！) 

そんなことで、それからヒトラアは死ぬことなんかちつとも恐いとは S はなくな 



.つた。 

(どぅせ一度は死ぬものだ。砠國のために死ねればこれにまさる名擧はないぞ 、こ 
.ら、臆病もの r ) 

と昨日までの自分を叱つた。 

フランス 兵もまた、 ドイツの 大砲 *>* 恐しくて縮みあがつ て ゐたが、 モォド クイ豪 
膽將軍は、ヒ トラ r みたいな悟りを、自然にまたないで、弱虫兵を强い兵隊にした 
記 錄を殘して ゐ る。?:*れはかぅだ。?-んざん ドイツ 軍の大砲に慄ぇあがつた兵隊に 
をの翌日、 進めの號令をかけて、砲弾の落ちるところまで行かせる。そこで、.. Ih れ 
の號 令をかけて、ゆつ くりと 廻れ右をやらせる。逃*け々者は射殺•たょと約束、するか 
ら逃げら，れない。ご褒美は何かと云へば、攻擊のとき外の者ょり二百メートルさき 
去で 前進 f 出來るといふのである。兵隊が、いや人間が强くな4のはわけはない。 

一九 一 四^十二月二日、 ヒ トラァはゥイツチェーテの戰鬪 で、 ドイツの表彰文に 
へ 二一二 
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ょると 「英雄的行動」を示した ことにょり 二級鐵十字章を もらつてゐ る。 それから 
同年十月には伍長勤務に昇進した。 ところで、そのあ ひだに、戰線にはどんな もの 
*> あらはれたらぅか。 

• 〆 

フランス空中宣傳部 ' ' 

その年の夏のことである。 

リスト聯隊の兵士たちが フラン ドダの塹壕の中で頑張-つてゐるときに、奇妙な敵 
がすつとばか^'にふところにとびこんできて、兵隊たちをすつか-〇周章てさせた。. 
それは"いくら大きいものでも米粒ぐらゐしかない虱の一群である。ところが、そ 
いつがところかまはすあばれると兵士允ちはちつ とも 落着いて ゐられ ない。引 s 、 w .' 

- C みても、叩いてみても*やつらは平氣の^左で、ますます、 ごそごそと 食ひ下つ 






世界で有名なトツト道路（自動取道路） 
建設にまづヒトラア總袜が土を掘る 
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v > くる。これには流石の勇士たちも閉口した。それで、お天氣のょい日は、閑さへ 
あれば誰も彼も虱退治をはじめる。 . 

ある 日、.ヒトラ ァのゐる第三中隊がそろつてそれをやつてゐると、分隊長がやつ 
て來て 

「ほ、う。やつとるな。それで少しは減つたか。」 

と大きな聲を立てる。 

「分隊長殿、戰友は減ります が、 虱は毎日殖ぇる一方であうます。」 

誰か ゞ こんなことをいつたので、皆は上衣をひつつかんだま、げらげら笑つた。 
ち P うど、このとき、ぶううんといふ音が空の中からひ<いてきて 
T をれ、敵の飛行機だ！」 • 

とばかり、みんなは笑ふどころか、蜘蛛の子のやうに塹壕のへりにへば b つく。 
ひときは大きく、頭の上で、唸つたのち、すぐさま飛行機はぶううんといふ音を立 



1:、 どこかへ 飛んで行つ た。ヒトラァ は、 そこで 頭を あげる と、靑い空の中を、雪 
のやうなものが 白く 光りな * >- ら落ちて くるの WI 1 U にはいつた。 

それが、拾つ- C みると、黑、白、赤で色どられたフラブスの宣傳ビラ-- e ある。な 
にしろ、初めて S; めづらしいもの/:*かも兵隊たちは我勝ちに見よう it る。どんな 
こと* >- 書いてあるかといふと . 

-——-——-1—— 一 I- ,― }_ 

ドィッの勇士たちへ 

ドィッの 勇士たちよ。諸君 ii 塹壕の中で毎日暮して をら れゐが、それが 
どのやうにつらいものであるか、われわれも十分にお察し出來る。これか 
らさき、何年戰爭が續くかわれわれには見當がつかないが、それが終るま 
では何にせよこのやうに苦しい塹壕生活が蛇のやうにながながと續くので 
ある。 - 

0 こ一一五 







いつそわれわれは戰爭は止めよ予ではないか。現にわれわれの方にある 
諸君の伸間は傷もなほつて、南フランスの氣持のい、空氣の中で、うまい 
果物や野菜を食つたり、手輕に S へるうまい葡萄酒を呑んでゆうゆう自適 
してゐ必が、彼らは言つてゐる。 

(フランスの 友よ。 もし便宜があつたらわれわれドィッの戰友 U 傅へてく 
.れ。僕は健在だと。そして、かつての塹壕生活に比べる と、 現在は■まさに 
王芪の暮しであると。.その上、何よりも、フランスの村人がみんなわれわ一 
れに親切に し' t くれる のが身にしみ- C ありがたいと J 

ドィッの 勇士たちよ。われ ib . れはお互ひに敵ではないのである。一時の 
昂奮をしづめ -C もと どほ-^仲善しにならうではないか。そして平和なたの 
しい暮をしようではないか。 フランスの友より 









このやうに う是 いことはか^'並へ' t : ある。 

「あきれたねぇ。ょくこんな噓ばかり言へたものだ。」 ■ 
「うん、 その 王侯の暮しといふのは針金の柵の中で空腹を抱へてうろ'つきまはるの 
だらう。なにしろ、* フランス 人はほら 吹き だからな U 」. 

「烏の勘左衞門か。ヵァ、ヵァ啼いてば.かりゐて、人がゆくと逃げるつてやつだら 

う。」 

「はつはつは！」 、 〆 - 
みんなが笑つてゐるとき、ヒトラァは誰ょりもさきに眞面目な顔になつて . 
「おい、これを集めて、本部に持つて行かうや。」 

とさけ んで、ビラを まとめ' 一 i か ゞ つた。 

一九 一 四年からはじまつた世界大戦で、はじめ - C 飛行機から宣.傳ビラを撒布した, 
のは、フランスで、その年の八月九日、つまり宣戦布告してから玉六日しかたつて 
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ゐないといふとき、アルサス•ロレエンのフランス人に向つ- C 投下してゐ る。 ドイ 
ツの飛行機はそれから ほどなく、 パリの上空から「降伏せょ」といふ宣傳ビラを撒 
いた。 イギリスは 十一月になつて、インド兵に對してドイツ* >* 撒いたビラに向つ - C 
食つてか、つた宣傳ビラを投下したのがはじめて ゞ ある。 

それが 一九 一 五 年になつて、フランスには空中宣傳部といふの* >• 出來る。 一九一 
六年にはそろそろ偉力を發揮し -- C きたが、大戦最後の年にはいると、ドイツ兵の塹 
壤は まさに フランス宣傳ビラの洪水といつたくらゐになつて、ドイツ兵のあひだに 
ぅまく ひつか、つた者が出' t : きたの*たから、まことに油斷が出來ない。 
•フランスの■空中. W 一傳部は飛行機ばかりで間に合はないと氣球なんかも使つた。宣 
傳ビラをそれにしばりつけ.ると、一本の導火索に火.をつけて飛ばす。-あらかじめ、 
火がだんだんと氣球に近づいてゆくのと、氣球* >* ドイジの M 壕の上にさしか、る時 
間を- A . 口はしてあるので、氟球*>爆發すれば、宣傳ビラはぅまい工合にドイツ兵の頭 



- - --- 1 - - - 

の 上に降り か、 る。なほ、それでも 間に合はない と、 大砲の 彈に 宣傳ビラを こめて 

ぶつばなした。 

そして"宣傳ビラの 文句 も、ドイツ兵に 降參を す ゞ めるものばか b ではない。ド 
イツ 軍の.一致 圑 結を こはさぅとして、ヒトラ アのゐ る パイユルン聯隊の 中に 撒布 さ 
れるビラの中には 

目覺めょバイエルンの兵士！ 一 
バイエ 〆 ンは ブロシアの 奴隸 だといつたら 諸君は驚く だらぅが、ょく 考 
へて'みたまへ。 今度の戰爭 で、ドイツは ペグギー 、セ， ビヤ、 モンテネグ 
0、 それから ルー マニアを 占領したが、 バイエル ンは それでもつ -G どんな 
利益があるか？また今ま^ J 、 ブロシアはこのことで.パイユルンに何も約 
朿してはゐないではないか。それなのに、パイ H ルンの 兵士は ブロシア 兵 
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士の六倍も戰死者を出して^で勇しく鬪つてゐる。さあ、頭を冷靜にして 

考へょう。何の目的でもつてブ0シアの戰爭に參加したか？また何故ブ 

ロシアのための戦爭をしてゐるのか？ ' / 

_ L _ : -——--- 1 - -- - - 

こんなの * >ある。それも一度や二度ではない。毎日の新聞のやうに讀まされるの 
だから、いつとはなしにバイ H ルン、出身の兵士のあひだに、ブロシアを僧むものが 
出てくる。ヒトラアー等兵：^いくら 

「ブロシアがなければドイ.ツがなく、ドイツがなければパイエ，ンだつてないの 
だ。」 

とさけんでみても、その數一^染病患者みたいにふぇる一方である。 

その上、ドイツ*>四面封鎖をうけて、國內に食糧が缺乏してくると、フランスの 
空中 f 傅部は、このときとばかり「ドイツょりの手紙」と名付けて、この事情を書 








いたビラをドイツの兵隊たちに空の上から配りはじめる。そんなところへもつ- C き 
て、日本には決してないが、そして今のドイツにだつてありはしないが、その頃の 
ドイツの銃後から 
「募しが苦しい。」 

と戰線に泣き言を書いてょこすものがたくさんあつたのだから、兵隊たちは 
「それぢや、フランスの宣傳はほんとぅなのか。」 

といふことになる。そして、ますます敵の宣傳に乘せられて、•戰爭にいや氣 *> さ 
してきた。だから 、〆 イツが第一次世界大戦に敗れた，のは兵隊がまけたのではなく 
て、銃後!& >* まけたんだといふものがある。われわれ、銃後の日本國民としてこれは 
注意しなくてはならない言葉- C -' あらぅ ■ 

それはともかく、一九一五年といふのは、ドイツ軍が連戦連勝の年で、•ホ f ラン 
ド、ガリ ツイ ヤ、リトアニアか■ら T 3 シア軍を M ひはらひ、セルビヤ全土を占領した。 
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そこで、一九一六年になると、ファルヶンハイン總參謀長は r 消耗戦術」といふの 
を考へ出した。をれは、フランスの要塞グ H〆 ダンに總攻擊をして、フランスの兵 
隊や武器をすつかり使ひきらしてやらう、さうすれば、フランスはすぐさま降參し 
- て、をれで戰爭の片がつくだらうといふのである。 

ドイツ軍のグエルダン總攻擊は二月からはじまつて六月までつ' ir いた。兩方とも 
持ち出せる限うの大砲を据ぇつけたが、驚くなかれ、ドイツ軍が二千門、フランス 
軍が千六百門と數へられてゐる。これが、兩方からいつべんに彈丸をぶつぱなすと 
ころを想像してみ給へ！それはこれまでの地球上の戰爭でもつとも猛烈なものだ 
つたといはれ - C ゐる。しかし、ドイツ軍はどうしても、ゲエルダンを拔くことが出 
來なかつたので、七月になると、こんどはフランス海岸寄りのソンム河に進み、英 
佛聯合軍を攻めることになつた。 

ヒトラァのリスト聯隊では、この命令をうけると、ぶつぶつ不平を鳴してゐた兵 


癱 




隊たちも、勇しく進軍した。ところが、このソンム會戰は*クエルダンのときと優る 
とも劣らない烈しい砲擊戦である。敵と味方の死傷者* >* なんと百萬人女超 t たとい 
ふの*たかち、もつ- C どの•く . b ゐのものだつたかは察しられょう。そして、つひに、 

ヒトラァ伍長勤務もをのうちの一人となつた。フランスの宣傳には負けなかつたが 
摺彈泡のとばつちりに足をやられて、 J . 〆 ミーの傷病兵舍に送られる。をれから、 
さらにべルリンの陸軍病院へ後送される身となつた。 

- • 

銃後はどうか 

屋根の上に、白の地から赤い十字を浮き出させた標識をつけた列車は、たくさん 
のヒ トラ ァたちをのせて、早く祖國へつれて行つて やらラ- V 、とつとつと走つてゐ 
る。 それでも、 ヒトラ ァたちの氣持は列車ょりもすつ と 早く飛んでゆくので、ベル 
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ギーの首府ブリュッセルを通る頃から、氣の早い連中は 
「ドイツはまだか。1_' 

など、言ひ出した。だから、9ュ—ジュを過ぎて、 いよいよも ぅぢき國境 .だとい 
ふころには、手を吊つてゐる兵隊はもちろんの こと、 足が まだよ くなほらない ヒト 
ラ r だつて、全部が全部といつてよいくらゐに窓から靦いて、一目も早く祖國が見 
たいと立ち上るび 
「パンザ イ 、バ 〆 ザ イ！」 

ドイッの 山と、 ドイッの 川が あら はれ .^とき、 汽車の 走る音は、わけもなく 兵隊 
の叫びで消されてしまひ、その聲は野山を越ぇてどこまでと V .' く か分らない くらゐ 
だつた。あ ゞ 、なつかし*の祖國、おまへは昔とちつと も かはらなかつた。 ヒトラァ 
は服に泪を浮ベたが、髭を生やしておつ，'かない顔し セ 兵隊で、おいおいと こ爰を 立 
て、 泣き出すものがあつた。しかし 




r おい、泣く奴があるか。大の男のくせにみつともない？:。」 

と肩を叩くものもゐない。みんな生きて歸れるとは思はな.かつたのに、突然、ド 
ィソの景色が、.おまへたちは生きてゐるのだどと知らせたのだから、誰だつて泣か 
今にはゐられな&つたのだ。ヒトラァたちはラィンの淸流を見たといつては泣き、 

ハ火ッの山を眺めたといつ' t ; 嬉しがつた。そ L - C ペルリン郊外にあるべ—リツッの 
傷病兵舍にいれられたとき、白いベッドを liu のまへにして、またおいおいと泪に暮 
れる 兵隊が &たり 
ry ぅしたんですか (_: 

やさしい看護婦が肩に手をやると、泣きながら 
「何から何まで、夢のや'っなんです。慙壕の泥んこの中に昨日までゐたことを思ふ 
と . J . 

と言つてゐる。いくら看護婦がす、め.- C も、ぐづぐづしてゐて、白いきれいなベ 

311五 
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ッドの主人公にならぅとしない。ヒトラァは同じくベッドのわきでもじもじしな* >* 
ら、この光景を眺めてゐて • 

(無理もない。俺だつて、こんなにきれいな寢床には、もつたいなくてもぐりこめ 
ないでゐるのぢやないか。) 

と眩いた。 

ところが、赤い赤十字のマークをつけた白衣の生活に慣れてくると、ヒトラァは 
同じ白服をきてゐる仲間で、鼻がびょんととび出た小男がしきりにへんなことを言 
ひふらしてゐるのに肚を立てはじめた。どこの部屋にゐる傷病兵だか知らないが、 
はいつてくると誰彼の見境ひもなく大きなこ^でしやべ.〇出す。それ^-い ゞ が 
「僕たちは戰死しないですんだ仕合せものさ。」 

「なせだい。」 

と誰か ゞ 聞くと 





r だつて、ブロシアのためには死にたくないからなあ。」. 

「よせよう。フランスの宣傳ビラみだいなこと言つたつて、そりやあ古いぞ U - 
「へん、僕の方がフランスのよ^'本家本元なんだよ。よ.く商標に御注意あれといふ 
ところさ。つまり、僕.の持論といふのは、バイエルンはフランスと握手して、ブロ 
シアを倒すべし。そして、バイエルン王國ド建設すべしと言ふの-ね。バイエルン 
のためを思へばこそだ。」 

「大へんな愛國者だなあ。」 

t トラ アはべ ッ ドの中で聞いてゐて 、こ、 にもひとりフランスの宣傳にひ、か i 
つたうかつ者がゐるわいと心の中で笑つた*>*、それからが聞き捨てにならなかつ 
た。 

「僕はだからはじめからブロシアのために戰爭したくなかつたのさ。」 

「でも*君はお見うけすれば手を吊つ1:ゐる。をれも名鐾の負傷だらう。ぇ、。」 

二三七 
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r これか」と小男はさらに何氣ない風で「これは、吾輩が自から鐵條網れひつかけ 
て負傷さしたのさ LI 

笑談にせょ、日本の兵隊だつたら、こんな 恥づ べきことを言ひはしない。ドイツ 
©兵士ごつて、今はそんな女々しいことを言ふ者はひとりだつてゐや丄ない。なに 
.しろ、その當時は、ドイツの兵隊、も、それからドイツの軍當局も、敵國の宣傳がど 
んなものであるかょく氣をつけなかつた。それが、この小^にとんでもないことを 
ぬけぬけとしやベらせ、「さうか、さうか。」とをの話をおもしろがつ - C 聞くや-フな 
-兵隊をこしらへてしまつたのだ。 « 

ヒトラァは、その男をやつ、けてやらうとしたが、生憎足がまだほんとでないの 
に氣がついた。そして 

(しやべるやつもやつだが、どうし' C また處分しないで放つておくのだらう) 

と*結局どう1-ることも出來ないで白い壁をちつと f »- める ， 







しかし、大切なドィッの國をぞんざいに扱ふものたちはべ ー リッッの病院の外に 
もいつばいゐた。漸く步けるやうになつて、ある日のこと、ヒトラァがベ 〆 リンハ 
出てみると、驚いたことにはどこの通りでも市民が長い行列をつくつ t ; ゐるすう 
つと 並んで， Q る顏はどれもこれもけはしい百つきで空®方を睨んでゐる。 

「こんなに何時間も並んでやつとありつくの* >* ジャガィモなんだ L : 

「政府はパンをどこにしまひこんだのだらう。」 

「戰爭さへしなければこんなことにならなかつた-- C - せうにねぇこ 
「さうですとも、あたしたち.はパゾさへもらへればい、のですからね。」 

ヒ トラ T - はどこへ行つ -1; み i ; も、市民たちが平氣で.こんな不平を口外してゐるの 
にはなほのこと驚いた。そのくせ、ォペラの前やレストラソの入口では戰爭はど 
この國がやつ V ゐるのだらうといつた凉しい顔をした連中が美々しく着飼つて群つ 
てゐるのが I 1 R についた。问かしら、ベルリンそのものが、肩を押しつぶすやうな重 





二四 0 

荷になつてきて、ドイツの未來のことを考へれば考へるほどヒトラァの氣持はふさ 
いでくる。 / ' 

「ベルリンは救ひようがない。しかしミュンヘンは大丈夫だらうなあ。なにしろ僕 
の心の故郷だもの。」 

足の傷がなほつ- C ミュンヘンの原隊にいをいそと歸へる。ところが、ミュンヘン 
はベルリンよりも 救ひようがない。•ハン © • 配給切符が通りにちらば？ゐて誰も拾. 
ひ手がなかつ た。 バタやジャムの間相場は聞いただけで氣が遠くなるといふほどで 
ある。をして、•原隊の空氣は T リッッの病院と同じやうに(，逃げて歸つてきた) 
衆が威張？ゐる。その上、ヒトラァが肚を立てたのは、ユダャ人が隊の中へはい 
つ- C 來て 、隊の仕事を かき まはし - C ゐる 。バイ'' 〆 ソ戦時 XX 統制會社の重役の名 
を見るとュダャ人ばか b だ。 . 

(ははあ、なるほど、物資缺乏と Ki 相場の張本人*>こ、にゐたわい。ドイツの鎅 






どぅするか覺ぇてゐろ.) 

と彼は舉を植つたもの、、ミュンヘン市はさはがしくて誰もそんなことに耳を傾 
けよぅとはしない*それどころか . 

「ブロシアは何もよこさないくせに、パイエ 〆 ンから何でも取りあげよ，'?'とする0 J 
といふ言葉が市民の口々に上つてゐる。 

ヒト- プアは何べん举固をつくつたかしれない。しかし、ミュンヘンでもクイ—ン 
と間じや5に金のあるユダャ人がちやんと新間を牛耳つてゐる。物のないのはべ 〆 
ジン9ブ〇シアが惡いのだと言つておけば、市民の非難はュダャ人の方へはやつて 
來ない。おまけに ドイッを 亡ぼすにはバイエダゾとブ 〇 シアを pt 嘩させるに限る。 
こんな#へで、どんどん宜傳するのだから、愛國の心だけしか持ち合せてゐないと 
いつたヒト?アが、いくら逆立ちしたつて叶はない。， 

「何 lr なすべ 5 か？」 
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といくら腕を組ん—へてみても、落ちてゆく—5 
(ドイツ： a とにかく戰爭に勝つょりほかに、ドイツは救へないだらう。ょし。) 

そこでヒト？はさつそく第一線にあるなつかしのリスト聯隊へ歸隊さしてもら 
ふやう願#をした ゞ める。 

「小生の戰友が戦線に あると いふのに、小生ひと办ミユンへソに n つてはゐられま 
せん。」 

その中で こんなこと 墨いた： &、それから間もなく、フラ？ si で銃を と 
ること、なつた。それは一九一七年三月のことである。- 

秦 fc 

宣傳紙に貫けたドィツ 

(どうしてもド，イツを勝たしてやるぞ。) 








といふ固い決心をふところに持つて、ヒトラァが戰線にゐる仲間のところへ歸る 
と、力 〆 ルやヨハンといつた兵隊たちは 
「やぁ、愛國者！またやつて來たのか。御苦勞だなぁど 
と聲をかけた。しかし、その口調がなんとなくまじめでなくて、ふざけたやうな 
ところ* >* ある。 

「いや、君たちこそ御苦勞だつたね。僕はゎづかの傷で內地へ歸つたりしてすまな 
いょ。君たちこそ眞の愛國者*た。」 

「あつはつは、は、まあ、さういふな。愛國者。」 

仲間にからかつてゐる氣分があるなと思ふと、ヒトラァはぐつと類にさはつてく 
る。 . 
「僕はねぇ、ドィッに歸つてみて、驚いたんだ。ユダャ人の奴^^のさばりかへつ 
て、ドィッをめちやめちやにしょうとしてゐる。やつらの陰謀にぐうの音も出させ 

11四 H 






二四 w 

な、 こ•よ、 ドイツはどうしても 勝たなくて はならない。さう 考へると、 S たいな 
一兵卒だつ匚、ぐづぐづ して ゐるときぢやないからね、急いで^^にやつて來た® 
さ。」 

「だから、われわれはみん'^御苦勞ですなといつてゐる t ; やないか。」 

「御苦勞？僕はちつとも苦にしないよ。喜んでこ ゞ に飛んで來たんたもの L 1 
「ブロシアのために、か。」 

「いや、ドイツのためだ。」 

「それ軍、 S ドイツのために、不具に f に來たのかい 。 L 
「勿論、僕は不具となつても、またたとへ死んだつてい ゞ こ 
「ぁ SS 、 は、それはよかつた。諸君、こ、に立派な愛國者がゐます。恐らく 
&のことではドイツのみか、フランス、イ，キリスも感心するでせう」 

かつとなつたヒトラアは、かう言つて笑つたヨハンの腕をとつて 






「笑ふとは何ごと だ！」 

とつめかける。そのとき 
「食事給與、食事給與 ！ J 

と大きなこ^* >* ひ S : いてくる。兵隊たちはヒトラァとヨハンの nl 嘩をそつちのけ 
にして走り出す。やがてのことに、また戾つてくると、手に手にパンの片を持つ - C 
ゐて 

「おい、また二度燒きパンに肉なしときてらあ。」 

» * 

と、ぶつぶついひながら食ひはじめる。 

ヒトラァはこれを見て、あはれみの心を浮べたが、また 
(ドイッの宣傳部はなにをしてゐるのだらう。イギリスやフランスの宣傳： aK イッ 
の兵隊たちに祖國を忘れさせょうとしてゐる危險に、どう.して氣がつかないのだら 




と肚を立- C た。 

M 療生活が三年もつ ゞ くと、さすがのドイツ兵士も戰爭に倦きてくる。そこへつ 
けこんで、イギリスの空中宣傳は「何のために不具になるのだ」と貢つて、またフ 
ランスのそれは「パイエダンょ、フランスと協力してスイスのやぅな獨立國をつく 
らないか」と言つて、ともに、大砲の弾のかはりの思想戰の攻，をつ ゞ け - C ゐる。 
それなのにドイツの f は「敵だつて三分の理くつはある」など ゞ いふことを兵隊 
にきかせてゐるのだから、ドイツの兵士たちがだんだん戰爭がいやになつて行くの 
は全く無理はない。 

(僕に宣傳をやらしたら、こんなへまはやらないの r :* A > なあ . し力しなんと .；> 

つ- C も、僕は無名の一兵卒だ。こつこつ働くょり外に手はない。) 

こんなことで、敵の宣傳のぅまさに口惜し*>*りながらも、ヒトラァはまめに#し 
た。上官の靴を磨いたり、それから食事の用意まで何ひとつ手ぬかりのないやぅに 




氣を配つた。 

しかし、このあひだも、敵の飛行機はあひかはらす宣傳ビラを投げこんで ゆく。 
そし' t ; あるとき、 こんなのがあつた。それは(百萬のアメリカ兵がフランスに上陸 
する) とい ふ題があつて 

「フアルケンハィン參謀總長が.ウェルダン攻墼をやりそこなひ、それから 、〆 1マ 
一ーアが聯合軍に參加した時期をあてそこなつたので、ドィツ軍はヒンデンブ火ダ元 
帥と 〆 —デンドルフ將軍が代つて指揮をしてゐる。なるほど、兩將軍はタンネンべ 
，クで思はぬ勝利をものにしたが、政治のことは皆目分らぬから、一九一七年一月 
無制限 U ボート戰などを宣言したのである。それにょつ' t : 彼らはィ*キリスを早く參 
らせょぅと目論んだもの、、かえつ- C アメリカの商船を沈めて、今やアメリカの肚 
立てた兵隊が"百萬もフランスに行くことを何らと S : めることは出來ぬのである。* 
云々」 

二四七 




二一四八 

>一 書いて ある。これでも？、ヒトラアたちはアメリカが參戰したのを知つた。 
「いやあ、アメジカ市民軍¥しやば？きたなあ"ひとつやつらに泡を吹かして 
やらうかい。」 

「うん、さうだとも。しかし"百萬とくると相當だなあ。」 

兵士たち*>'、こんなことを言ひ合つてゐるのを聞きながら、ヒトラアは敵の宣傳 
ぶりがたくみに味方の兵隊の心をつかまへてゆくのを口惜しがつた。しかし、ドィ 
ッの S 新聞だつて默つて？ゎけはない。ヒ i アが戰線に歸つてからも 
「〇シアのロマノフ王朝倒る」 ， ' 

「ロシア軍總崩れ」 \ 

「ドィツ、ォーストリ軍力.ホレットに於 - C ィタ^'軍に.大勝」 

といふ工合に次から次と捷報を t げたので兵隊たちも大喜びである。アメリカ 
の參戰などなんでもないと大いに勇氣が出て來た。 







また*ヒンヂソブ 〆 グ元帥を上にいた ゞ くドイツの作戰本部もさう で、 殊に、一九 
一七年十二月、 ドイツと ォースト リと 、ロシア Q 間に休戰が成立したときは、いょ 
いょこれから東部戦線にある兵隊を西部のはうにまはして、一氣にフランスを潰し 
てしまはうと、弾丸や兵隊を滿栽した列車を西部國境へ向けてどんどん走らせてゐ 
る0 

ところがこのときドイツの國內に大へんなことがもちあ* >* つた。1それは、百萬と 
いふ勞儆者がもう働くのはいや/: • といつて軍需工場に大ストライキを起したのであ 
る。前にも話した* >* ドイツの赤色阐膛は、ビスマルクのときからさかんになつてき 
たが、世界大戰にあたつてはとにかくドイツのために戰はうと」時は改心したかに 
見えた。それ-で、ドイツの政府 U うつかり彼らに氣を許したのがいけなかつた。そ 
こへもつてきて、ロシア軍を內から破る目的で、作戰本部の， 1* テンド 〆 フ將軍が 
口' y ア帝政から逃亡してスイスにあつた赤の首領、レーニンー派を放してやる。 v ^ 

一一四九 





二五〇 

1ニンたちは ドイツを 通つて、ロシアのぺ.トロダラ I ド(今のレニンダラ—ド〕に着 
くと、 さつ そく 赤の革命運動をさかんにして、それで P シアは內から敗れ去つた。 
が、そこまでは、 ドイツの 作戰がぅまくいつたもの、、ロシアで赤が威張りだした 
となると、さあ、 ドイツの 赤色團體がぢつとしてはゐられない。それまでに、ユダ 
ヤ人の金持たちは買占や惡宣傳でもつて、ドイム國民を非國民にしてゐたの♦たし、 
さあょ しとばかりに、勞働者を煽動す るュダ ヤ人に金をやつて、あばれさしたの♦た 
からたまらない。 

幸 ひなこと に大 ストライキは 一週間で片づけられたが、 その あとが大事である。 
イギリスやフランスの 空中 宣傳は、このときと ばかり、それを種に して、 さかんに 
ドイツの 兵隊たちに向ひ 

「ドイツの國民 はもぅ 戦爭したがらない。それなのに君たちは何故銃を取つてゐる 
のか。」 







といつたやうなことを書いたビラをばらまいた。 M -操の中では、どうしたらい i 
だらうと本氣で考へる兵隊がたくさんになる。ヒトラアがいくら聲を大きくして、 
r ジ.ユーのいたづらだ」- i 叫んだところでもはや致し方* >* ないくらゐ /:* つた。 

しかし、それでも、一度總攻擊の命令が 下る と、勇氣をとりもどした兵士たちは 
わあつといふ歡聲をあげながら散兵壕 か、 らお どり だした。三月二十一日に はじまつ 
て、 六月には、 ドィッ 軍の先錄は パリから 八十 キロのところまで 進んで ゐる。 

さあ、フランスでは大さはぎである.。いつたんポ 〆 ドォに逃げだした政府はこの 
ときまた.パリに戾つてゐた。今度も逃げ出さうかといふことになつたが「虎」とい 
ふ渾名をもらつた勇しいクレマンソォ首相は、このとき大きな聲で國民に警告して 
「パリを死守せょ。」 

と叫ぶ。 

「をれでパリが破れたら、ロアール河の線(フランス中部)に據つて戰ふ。もしロア 

'二五一 
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—グ河が支へられなかつたらば、ょし、ビンネの峻嶮(スペイン國境)に據つても 
鬪ふ。われわれは最後の勝利を得るまでは斷乎としてた ゞ かふものである。」. 

といつて、國民を激励したので、フランスの兵隊 もと もに死物狂ひでパリの前線 
を守つた。それで、 ドイツ 軍はそれからどぅしてもパ^'に近づくことは出來ない。 
それのみか、七月、八月にかけて•たんだん退却をはじめ、その八月八日には、この 
戰爭ではじめてあらはれた戰車がつひに威力を發揮して、グ|デンドグフ將軍が 
「このァミァン會戰の日こも實にドイツ軍にとつて暗黑の日ではあつた。」 

と、ため息をついたほどの大敗北となつた。 

これから先、十一月に至るまで、まづもつてイギリスやフランスの宜傳にしてや 
られたドイツ兵が、今度はほんとぅに銃を捨て ゞ 、ぞくぞくと敵軍に 下り、 その胸 
に飾つた多くの輝やかしい鐵十字章に泥をつけたのである。ヒトラァは、この總攻 
擊 のとき、モンテイデイ H 橋の功ではじめて一紙鐵 十字 章を もらつ たが、 その後、 





いつたいどんな災難がふりか/一つて來たか?.それは次節で話さう。 、 
ドイツのために立 上る 

リスト 聯隊の若者たちはぢ りぢりと 退却しながら も 勇しくた ゞ か ふことを忘れな 
かつたしか1、八月にはいると、聯隊といつても名ばかりで、ゎづか數箇中隊に 
へつてしまひ、生き殘つた兵士は それこそ泥 人形のやうに 泥 だらけに なりながら、 
フランドルの イー ブルのは うへょろめきつ. ゞ 退却した 〇ィ， キジ ス兵は勢にのつて 孟 
烈に墼 つてくる。生■き殘つた連中とともに、 ヒトラァ ーは イー ブルの南に ある ゥエル 
ゥィクといふ丘の散兵壤にょつて I 步もし b ぞくものかとがんばつてゐん〇 このィ 
I フルといふところは、四年間、 ィギリス 兵との あ ひだに取つたり.、取られたりし 
たものだ*>* 、はじめ、ィギジス軍の一，大隊に機關銃がたつた二挺しかなくて、ドィ 

. 11五一 tl 



ツー大隊につき十六挺の機關銥にやられて*たのに、四年もたつと、ィギリス軍は. 
一大隊に八十挺も配るやうになつてゐる。そんなわけで、ダツ、•タツ、ダツとィギ 
ソス兵の攻翁は息もつけないくらゐである。進むことは勿論出來ないが、しかし、 
ドィツの兵隊は斷じて退却しないのである" 

それだもんだから、十月十三日の夜になると、ィ•キリス軍は毒ガス彈をうつてき 
た o ' ヒ トラア たちの頭の上に、それは カンカンと いふ音を立て/一落ちてくる。 
(へんな音だなあ。何だらう。) 

ヒトラ ア はしつか b 銃を撞つてゐながら考へた。をのうち、吠える、叫ぶ、 響く 
鳴るといつたやかましい戰場の物音の中に、あつちでも、ゴホン、ゴホン、こつち 
でもゴホン、ゴホンと戦友たちがはげしく咳をする こ ^*?聞えてくる。 

(おや？) 

と思つたとき 




T やられたツ！.毒ガスだ！」 

「マスクをかけろ ツ！」 

と叫び交す聲がまつくらの中におこる。それとともに ヒ トラ アの鼻の あたりに、 
むつとするやうな惡臭がおしょせた。急いで、 ヒ トラアはマスクをかぶつた V、 そ 
のときはもうおそい。自分では大丈夫だと思つて銃をつかんでゐると、夜明け ごろ 
になつて眼が痛くなつて來た / ° 

あひかはらす、ィギリスの.ゥィ ツカー ス機銃はダツ、ダ ツと 火を吐いて ゐる。ヒ 
トラアは痛さを こらへ ながら銃にしがみ P いてみたが、なにしろ眼 f 開けてゐられ 
ないのだからしかたがない。痛い眼を押へて、塹壕の底にしやがん でゐると、 しば 
らくして 

「おい、どうしたんだ。」- : 

とヨハンのこ^がする0 

一一五五 




. 一一五六 

ノ f 眼をやられたんだ。」 ^\ • 
「なんだ、眼だつて？」とョハンはヒトラァの手をその上からとつてみたが、 血 *>* 
流れてはゐない。 

一毒ガスか？」 , 

「ぅん、しかし、もぅぢきなほるだらぅ。」 

「ょせょ、笑談ぢやないぞ。早く手當しなければだめだ〇」 

僧い銃聲が止むと、さつそくョハンはヒトラァの手を自分の首にかけさして後方 
へ連れ - C ゆく。そのあひだにも、痛みはだんだんひどくなつて、まるで火攻めにあ 
うたやぅに、ぢつとしてはゐられない。そして、十時といふともぅ明るい日射しが 
いつぱいあたつてゐる頃、ヒトラァの眼は何も見ることが出來なくなつた。 
「苦しい。苦しい〇」 

無我夢中で、そん-^:ことをわめきつ ゞ けてゐるぅちに、ヒトラァは 赤十字 列車に 





のせられて ドィッに 歸り、•ホンメルンのパ—ゼヮル ク 陸軍病院のひとつの ベッドの 
中へねかされる。そこでは髭の生えた軍醫が 

「ァ r ルフ•ヒトラァ上等兵十月十四日未明ホスゲンに眼を胃さる L : 

と書いてあるカルテを眺めたのち 
「どれ、痛いか？」 m 
と患者にたづねた。しかし、彼はうなつてゐるだけである。やうやく、 ヒト -?- ァ 
が意識をとり戾したのは十月二十一日の朝のことで 
「こ ゞ はどこですか？ I 

と、 看護婦に 聞くことが出來たもの ゞ 、どんな顔をしてゐるかはちつとも分らな 

鳥 , 

r 〇 

し . 

「僕の眼は見えるやうになるでせうか〇」 . 

「え、、大した心配はい、 b ないつて、軍醫どのがおつしやつてました わ。」 

二五七 



11五八 

「さう ですか。ぢや、また僕は働けますね。」 

「ぇ、、働けますとも。亩になつた方だつて何かやつばり御仕事は出來るのですか 
* ら〇」 

こんなことで、 ヒト ラァは、たとへもう繪は描けな くな つても、何かで働いて行 
-けるだらうと安心した が、 それなら •ばどんなことをしょうかと思案して ゐるうちに 
一過間は わけもなくた つてしまふ。その あ ひだに、しづかな病院のそとではた C な 
- b ぬ ことが起 &さうになつて ゐるらしく 
「スパルタクス團がレ ー >1ンの指揮であばれ廻 b だしたさうだ f 
「何だ、 また 一月の ストラィキ か。」 . , . 

「い、年、こんどのは水兵も參加するといふ話だょこ 

「ふん。するていと、社會民主 m のシャィデマンと工—べルトが入閣したといふの 
が頷けるなあ。」 












「とにかくひと騷動もちぁがるね〇」 

とベッドの 會話 はそんなことでもちきりで、したがつて否應な くヒ トラァの 耳に 
はいる。その度に • 

(そんなことはない。 新聞が 讀めないものだから勝手なことをしやべつてゐるの だ 
らう。) 

と氣にもとめなかつたが、十一月にはいつて、ヒトラァの病ん\!眼も、ぼんやり 
と白と黑が分るやうになつたころ、五六臺のトラック：^それぞれ手に赤い旗を持つ 
て ゐる 水兵をいつぱい乘せて病院にやつて來た。水兵たちは入口のと ころで口を 開 
けて立つて ゐる 門番を尻眼にかけて、鼠のやうにすばやく各室をかけまはり 
「革命がやつて來た。ヵィゼルの政府はなくなつた。.今日から、勞働者の天下でぁ 
る。」 

など、叫んで ゐる 。傷病兵たちは、突然の ことで 何か分らす、びつくりして ゐる 








と、赤旗を持つた水兵たちは、 また 鼠の やうにゐなくな つた。ベッドの上では 
「そいつ11いつたいほんとかね0」 

と 半信半疑で心配し はじめる。ヒトラァは 手探りで起き上ると 
「おい、みんなそんなに心配する ことは ないよ。たか ゞ 不良水兵のいたづらぢやな 
いか*二三過間もたてば、ゎが陸軍の守備隊にみんな捕つてしまふ。」 

と落着かせて、さらに 

「ドイッにはミュンヘン市民のやうに忠君愛國の人が多いから、大丈夫さ。」 

「さうとも、さうとも。」 

パイエ 〆 ン出身のものたちはそれをよく知つ て ゐるので、みんな强く頜いた。 そ 
して、 ヒトラァ はまたしづかに橫になつたが、事件は(いたづら)どころではない。 

その起り とい ふ©は、十月三十一日のこと、 ドイッの キール軍港にある艦隊を、 
シエーァ提督が命令一下、出動させようとすると、水兵たちはいつせいに言ふこと 





をきかないで、軍艦には赤旗をか ゞ げ 
「戰爭をやめろ。ヵイゼルは退位せょ。」 

とわいわいさはぎながら上陸した。そしてキー 〆 の町では水兵と勞働者とが腕を 
組んで何かの歌を高唱しな* >* ら練り步く。 V〆 リンでは、レ丨-ーンの指圖で勳くス 
パルタクの團長リーブクネヒトといつた連中が、それぞれ騷 I 1 J をひろげるやぅ 
に密談してゐる。それだものだから、十一月五日に U ドイッの北のまもりであるあ 
らゆる港にひろがり、その中の1部がヒトラァのゐるパーゼヮルク病院に押しょせ 
たわ^である。それから、さらにラインのいろいろな町や、マグデブ 〆 グ•ライブ 
チッヒ にも擴まり、七日には、，、、ユンヘン市そのものが赤の政府にとつて代へられ 
た。 . 

ひんぴんとし' t ; 傳つてくるそれらの一ーユースは、しづかな病院の中をかけすり廻 
つて、みんなを起こしたり坐らせたりする。ヒ トラ ァにとつて、その最後のミユン 


ヘンの革命はあまり出しぬけで信じょぅとしても信じられないくらゐだつた。それ 
はまだい、として、つひに信すべからざるものを信じさせ、 b れる最大のものが訪れ 

十一月十日のことである。品のい ゞ 牧師： a 病院にやつて來て、なにか、さしせま 
つた重大な話があると言ふのである。白衣の勇士たちが講堂に集ると.牧師はさび 
のある聲を慄はせながら 

「みなさん、私はこれから、大 さぅ 悲しむべきことを.おしらせし なく '1:はなりませ 
ん〕，1 •. - 
と言ひ、しばらく默つてゐたのち 

「ホーへツッォレ.ダン家は昨日を以つて皇位を失ひました。つまりヵィゼルは退位 
あそばされ、ドィッは共和國となつたのです。」 

といつてはまた言葉をとめ、さらに愣ぇご爰になつて 


二六四 

「神ょ、この大變動にあつても、ドイッの國民を見捨てることなく守う給へ。」 

と 十字を切つ た。 聞いて ゐる 兵隊たち は、 C くりと 固唾をのみ、 しいんとしづま 
りかぇ つてゐた^:、牧師がや ほら 勇氣を ふる ひ起して、ホーへンッォレル ン 王家が 
いかに ドイッの ために盡したか、それも今は空に歸せられた と 話を する に及んで、 
す ゞ り泣くこ ^が方々 に 傳つた。 さらに 牧師が 

「こ、に五年間の戰爭が終つて、私たちは休戰いたしました。これから先、いかや 
うな苦難があらうとも、必すや、神はドイッの國民をお守り下さるであらうこと：. 
…」 

と話をしてゐるとき、おいお■いと泣き出すものが出來てきた。そのうち、一人の 
白服がふらふらと立ち上つて、今にも何かに突き當りさうな恰好をしながら廊下の 
方へ消ぇて行く。 をれ は栗色の髮をして、今は [it じ色の髭を生やした三十歲のヒト 
ラァだつた。彼は手探ぐ^'でベッドに迪りつくと、夜具の中へもぐ^'こんで泣き出 







したのだ。 

(ドィッは负けた。信じまいとしても、ドィッは負けたんだ。そして、赤の國にな 
るなんて、どうして信じられやう。僕たちは五年間、何のために雨とふる彈丸の中 
で暮して來たのか。祖國のために笑つて死んだ二百萬が戰友は今何と言ふだらう。 
そのうちには十七歲で散つた若武者さへゐるんゼ。いとし子を祖國に捧げた母親の 
胸のうちは何といつて嘆ぐだらう。戰へばまだ勝' t : たのに！あ、、敗北の汚名を 
平氣で祖國に塗りつけた 奴ら！ マ 〆 キゾ スト！ それからジユーよ。國を賣 b 渡し 
た惡賢 いものよ。 今に見ろ、お前たちのいつはりの 口から 泥を吐かし^やるぞ！) 
ヒ トラ ァは、こんな工合に、九天の高さからいつべんに九地に落つ こつた 祖國の 
ことを悲しんでゐると、芝居の幕がばつとあがつたやうに明るいところが見ぇた。 
それは外でもない。祖國がいかに大切で、我が身がいかに輕いかといふことがはつ 
きりした の だ。だから、もうほとんどよくなつた眼で、自分の白い美しい手を眺め 





1 一六六 

ながら、ある日 

「この手ははじめ暮しのために繪を描いた。それから祖國のために銃を取つた。 C , 

れから何をするんだ。と聞かれ、ば . 」 

と、ぎゆつとその手を丸めて拳固をつくりながら 
「ドイツの光榮をふいにした惡魔どもをやつ ゞ けて、ドイツを#建するんだ 。 j 
こぶしは力をいれられたためにぐんぐんと赤くなつてくる。ヒトラアが、ドイツ 
國のために一身を投げ出さうと決心したのは實にこのときであつた。 

結びの話 

第一次世界大戦でドイツはなせ敗れたのだらう？作戰の失敗からだらうか、そ 
れ とも、 イギリスが發明した戰車のためだらうか。なるほど、そんな ことも 敗戦の 







理由にあげられるかもしれない。しかしもつと大きい原因は何•たらう？フランス 
の空中宣傳にしてやられたのだらうか、赤の策略にひつか ゞ つた0だらうか。なる 
ほど、それは眼に見 t て効き目がおつたことは確かだけれども、ドイツの國民に 
「最後の一人と なるまでた、 かふ。」 

といつ た精神* >* もちこた へられな^つたことが一せ大きい原因だらう。 

實際に戰線にあつてた、かふのは一圃の人口の一〇％といふのが大體の通り相場 
になつてゐる。しかし、國が勝つか、負けるかといふことは一國の人口の一〇0% 
にひ V - きわたる ものである。- ドイツの 例は國民の九〇^が、前線に-ある一〇?/«ょ^' 
さきにまゐ つてしまつて、つひに ドイツ 全體が手をあげた、いい例であらう。 

そして、ドイツは V その結果、どういふむごい境遇におかれたことか？聯合國 
側は、一九一九年一月十三日のゲ H ルサイユ媾和會議 T - 、ドイツゃォーストリの領 
土を削りとり、植民地は全部沒收し、兵隊を.!: •■ く僅かしかつくつてはいかんといふ 
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し、その上、天にもと ゞ くやぅな賠償金を出せと言ひ、ドイツはそれでもいやとは 
言へなかつたのだ。 

そして、また、®^はこのためにどんな羽目になつたかといふと、ベン先一本を 
買ふのに百圓札を一枚出して、それでお釣りが來なくなつた。戰爭まへに、百圓貯 
金してゐたものは、それを引出してみると、ベン先ひとつしか貢へないのであ ^ P 
これが有名なドイツの インフレーシヨ ンといふので、 もぅ 少しのところで頑張り W 
足らすに負けた國民が、それでもつて四苦八苦しなければならなかつたのではない 

廣 

/To . 

力 鬌 

ヒトラァがパーゼヮルクの陸軍病院からもとの丈夫な身體になつて世間に出ると 
國內はこんなさまである。今や、被は祖國のためといふ大義に眼ざめてゐるのだか 
らぐ、持ち前の ， 

「精神一到、何事か成らざらん」 




，•一 P vr (v 粦箨 s 4 *r ft) > 入 v > - Mi 












といふ意氣ごみ k むらむらと 起つて、 こ、に、 たつた六人しかゐなかつた極小國 
粹黨の ドイッ 勞働黨にはい る。これ：ナチス の前身で、間もなく、ヒトラァは この 
極小黨の黨 首と な り、 極大黨であつた社會民主黨や共產黨 をた ゞかひにつぐた、か 
ひで つひに打ち敗つた。この間、凡そ十五 年、 そのあひだにはいくど政敵の彈が身 
£に とんで 來たご とか。ナチス が ドイソの 政權を握つてから、いくばくもなく、ヒ 
ンデンブルダ 大統領が この 世を 去ると、ヒト ラァは 
「これから、 いよいよドイッの#建だ！」 

と自ら 總統の責任を 引きうける。 ちよつ-'をかへ1;言ふと 
「うん。これはすばらしい建築だら うぢ やないか！ 一軒の家を建てる。ひとつの 
國を 打ち立てる。 僕の二■十代の夢想はこんなに大きく實現されやうとは思はなかつ 
た 0J 

四十五歲 のヒトラ ァはかうしていは S: 古今無類の建築家とはなつたので ある。そ 


して、敗尾であるドィッ國が立派にたつと、ゲヱルサィユ條約を反古紙のやぅに造 
作もなく破いてしまひ、それから、ョーロッパ全土に、孫のはいる家の敷地を元氣 
よく探してゐる。 
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